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昭南島が、 まだィギリス 領 .の シン ガボ.-ルといはれてゐた時代から-この物がたりはは 
じまります0 


シンガボール といふところはまことに流星の多いところで、ィギリスの 編隊機が、ご 
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-天を飛びまはつて、やぅやくその影を消す頃になる と、 あざやかな流 

をむかへる島であります。 

日盛りの暑さを吹きはらふやうに， さやさやと ^子の葉をひるがへ 
1 心で、正夫は、算數の宿題をといてゐますと、窓下の廣い庭園で、親 
の呼聲がきこえてきたのでした。 


正夫は、ょろひ戶が大きくひらかれた窓から首をつきだして下をのぞく と、 パナナの 卞 











力げに、 -3 いパンツとシ ヤツを 瘠たレイが、星かげに照らし出されて ゐるのでした。 
『レイかい。』 

『ああ僕だ。何してゐるの 。 n 
■ 

『いま勉強してゐるんだ。あがりたまへ0』 

『じやまにならないかい。』 . 

『大丈夫だょ。もうこの問題一つですむところだ0』 

『ょうし。』 

レイは、病—響してゐる正夫の家の%'一に—ると、日本文字 V 同仁 I と書かれ 
た白い門をくぐつて、長いろうかをすたすたと正夫©部屋にあがつてきました。 
r 算數か'い。』 

『ああ、さうだ。』 

『すんだら、市役所の少年 會館へ 行つて みない か。』 






『ああ 行かう。僕もこれから聞きに行かうと思つてゐたところだご 

『日本から、ィギリスへ歸國する少年たちの! lMI <#" つて、一たい どんなことを，しやべる 
のだらうね。』 

r さあ、僕にもわからないけれど、もしかしたら、日本の惡口でもいふのかも知れないぞ 。 j 
『もしもさうだつたら、君はおこるだらう0 J 
『怒るとも、日本人だもの0』 

『僕 だつて、 話に よつては、東洋人の一人として承知しないぞ〇』 

『どんな演說會か、すこし氣になるなあ。』 

『さあ、すぐに出かけようよ。¥ 
r 八時からだもの、まだ皁いよ。』 

シンガポールは生き生きとした，夜の國であります。'' 

赤道直下の燒けつく太陽が、 マラッヵ 梅峽の对一一 に 沈む と、 畫腔の夢を けりすてて、 
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この同の人违の、あわただしい生活がはじま—す。したがつて、映畫も、演說 f 、 何 
もかも開催されるも夜の八？ろ tQmiw なつ1 VI た。' 
『レイさん，こんばんは0』 

と、このとき、正夫の家の若い日本のが、食後のあつい紅茶と，4奶りこした.、 
イ ナツブル皇つ六つ—皿に入れて、 I 、めしあがれと、二人の前5れを！ベた 
のてした。そして、窓からの風に、白衣のえ—少しひらいて、「おお涼しい 晚」 とい？ 
ろうか.にまぎれ込んで来た 16 &追ひながら、階段を下りて行つてしまひました。 

『正夫。君はイギリスをどう思ふ。= 

『イギリスは、恩知らずの國だ ょ。 』 

『どうして 。 fl 

『お父さんの話にょると、今から四十年も昔、イギリスは日本と體を結んで，いろいろ 
日本 —— n I の i しをして、日本——て來る 







し、このシンガボ ー ルにだつて、ざんごうを掘つたり，砲臺をきづいたり、飛行機を朝か 
ら晚まで飛ばして、日本と戰ふじゆんびに一日ぢゆう馳けまはつてゐるぢやないか。何が 
紳士國だ。無禮きはまる國はイギリスだよ。』 

『正夫、聲が高いよ。もしもスパイにきかれたら、引つぱられてしまふぢやないか。』 
『君たちインド人は、イギリスをどう思つてゐる。』 

レイはその問ひに、いきなり黑い顏をきんちようさせて、小さなこぶしを自分の鼻の先 
につくりあげると、眼をかがやかしていひました。 

『君つ、インドは，じつに古い古い國だよ。イギリスが宣傳するやうな，そんなやばん國 
でもなければ、 熱帶 地にこのまま 亡びて しま ふ、 けちな國でもないよ。インドは、ョ I 口 
ッパの國々の文化が、まだ今のやうに發達しない時代にもう最高の文明に達してゐて、そ 
の光りをこうむらなかつた國は、地上に一つもなかつたといふほどだよ。一例をあげてみ 
ても、その頃の寺院のすばらしい建築は、今なほ世界の驚異のまとになつてゐるし、また 



君がいま勉強して 
ゐるその 算數 だつ 
て、十の 數に 達す 
れば、 一 けた上へ 

進む？籍とぃふ 

ものを 發 明して、 
近代 科學 のきそを 
っくって世界文明 
の道をきりひらい 
たのも、インド人 

なのだよ。また、 
おしやか 樣 を產ん 
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だのもインドだし 
タゴール、ガンヂ 
丨を產んだのも、 
僕の國インドなの 
だ。これらの人を 

聖人、偉人として 
數へぁげない歐米 
人が、.一人でもぁ 
るだらぅか。その 
インドが、イギリ 
スのために、富を 
ぅばはれ、自由を 
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うば はれ、 國をうば はれて， どれいのやうな生活をこのまま續けなければならないのだら 
うか。日本の正夫、僕たちインドの全少年は、この胸の中に、今こそ愛國の血をもやして 
勉強し、たくましい力を養つてゐるんだよ。わかつてくれるかい。』 

『わかるとも。レイ、こんどは君の聲が高いよ。』. 

はつと、レイは黑い指先をひろげて口をおさへると、正夫と眼を見合せて、につ こりと 
したのでした。 

『正夫、 東洋人は、りつぱな東洋を、團11の力でつくりあげような。』 

『僕の國日本では、全國民がいまその仕事にとりかかつてゐるのだ。』 

『ほんとだ、ありがたう。僕らは期待してゐるんだよ。』 

『よし時間 だ、 さあ行かう。』 

『行かう。』 

二人は紅茶をぐつとのみほして表通りへ出ると、正面の海にいびつ形の大きな月がの烹 










二人は紅茶をぐつとのみほして表通りへ出ると、正面の海にいびつ形の大きな月がの £ 

つて、海も人家も，おひしげる木々も，ことごとく、その白銀の色にぬられてゐるのであ 
りました 。 t 
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少年會館には、シンガボールに住む各國の少年たちが、.もぅ、ぎつしりとおしょせてゐ 
て、開會前の一ときを、そこに一團、ここに一かたまりとなつて、親しい者同志語りあつ 
てゐるのでありました。 

露*?—の月光の中に、にぎりこぶしを力强くつき示して、はげみ合ふドイツ少年と，イタ 
リ*-少年らしい一團。 

廣間の84 P を引きょせて、日本人の正夫をすばやく見つけてまねく、インド、マライ、 
タイ少年たちの一群。 ■ ‘ ， 

中庭©1だい M の茂みの下で、すつきりとした白い腕をのばして、手のひらをにぎり合 




ひながら、胸を張り，肩をたたき合つて談 t してゐるアメリカと、イギリスの少年少女た 
ち。 

やがて' それらの少年たちに、りんりんとベルが鳴りひびくと、黑い顏、黃色い顏、白 
い顏が會場の座席を、たちまちうづめ.つくしてしまつたのでありました。 

まもなく、盛んな拍手のなかに、日本から イギリスへ 歸る十四五歲の少年が、雛に りん 
ごのやうな色を浮かべて、波をうたせた 金髮 と、白い半ズボンに背！！で、 iH 面の高い帟 
に上る.と、頭上の飾電燈は一段と'あざやかに少年の姿を 照らし 出した のであります。 

しつかりと左手でテーブルの端をつかむと、右手を空中にふつて、彼は、 イギリスを 
代表して立つ少年の やうな 態度で、演說 を. はじめたのでした。 

『7 i 場の少年少女諸君。私は榮譽あるイギリス大帝國の一少年であります。今回、 はから 
ずも卷きおこつた、第二次 ョーロ ッバ戰爭に際して、祖國のために銃を とつて 立つた父に 
つれられて、ただいま、日本からイギリスへ歸國するその途中であります。日本に 住んだ 





つれられてたたいま日本力らイキリスへ歸國するその途中てあります。日本に注んだ 


過去五年間の、日本の印象について，これからお話をいたしたいと思ひます。』 

場內、千餘名の各國少年たち は， 一樣に上半身をぐつとのり出して、 今 こそ全世界に 輝 
く 日本を，しつかりとつかみ知らぅと身がまへ て、 つぎの言葉を待ちかまへたのでありま 
す。 

『諸君、御承知のとほり' 日本は、*いま支那と戰ひ、連戰連勝をほこつてをります。また、 
新しい東亞建設のために、國をあげての、くわつばつな働きをも見せてをります。しかし 
ながら、これからの日本は、もはや、なんら恐れるには及ばないのであります。』 

この一言に，物音一つしない會場 は、 さらに密林のやぅな 不氣味 さを 加へ て、 しんと 靜 
まりかへ つたのであります。 

ィギリス 少年は、 さらに 熱をもつて、演說をつづけるのでありました。 

『毘在の日本の强みといふのは、どこから來てゐるかと考へます に、 それは過去の、 日 ^ 
の大戰にょつて 得た、 一つの信念にもとづくものであります。卽 ち、 日淸 、日露の、 あの 



國難を體驗して來た父母の 敎 養のもとに育てられた少年たちが， 現在の日本に 成長して， 
活躍してゐるからであります。しかしながら、今後の日本は 、 g じて恐れるには及びませ 
んなぜならば日本は今、かいびやく以来の大きな國難に直面してゐるにもかかはらず、 
祖國の隆々—謹に安心し i 少年たちは、未だに _ Q 危機を知らずに、生かせ 
ば國力となる貴重の時間を、ただうかうかといたづらに過してゐるのであります。 彼等に 

は恐らく何の覺悟も決意もない？ありませう。 募知らずの家に育つたお坊ちゃんと 同 
じてあ”ます。』 

少年は、テ—ブルの水さしから、コッブに水をついで、おもむろに飲みほすと、大英國' 
にうまれた幸福を示すかのやうに、ひとわたり場內を、いうい うと' 見まはしたので あ々 
ます。 

正夫は初めて聞く祖國の人の態度に、きりきりと痛んでくる胸を力強く腕ぐみで/〇さ 
へて、冷靜に考へたのであります。 



S だ， 祖阈の姿は SII にそんなものではない。我々海外に住む同胞.てさへ も， 朝に夕べ 
に Mi のかなた"東方を 絕解 して、質素、 儉約 をむねとして、しかも精神、 體 力を充分に 
養ひ、銃後國民としての御奉公に努めてゐるではないか。祖國の少年少女たち が、 靴もな 
く， 下駄もなく、す足でたくましく通學してゐるといつぞや聞いたとき，我々在留邦人は 
.ことごとく 日本人クラブに集まつて、そのいぢらしさに、一晚聲をあげて抱きあつて泣い 
たではないか。三度の食事を二度にし •て、 獻金をかさね、慰問品を送り、わが大日本帝國 
をはるかに思ひわづらつてゐるではないか。海外においてさへもこのやうな心がまへであ 
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るのに，まして日本に住む者が、なんでこの際、むだな生活が出來るものであらうか。た 
とへ そのやうな人が二三あつたとしても、自分が、いつぞや、この國に日本の朝顏のたね 
をまいて失敗したやうに、土地に合はないものは、芽も出なければ葉も出ないで自然のう 
ちにほろびて しま ふ。その人達の生活も、日本の土地においては、自然にほろびてしまふ 
生活だ。このィギリス少年め，.何をいふか。 


I 



正夫は、腕ぐみをほどいて，うなだれた首を， きりり つと正面に立てなほすと、再びす 
きとほる聲が、壇上から耳を打つて來たので ありました。 

『~^ それであります から、 我がィギリス、及びアメリカが愛する支那は、たえず、 ひる 
まず， 長期抗戰 をつづけてをれば，最後の勝利を、その頭上に、輝き得る ことは 明かな こ 
とであります。この 會場に をられ る、約半數以上の支那少年諸君、覺悟は充分に出來てを 
ります か。 日本などは恐れるに及びません。 なほこの 會場に日本の少年諸君が をられるな 
ら 、その言ひ分をききませう。』 4 

先刻からこぶしをにぎつてゐた正夫は、千餘人の視線をあびて、靜かに立ちあがると、 
正面に叫ん.だのであります。 

『私は日本人であります。我が大日本帝國は、君ら ィギリスなどがいふやうな、 支那 
と戰つてゐるのではありません。支那とともに、共存共榮の大東亞を今こそつ くるた めに、 
支那の害蟲、蔣介石と戰つてゐるのであります。これは、世界を一つの家とする日本の 大 

理想を tEa しようとす 5 も 〇ご、 こ i 里军 J 一 I >、 k : f . こ r : W . 






支那の害蟲、蔣介石と戰つてゐるのであります。これは、世界を一つの家とする日本の大 
in ^^ ili —1 111 - r - - ■ ■ -- - --1 - .. - - 

理想を實現しょう とするもので、東洋人には 理解が 出来ても、 アメリカ 及びイギリス 人に 
はたうてい 理解する ことの 出來 ない 大 精神であります。』 

わつとい ふ大勢の叫び聲 が、場內にばくはつしました。 マライ、インド、 タイ國の 少年 
たちが、そこここに立ちあがつて、しきりに手を打ちはやしたのであります。 

ややあわてたイキリス少年は、前方の席に ゐる一 少年支那 人を指す と、やさしい 聲を出 
して 救 ひを 求めょうとしたのでした。 

『ては' 支那のお方。あなた方は、どうお考へになります 。 j 

白いつめえりの服をきちんと着た、眼元のすずしいその少年は、かすかに笑みをふくん 
で立ち上りました。 

『支那は、 いま新しくうまれかはりつつあります。我々 支那 人は、東洋平和の ために，ま 
た 東洋が共に 榮 えるために、大きな 1を も？， いま、 大 H 本と手をくんで、共に足な 
み—ろへ て 進みつつ あります。イギリスこそは、豪から一刻もはやく、手を引くべき 





であります。東洋の天地は、わが東洋人が住むために、神からあたへられたものでありま 

す。』 

きつぱりと 言ひきつたその聲に，恭板をふみ鳴らして手をたたく 者。 かん聲をあげて壁 
を打つ者。その中に叫び合ふ數十ヶ國の言葉が' 圓天井にごうごうとひびきわたつて、會 
場は大こんらんにおちいつてしまつたのでした。 

その頭上を、どこからか%_の群れが次ぎ次ぎに飛びまはつて來たかと見るまに、少年 
たちがたたきはやす四方の壁のわれめから、ぶみならす床板のくされめから、續々と數萬 
の羽辏が舞ひあがつて、たちまち、場內を•濃霧のやうに閉ざしてしまつたのであります。 
『正夫、逃げょう。』 

『これは、たまらない。』 

二人は M をかかへて、白服の地をうづめつくした羽犠をはたきながら、他の少年たち , t 
なだれを打つて、少年會館を飛ひ出したのでありました 




なだれを打つて、少年會館を飛び出し.たのでありました。 
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演說會場を飛び出した少年たちの群れを追つて、羽蟻の大群は、 窓から、玄關から，な 
ほももうもうと煙のやうにおしよせて來るので し」 JO 
『レィ、いそげ、いそげ。』 

『とても' すごいや。正夫 どこへ逃げようピ 

『テニスコートへ、走れ走れ。』 

『さうだ、よし。』 

二人は、眼ばかり出した羽蟻のマスクをかけた やうな 顏を，右手で びしやびしやと たた 
きながら、全#をまつ黑く うづめ たものを、左手ではらひながら、少年會館横の、綠の運 
動場まで走つて來たのでありました。 

『正 夫、まだ君の背中に一ぱいゐるよ。はたいてやらう 。 J 






『ありがたう。なあんだ，君の頭にも 1 ぱいだよ。レィ。』 

『驚いたなあ、どこから飛び出して來たのだらう。』 

『みんなが、どんどんたたいたり、踏みならしたりした壁と、床板のくされめから出て來 
たのだよ 。 J 

『これぢや、ィギリスの演說會も目茶目茶だな。ごらんよ、まだあんなに出て來る。』 

外は、明るい月夜であります。 

すみきはまつた南國の月光に、靑々と染まつた少年會館の窓からは、なほも、絹織物シ 
引き出すやうな輝きを見せた羽蟻の大群が、八方へひろがつて行くのでありました。 
r 歸らう。』 

『うん、歸らう。』 

朝と、午後のひとときを，テニスや、ラグビーでにぎはふ廣い綠の大運動場を右にして 
左側に海を眺めながら、二人は.ほつと一息ついて步きはじめたのでした 

*ai»!"" ■- - ■ —1 JM —1} - I i- -- -- .It HI . ! I t n 1 J • In • - .1 I 

海と陸との境には、見あげるほど高い gg 餌が' えんえんと-どこでも袁く、毎一干^ 








I 左測に悔を眺めながら、二人は.ほつと一息ついて步きはじめたのでした 

海と陸との境には、見あげる ほど 高いが、 えんえんと-どこまでも遠く、海岸に 
そつてのびてゐます。 

その庐かふに白銀の波をひるがへして沖までも輝く海は' その波!！の 下に日本をおそ 
れる數千の敷設水雷をかくしながら、海面を月夜の美しさで鮮つて ゐるのでし，こ。 

『正夫、あれ、なんだらう。』 

レィが指さす，はるかな、ぼだい一の業の下に、一群の人—§以とはだか電燈 
に照らし出^れてゐるのが見えるのでした。 

『なんだらう，行つて見ょう。』 

二人は、中途はんぱな演說會に•たされなかつた心ををどらして、海からの 風を 受けな 
がら走りょつて、その人だかりの疲に加はつたので ありました。 

見ると、海を背景にして、白い軍服に似た國民防空群の服を着た，背の亮い、 鼻めがね 
をかけた一人のィギリス人と、頭の^を眞ん中から、びかびかと汕で分けた色の白い支那 






人とが、木製のもけい爆彈をアスフワルトの路上にならべて、シンガボールの人々 に、 爆 
彈の恐ろしさを說明してゐる最中でありました。 

汗を流して說明するイギリス人の前には、自分の背くらゐもある五〇〇キロ爆彈と，ま 
た腰のあたりまでとどく二五〇キロ爆彈と、もう一つ小さな、一〇〇キロ爆彈の三個がな 
らベられて、二百人近くの群集は、路上に足をなげ 出し、 或ひはあぐらをかき、はだし、 
はだかで、支那人、マライ人などが眼を光らせて、それを見つめながら、說明をきいてゐ 
るのでありました。 

鼻めがねをうごかしながら、イギリス人の演說 は、 さらにつづくのでした。 

『——空襲とは、このやうに恐ろしいものでありますが、しかしながら、備へさへ充分に 

うれ 

出来てゐれ ば、 なんらの 憂 ひはないのであります。 

平時から、空襲のあることを 豫 期して，このシンガボール全島民が、防備の手配と，萬 
一の場合の覺悟さへしつかりと肚にこしらへておけば，どんな空襲にあはうとも、怖れる 






の場 ' d 口の覺悟さへしつかりと肚にこしらへておけば、どんな空襲にあはうとも、怖れる 


-- 


ことはないのであります。 

恐怖感におそはれるやうな精神では、だめです。 

いたづら に、敵を恐れ•敵の 力を 過大に見つ もるやうな 態度では、 たうてい 戰 ひに 勝つ 
ことは出来ません。 

今や、防空は，シンガボール島民の義務といふょりも、も.はや、あなた方の生活の一部 
になつてゐるの.てあります。しかも、家を守るといふやうな、そんな小さなことでは なく 
日夜、榮えに榮えて來た、この、諸君の、シンガボールを護るといふ、すぐれた精神を持 
たなければなりません。それと同時に，わが大英帝國をぜつたいに信頼して，官民一致、 
以て，シンガ。ホールの防衞にあたらなければなりません。 

ではこれから，爆彈の威力につ■いて，御說明を申しあげます。』 

上衣の背中まで汗をとほして、ィギリス人はうしろへ引きさがると、それまで二五〇キ 
口と書かれた爆彈をなでながら待つてゐた支那人が、今度は一禮して說明をはじめたので 




t 


した。 v 

『敵の飛行機は•かならず、重要建築物の破 
壤を計畫して.おしょせて來るこ.とは明かな 
ことであります。 又 それと 同時に、爆彈の威 
力にょつて、銃後を恐怖、こんらんにおとし 
いれて、戰ふ意志を失はす效果をも、ねらつ 
てゐるのであります。この場合、私たちは、 
只今もお話がありましたとほり、いつ、いか 
なる 場合に も， しつ かりとした 準備と、心構 
へと をつくつておかなければなりません。 

では、これから、爆彈について御說明をい 

たします。 
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煬彈の大きさといふものは、だいたい五〇 
キロからートン程度までありますが、ふつう 
三0◦キロぐらゐまでのものが多く用ひられ 
てをります。 

この爆弾の體內には，*'よそ，全重量の四 


〇パーセントから，六〇パ I セントの爆藥が 


裝置されてゐます。また今回の歐洲大戰では 
落下してから一定の時間が來ると、爆發する 
時計爆彈 、或は， 音響爆弾と.いって，飛行機 
をは なれると，百雷がとどろくやうな大音響 
を發しながら落下 L て、恐怖感をおこさせる 
爆弾なども使用されてゐ ます。」‘ 
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これら爆彈の威力は、投下される爆彈の大きさと， a < M ?， によつて相違しますが、投下さ 
れ た爆彈 が、 目標物に命中した場合には、落下して來た勢ひで' 屋上を つらぬぃて爆發す 
るとその强烈な衝動で、破壤が扫こなはれると同時に、 爆發 によつて、 周圍 の空氣 中に 
は さらに 壓縮された空氣の波、 これを ^ c 風といひますが、 この 爆風の B 5 か<で、附近の物 
を破壤する一方居合せた大半の人間を死亡させて しま ふ場合があります。 また， さらに 
爆弹の破片が非常な力て飛び散りますか、らこれによつて' 人間は もちろん， ^- 勒の k 
牛 羊をも殺傷する恐ろしい威力を g するわけであります。 

その威力を、今 ここにある 二五〇 キロ 爆弾につい r 說明い' たしますと、まづ爆發玷から 
三十メ丨トル以內の路上にゐた者は、爆風のために全部 i 把して、 四十五メ —トル 以5 
ゐた 者は、この破片のために， これ も全部死亡いたすので あります。 

では、 皆さんが、いま盛んに造つ てをられる gg 歡に はいつてゐればどぅかといひます 
とこれ な^'落下場所 か.ら 、約十ニ メートルもはなれてゐれば、まづ 安全な のでありま 


t 




刀冷 il てゐれはまつ 安全なので ありま 


す。』 

このと き、レィが、かたづをのんできいてゐる正夫の腕を引きました* 

『正夫，歸らうよ。もうおそいから。』 

『ああ歸らう1何時頃だら う。』 

『九時半 か、 十時頃だら う。』 

『車に乘つて歸らうか。』 

『ああ、さうしよう。』 . 

シンガボールの町には、支那人力車が、日本の自轉車よりもたくさん，大通り小通りを 
うづめてをります。車は、たいがい大人二人がならんで腰をかけられるほどの、大きさに 
出來上つてゐ て、 一人乘つても、二人乘つても、その値段に變りはなく、一冲口ほど走ら 
せて十錢ぐらゐですむのでありました。 

二人は、徉集のうしろに車をおいて、そこに腰をかけながら，はだかの腕をくんで月を 

一一七 







眺めてゐた車夫を呼んで、その汗く さい 車に 乘り まし」こ。 

車はたちまち人だかりを後にして、海岸通りを明るい町に向かつ て走り出したのであ 
ります。 

『正夫。いま聞いて ゐた 人たち の 中に、白人は I 人もゐ なかつ たね。』 

『ああ、 ゐなかつた"支那、マライ、インドの人たちが多かつんね。』 

『みんな東洋人だつたね。』 

『ああ，東洋人 ばかりだつた。』 

『東洋—、イギリスに.ぅばはれた國の人たちは、誰も本氣で、あんな ことなん か聞 
いてゐるものか。』 

『君 も、さぅだつたのか 。 J 

rf だとも。インドは、イギリス— して 深い深い g みを、骨—, て持つてゐるか 
らなあ。』 





車は*月光にかがやくなめらかな道路を，すべるやうに風を切つてゐるのでした。 
『レィ。今夜の演說會の話ね。あんなことは、みんな，ィギリス人のつくり話な ふだ ぞ。 
日本人は、大人も子供 も 1 商人 もお百性 も、 今みんなひとかたまりとなつて、國のために 
働いてゐるのだぞ。あんな話のやうな者は、一人だつてゐないことを僕は君にちかふよ。 
それとも、君は、あの話を信じてゐるのかい。』 

『ばかだなあ正夫は。僕たちが大さわぎしたので、羽蟻が飛び出すほどの大こんらんにな 
つてしまつたぢやないか。』 

『あの話は’うそとわかつてゐても、僕はくやしくつてしやうがないのだ。日本は、君、 
僕の國なんだよ。お父さんお母さんを生んでくれた國なのだよ。そして、お祖父さん、お 
祖母さんが今住んでゐる國なのだよ。萬世一系の天子樣を 、二 千六百年もいただいて來た 
世界にほこることの出来る大和民族が、大東亞建設に，今、力を合せて進んでゐる國なの 
だよ。あんなこと，あるものか 。 J 







『さぅだとも、ぅそつきィギリスめ0』 

『こらつ’お前たち、聲が高いわい。』 

と’このとき、いきなり車夫が、走りながらどなつたので、二人は腰が飛び上る ほどび 
つくりしたのでありました。 

しばらくだまつて走らせて行くと、前方から皆!^らしい日本人が一人、左右の阶獻を 
のぞきながら、人力車に、ゆられて来るのを、正夫はふと見つけて、聲をかけたのであり 
ました。 

『をぢさん何かさがしてゐるのですか。』 

白いヘルメット帽子の下に，チョビひげをはやした四十ぐらゐの人は、^ ' S 5 の 服から、 
ンヶチをとり出して、ひたいの汗をふいてゐましたが、いきなり日本語で呼びかけられた 
ので、驚いた眼を正夫に見はりました。 • 

.『おお、あなたは、日本人ですね 。 J 



s 


『さうです、をぢさん。』 

たがひに車上から聲をかけあつたので、兩方の車はならんで停められました。 

その人は、まつ黑い印度少年とならんでゐる日本少年の姿を、なつかしさうに眺めて微 
笑んでゐましたが、やがて， 

『ここにゐる日本人は、みんな元氣ですか。』 

と、たづねました。 

『はい、とても元氣です。』. 

『いぢめられてゐるやうな者は、一人もありませんか。』 

『いぢめられても，僕たちは、がんばつてゐます。』 

『ありがたう。その元氣でどうぞ暮らしてゐて下さい。お父さんは、なんの御商賣をし 
ゐるのですか。』 
r 病院を開いてゐます。.一 


て 




r お醫者さんですね。』 

『さうです。』 

r とんなに苦しいことが起つても、お翳者さんは、ここにゐる即 g のために，一番 あと ま 
で殘つてゐて下さいと、お父さんに傳へて下さい。』 

『はい。をぢさんは、どこから來たのですか。』 

『をぢさんはね、ロンドンから1日本へ歸るところです0』 

『何か，さがしものでもしてゐるのですか。』 

『いやあんまり暑いので、もし、扇子でも賣つてる店があつたら，買はうと思つてゐた 
のですょ。』 

『シンガボ—ルに、扇子を賣つてゐる店は一軒もありません ょ、をぢさ ん。 』 

『ほほう’ この 赤道直下の暑い國 で、 扇子を賣つてゐる家がないの—ですか。』 

『さうてす。扇子なんかいくら使つたつて、ここでは、ちつとも役にたちません。5ほ汗 
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が出て、なほ暑くなるばかりです 。 j 
『では、涼しくする方法は、まづないわけですな。』 

『はい。毎日の驟雨で、 暑さを自然にはらつてくれますし、日が暮れれば、ひとりでに涼 
しくなる のを待つて ゐるばかりです0』 

『な 一 るほど。 さう とは 知らなかつた。 これはどうもありがたう。 では、君 もしつかりが 
んばつて、お父さんにもよ ろしく #へて下さい。』 

『はい、をぢさんも氣をつけて' 日本へお歸りなさい。』 

『ありがたう。さよなら、さよなら。』 ••-■ 

『さよなら。をぢさん、 さよなら。 = 

ふたたび %ひを增しで 速 ざかる車から、おたがひに 手を 振つて別れて 行く m 先に、 さつ 
と 一陣の冷い風が 渡つ たかと見るまに：ひたり： ひたりと、夜の驟雨が おそつて來 たので 
ありました。 

HU1 



r レィ、雨だよ 。 j . 

と. 正夫が仰ぐ空に、にはかに月を閉ざした黑雲 が、 頭上に渦をまいてせまつてゐるの 
でした。 

びたり……びたり……びたり…… 

丸いガラス玉をたたきつけるやうな s ^ か、 二人の肩や T スフヮルトの路に 、もう 音を 
たててつのつて來ました。 

『レィ、下りよう。』 

『よし。』 

正夫は，車夫の手に十錢玉を渡すと，かたはらの人道に逃げこんだので. L た。 

シンガボールの町の人道は、^道よりも五十センチほど高くなつてゐて、家々の二階の 
下に遠くつづいてゐます。ちやうど、二階が日よけのやうに人道の上まで乗り出して，下 
から柱で支へて あるので、 燒けつく太陽 も、 いきなりおそふ驟雨も、•この人道にさけなが 








から柱で支へてあるので、燒けつく太陽も.いきなりおそふ驟雨も、この人道にさけな力 


ら步けるやうに建築されてゐるのであります。 

大つぶの雨は' たちまち、夜 CD 路上に銀の花を唉かせるやうなしぶきをあげて落ちて來 
ました。 * . 

ダンス歸 りのイギリス 兵と濠洲兵が四五人、口紅の まつ かな婦人を一人づつめいめいに 
連れて、手をくみながら、よせばよいのに雨の車道を、醉つた足 どり と軍歌を うた ひなが 
ら、向かふから步いて來たかと見る間に、たちまち、 ごうごうと 落ちて來た物すごい.驟雨 
に、白い軍服も、百合の花のやうな夜會服も、一瞬のうちに、その中へ閉ざされてしまひ 
ました。 

レイが、何か大聲でいつたやうですが、天の底がぬけ落ちたやうな* V 雨は， とても人の 
言葉などを傳へさせません。 . 

正夫は耳をかたむけて、レイの口元へ おしあてようとしたとき、 紫 A のぐ を 交げ つける 
やうな 稻妻がぱ，- つと 眼の前に ひろがると、ぐわら、ぐわら、ぐわらつと，耳をさくやうな 





雷鳴がとどろいた ので ありました。 - 

4 

シンガ•ホール.は，まことに驟雨の多い島で、日中は、人通りの絕えた炎天に1夜は滿天 
の星かげに、黑雲がいきなり亂れよるかと見るまに、たちまち天の一角がくづれおちるほ 
どのすさまじさで、ガラス管ほどの雨が、他ひびきをたてて落ちかかつて來るのでありま 
す。 

そのはげしさは，あらゆる物音をたたきつぶして、天地の間にがぅがぅととどろきわた 
りながら V 縱横むじんに稻妻と雷鳴を投げつけて、赤道直下の氣象のすさまじさを示すの 
であります。 • 

正夫とレィは、その豪雨のしぶきをあびたまま、しばらく、人道になつた軒下に、小さ 
くしやがんでゐましたが、やがて驟雨は、夜目にも白くかがやきながら、波止場の方へ嘏 




くしやがんでゐましたが、やがて驟雨は、夜目にも白くかがやきながら、波止場の方へ银 


板をひくやうに去つて行くと，再びこう こうと した、月夜の街になつたのであります。 
『レィ、やつと晴れたょ 0 』 

『すごかつたなあ。やむのを待つてゐるうちに，僕，ねむくなつてしまつたょ。』 

『僕もだ。おそいので、家の人たち、心配してゐるぞご 
『ほんとだ，早く歸らう。』 
r 走らう 。 j 

空は、 . - t - つかりと 豪雨に洗はれて，すみきはまつた大氣のなかに、南國の月光が眞晝の 
やうに 满ちあふれて をります。 

二人は手をつないで1人道を 十メー トルも 走つたかと思ふとき、いきなり、何 かにけ つ 
まづいて、恐ろしいほどの勢ひで前のめりになつたまま、胸と手足を打ちつ けて 倒れたの 
でした。 

L ゆんかん、正夫もレィも' あまりの 痛さに聲も出せないで顏をしかめた とき、 二人の 
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耳元へ、太いどなり聲がたたきつけられたのでありました。 

『誰だつ，けとばす奴は。氣をつけろ。』 

びつくりしてはね起きると，ぅす暗い軒下の人道には、家を持たない支那人苦力たちが 
於1 脚を^けて、そこに四五 人、 ここにひとかたまりとなつて，はだかの まま、 路上に寢こ 
ろがつてゐるのでありました。しかも，その中の大男が一人、汗くさい半身を持ちあげて 
Ms をさすりながら、白い眼をむいてにらんでゐるのでした。 

『逃げろ。』 / 

とつぜん、レィが叫んだ聲に正夫も驚いて、車道にとびおりるが早い か、 二人は月光の 
照りかへすアスフワルトの路を，まつしぐらに走つたのであります。 

走りながら、正夫は、右腕に何かなまぬるいものを感じたので、街角の電燈の光にすか 
して見ると、ひぢの皮はすりむけて、ぬらぬらと指先にまで、血が流れてゐるのでありま 
した。 



『ああ驚いた。 レィ、 僕こんなになつちやつたよ"君は大丈夫かい。』 

『あつ、血がたれて ゐる。君、 痛いだら う。』 

『少し痛いよ。』 

『僕はひざをぶつけたので痛い よ。 あれえ、やつぱり血が出てゐる。』 

『人道のあんな 暗い ところに 寢てゐ るんだ もの、誰だつて踏みつけてしまふよ。』 

『 V 」うだとも、あぶないぢやないか。』 

『家でみんなが心配するといけないから，血をふいてから歸らうよ。』 

『ああ、さうしよう。』 

二人は、車道から一段高くなつた人道に腰をかけて、ひりひりと痛むところをハンケチ 
でふいてゐますと、何かひそひそとさ V 」やき合ふ人の聲をうしろに聞いたので、正夫とレ 
ィは、一樣に振りかへつたのであります。 

そこは、 ちやう ど、大きな食料品店の軒下になつてゐて、すでに扉をおろした暗い店先 

=一九 
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に、やはり四五人の苦力が寢 ころんだ まま、 やせた) fi に、短い タバコを くはへながら，話 
し合つてゐるので ありました。 

二人は聞くともなく、耳をすませたのであります。 

U とにかく、攻めて來るか、來ないかが問題だょ。』 

『たとへ攻めて來たところで' 絕對に シンガボー ルは、 する もの ぢや ない ょ0』 

『いやさうとはいへない。何しろ日本軍の强さは世界一と いふうはさもあるし' それに 
神わざに近いからな。』 

『いかに神わ？ —うが、强からうが，全島 ことごとく 今は g ■したこ S を、左と 
すと いふ ことは，とても出来るわざではなハ。』 

『いや出来る=日本軍には、誰もかなはない 

『君は、何も知らないからそんな無暴な ことを いふのだら うが、この島に、現在—霊 
の數 を， いつたい知つてゐるのか。』 




『いや、そんなこ i は知らない。要塞の數なんていふことは、日本軍にとつては問題ぢや 
ないのだ。攻めればとる、必ずとる。死ぬまでとる。死か、とるかといふことが日本軍隊 
の精神なんだ。こんなシンガボ—ルぐらゐを攻めおとすことは、わづか十日もあれば たく 
さんだと思ふ。』 

『何も，君は、橫濱にこの間まで暮らしてゐたからといって、さぅ日本の肩を持つには及 
ぶまい。今のシンガボ—ルは，君がゐた五六年前のシンガボールとは，天地の差が出来て 
ゐるのだ。あらゆる要塞には、遠距離砲が物すごい砲口をそろへて、海上をにらみつけて 
ゐるし、無數の高射砲はことごとく空に向けられてゐるのだ。しかもその上、この間は、 
香港用の火砲をこつそりとここにぅつして、とりつけたことを知つてゐまい 。 J 
『なかなかくはしいが、いつたいそんな話を、どこから聞いて來たのだ。』 

『聞いて來たのではない。その大砲をとりつけたり、要塞を築いたり、 卜 I チヵを つくる 
ために、一一年間も私はこき使はれて來たのだ。』 




『どうりでょく知つてゐると思つた。では全部軍事仕事だつたのかね。』 

『さうさ。もうこの土地は、昔の貿易港ではないぜ'世界第一の軍港だょ。東洋のジブラ 
ルタルだといつて，イギリスの兵隊が盛んにいばつてゐるが，その重砲陣は、難攻不落•の 
パナマ防禦線にも負けないといふ世界的な評判にもなつてゐるんだ。それに、海岸 I 帶の 
椰子樹だつて、すつかり伐りはらつてしまつたし、じやまになる土人家屋はたたきこはす 
し、どこから敵兵が上陸しても' トーチカからは見とほしがきく備へだけは、もう充分に 
出來上つてゐるんだ。そのほか、まだまだ私は飛行場の仕事だつてして來たんだぞ。どう 
だ驚いたらう。』 

『ほう，すつかり軍事専門家になつてしまつたな。』 

正夫は、いつの間にか耳をそば立ててゐて、ふとレイを見ると、レイも先刻まで細くし 
てゐた睡い眼を今はしつかりと見開いて' 耳をかたむけてゐるのでありました。. : 
『では、飛行機の數は、相當あるのかね。』 




『では、 飛行機の數は、相當あるのかね。』 


『あるとも、うんと ある。爆撃機が一番多いらしいが' まづ三百機は くだるまい。』 
『ほほう。』 

『それに，兵隊の數が また 大變 だ。イギリス 兵はもち.ろんだ が、 そのほかに，インド 兵、 
アフリヵ 兵、それから，支那から引きあげて來た駐屯兵、汽船で應援に來た濠洲 兵、 その 
ほか、世界の イギリス 領地から駆けつけた色とりどりの服裝をした兵隊が、飛行場にも、 
要塞にも、密林地帶 にも、 うようよして ゐ るんだ。』 

『さう いへば、街にも兵隊だらけ だが， これで、 どのくらゐ來てゐるものだら うな。』 

『實は、この場だけの ないしよ 話 だが、 こんな小さな 島に、 各地から集つた兵隊だけでも 
三萬五千人 だとよ。』 

『三 萬 五 千 人。 ほほう， それで海軍の 方は、どうな つてゐるんだ い。』 

『さあ、海の方の仕事はいつかうにしなかつた が、 誰か軍港の仕事をした者はゐないかい。』 
『セレ ター 軍港の仕事か。あれには全く恐ろしかつた よ。』. 
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と とつぜんかはつた聲がふえたので ありました。 

『おや、 ぢいさん'お まへ 港の仕事を したのか。』 

『さう だょ。 ず ゐぶん仲間 も 死んだ ょ。』 

『どうして。』 

『第一、仕事がむづかしい.や。世界第二の齡憲もつくつたし、二千二百フイ丨卜もある 
大焊 S 仕事もしたし’それにまた、アメリヵからぎや土人が三千人もその仕事に入幻 
こんで來ていばり散らすので、土地の，われわれと始終けんくわが絕ぇなかつた。』 

『さういへば•昨夜も濠洲兵とインド兵が.、そこの四つ角で劍を拔きあつたが、どうもこ 
の頃、みんな血走つてゐて物騷な世の中になつたものだな。』 

『し力し、 いつ見ても氣持ちがいいのは、まづ軍艦だ20』 

『たくさんゐるか。』 

『ゐ ると も。 ドイツと 戰ひに本國へあわ.てて歸つ.たのも あるが， とにかく，巡洋艦が二數 






、 辟し f 外@へあわてて歸つたのもあるが、 と 1 C かく、巡洋艦が 二#, 


驅逐艦が六隻 、そのほか 海防 艦、 小艦艇な どあはせて 四十餘隻がず らり.つとひそんでゐる 
ぜ。全く ここ も、たいした軍港になつたものだ。』 
r 空、陸、海と、シンガボールの護りは固いや。どれ、安心して睡るとしようか。』 

正夫は、引きあげどきだと思つたので、腰をあげてレイに呼びかけたのであります。 
『レイ、足の痛み、なほつたかい。』 

『ああなほつた。君は。』 

『なほつた。さあ行かう。』 

『よし、歸らう。』 

5 

レイと別れて'正夫は家の前までもどつて來ると、病院の白い門はすでに閉ざされて， 
椰子の大葉が、がさがさと夜更けの音を たたて， 頭上にゆれてゐるばかりでありました。 
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『ただいま——。』 

と、 門をたたくと，門番のィンド人が' 籐の寢椅^-,をぎしぎし と 鳴らして立ちあが るら 
しく 內识力ら聲がきこえて來たのであります"* 

『坊ちゃんか。』 

『はい、おそくなりました。』 

『どうしたことかと、心配してゐましたょ 。 J 
ギ— ィッと 門が開かれると、頭に白布を卷きつけた、白い■ひげをりつぱにたらした， 
たくましいはだかの番人がにこにこしながら、相變らず右手にしつ かりと.金 太郞が 持つ 
やうなまさかりを握つてあらはれたのでありました。 

『お父さんも、お母さんも、お待ちかねですょ。』 

『どうもおそくなつてすみませんでした。おやすみなさい 。 u 

『はい、おやすみ 。 J 




『はい、おやすみ 。 J 


正夫の家の門番は，どこから來るのか正夫は知りませんでしたが’灯ともし時になると 
ぴかぴかと光るまさかりをかかへて姿をあらはすと、露臺の下に籐椅子をおいて、そこ T 

ぽら 

夜ど If し月を眺めたり、ときどき家の周圍を' えへん、えへんとせき拂ひをさせなが 、 b 
ま V 」かりをかついで步きまはつてゐるのであります。そして、すつかり太陽がのぼ^'きる 
と、 小さな^^^て顏を洗つて、またどこともなく歸つてしまふ體格のょい夜警の老人であ 
りました。 

夜警の門番のことについては、こんなこともありました。 

そ1は或夜の こと， 父につれられて、町からはなれた丘にある三菱會社の社宅へ、とま 
りがけで月見の宴に行つたときのことであります。 

眞夜中に，ふと眼をさました正夫は、どこからか勇壯な'そして美しい唄聲がきこえて 
來るので、開けつぱなしにした二階の窓から下をのぞくと風もない滿月の庭園て詩を 
私じながら、社宅の門番が腰の山刀を引きぬいて、ただ一人，深夜の影法師を黑々とひら 

四七 
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めかして、劍の舞ひをしてゐたのでありました。 

このやぅに、 シンガボー ルの大きな家には、 ま3かりをかついだり， 山刀を にぎつたり 
して， ィンド 人の門番が' 寢ずにたいがい 一人 づつゐるので あります。 

正夫は、そんなことを思ひ出しながら、玄關の石段をあがらぅ とすると、あかあかと、 
ともつた二階の重病患者室から、靜かな夜氣をふるはして、日本語の唱歌が’ かすか.にも 
れて來たのでありました。 _ 

夕空晴れて秋風ふき 
月かげ落ちて鈴蟲鳴く 
思へば遠し故郷の空 
ああわが父母いかにおはす . 

その聲は力なく、今にも息のねが絕えさうな，まるで細い絲でも引く やうに聞えて來た 


7)で？)りました。 








-? C 7; 顯は文なく今にも眉のねが絕えさうな，まるで細い絲でも引くやうに聞え て來ヒ 
のでありました。 

正夫は、はて、誰だらうと不齡に思ひながら*ちよつと立ちどまつて二階を 卬ぐと、 そ 
れを見た門番は、 

『助かるまいのう0』 

と、つぶやくのでありました。 

『あれ、誰なの。』 

『マライ人ですよ。』 

『マライ人。』 

『さうです。腸チブスで、先刻かかへ込まれて来た マライ 女が、露の まま、さつきから 
何回もでたらめな歌を唄つてゐるのですよ。』 

『マライ女が、日本の唱歌をうたつてゐるの。』 

『坊ちゃん，あれは日本語なんですか。』 












































『ああ、國民學校で敎はる、日本の唱歌なん だょ。』 

『どうりで、私にはわけの わからない 歌 だと 思つ たが、なんでまた、 マラィ 女があんな 歌 
をうたつてゐるの だら う。』 
r いくつぐら ゐの人0』 

『もう、？を越して1う。十二震の、足の惡ぃマラィ©子供が藍ひに來てゐ 
ますょ。可哀さうに。』 

正夫は，ふと何か、胸をつかれる思ひがして、あわてて家の中へ入つたので ありました0 
部屋では，母が蚊取線！ r をたいて' 正夫の服の ほころびをなほしてをら れ ました。 
r お母さん、ただいま。遲く なりました。 j 



















と，正夫が兩手をつくと、母はむづかしい顏を、はつとほころばせて、 

『おお、心配してゐましたょ。ひどい雨で，どうしたことかと思つてゐました。』 

と、胸をなでおろすやうな聲でおつしやつたのであります。 

『すみませんでした。すつかり降りこめられて、なかなか歸れませんでした。』 

『さあさあ、邋いから早くおやすみなさい。でも' 演說會 はどうでした。』 

『會場に羽犠が一ぱいとび出して來て、中止になりました。』 

『おやおや、せつかく聞きに行つたのに殘念な。では、さあさあ、おやすみなさい。』 
『はい。』 

庭園からは、蟲の音が降るやうにきこえて、そのひびきの中へかすかな唄聲がきこえて 
來るのであります。 

『お母さん、マラィの女の人が、日本語で唱歌をうたつてゐるの。』 
r いいえ，あの方は、日本人ですょ。』 





r いいえ，あの方は、日本人ですょ。』 

『マラィ人ではないの。』 

•『マラィ人の漁師のお嫁さんになつてから、もう二十餘年になるさうです。日本語は，す 
つかり忘れてしまつたけれど、あの「ふるさと」の唱歌だけは未だに忘れないらしく，生 
死の境にうたつてゐるのです。』 

『かはいさうですね。』 

『お氣の毒に—。さぞ生れ故鄕がこひしいことでせう。いま•お父さんや歡磬缺 たちで 
R 本の方へ頭を向けてやつたところです。』 

話なかばに歌はとだえて、看護婦たちのすすり泣く聲が、階上から もれて来たのであり 
ました。 

それを聞くと、正夫の母も•ゆかたの袖口を眼に あてると、 靜かに，^ したのであり 
ました。」 






シンガボ ー ルの町を、東へぬけた海岸に、タンジョン•カトンといふ所があります。 

ここは月の名所で、火焰をまき散らしたやうな熱帶の夕燒雲が，海のうねりに照りかへ 
して、海が燃えあがるやうに見えると、やがて、その眞紅の色も消えうせて，椰子の木か 
げの沖とほく、靜々とのぼる滿月の美しさは、まづシンガポ ール 第一の風景と賞されてを 
ります。 

このタンジョン•カトンー帶は、海上から ニメ r トル餘もつ き 出した やぐらを 組んで* 
その上に椰子の葉葺きの家を建てたマラィ人の漁夫の住居が多く、なかにも、モロ族とい 
つて、投網に秀でた、南洋第一の漁業民族もたくさん住んでゐるのであります。 

この人たちは、いづれも近海で、アジ，サバ、ィワシなどをとつて生活をしてをります 
が、日本から、糸滿人といふ、追込網をたくみに使ふ漁夫が乘りこんで來てからは、糸1 
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力日本 力ら、 糸滿人といふ、追込網をたくみに使ふ漁夫が乘りこんで來てか ら は、糸1 


人に，非常な*'それを抱くやうになつたのでありました。 

糸满人といふのは，1:繩縣の那覇市の南方、約十ニキロの所にある糸滿町にうまれた人 
たちのことで、この町の人たちは、遠くマラィ半島、スマトラ，ジャワ' ボルネオといつ 
た，南洋一帶の大海原に多く乘り 出して、 はだか 一貫、 さつと海中にもぐり込んで は、さ 
んご■のかげにかくれてゐる一匹の魚さへも逃がさず、追込網に追立てて、一網で、小舟 
一ぱいにあまる漁をしてしまふといふ、特別な技術を持つ た、 勇敢な人たちのことであり 
ます。 

ある朝、マラィ漁夫のアワンは、いつものやうに漁に行く仕度を、濱の小舟の中でして 
ゐますと、ふいに、朝の驟雨がおそつて來たのでありました。 

アワンは、大いそぎで、着てゐる白シャツをょごすまいと、頭から、すつぽりぬいで、 
木箱の中におし込む と、 箱をさかさまにして、その上に、はだかのまま、腕をくん.て腰を 
かけてをりました • 






雨は見る見1、大雷雨となつて、稻妻が、アヮンの黑いか1円く染めかへ 
して全身を、^ gjQ 中へ、さらすやぅに降りかか、つて來たのでした。 

アヮンは身をちぢめてその寒さのなかに、がくがくとふるへてゐました。 すると、 
『お f い、みんなこ I い。みんな こ， い。』 

『驟雨だ、驟雨だあ一。』 

と' わいわいと聲—げて、近所 Q マラィ漁夫の子供や、モロ族©子供たちが、家の中 
から追はれて、どれもこれ も、 はだかで濱へ飛び出して來たのであります。 

南洋の漁夫 Q — は、海上で、いつ：とんな場合に大雷雨に出！：ひくとも 
しない魂を育てあげるために、物すごい雷雨のたびごとに、兩親が、子供をまつばだかに 
して外へ追ひやる習慣にな？ — ? t ます。子供たちは、 やがて、 濱に 打ち あげら 
れた海草を、手に手にふ—はすと、 どきの 聲をあげながら左右に分かれて’—で 
激しく打ちあふ、こんぶ合戰をはじめた？ —ました。 




こんぶ台戰をはじめたので あ，^ ました。 


アワンは•その聲の中に，ひときは元氣のょい*自分の子供の聲をふときいて，なほも 
驟雨に打たれてをりますと、一人の子供が、こんぶを頭からかぶつて、雨をさけながら 
飛んで來たのでありました。 
r をぢさん。』 

5ぉ。』 

『お父さんが、御用があるから來てくださいつて。 j 
『さうか。お父さんは、まだ漁に出かけなかつたのかね。』 

『ええ、 <r 日から、もう漁夫をやめるのですつて。ほかのをぢさんたちも、たくさん家に 
集つてゐます。』 ‘ 
『はて、それは、どうしたといふわけだね0=° 

『魚がとれないから、やめるんだつて-■をぢさんにも御相談があるから，すぐに來て下さ 

いつて。』 
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『よしよし。今おてんとぅ 
樣が出たら' すぐに行くと 

いっておくれ。』 

『はい。』 

と， 駆け去る子供は，は 
だかの全身にしぶきをあげ 
て、たちまち，雨のなかへ 
すひとられてしまつたので 
ありました。 

やがて、十分ほどもたつ 
と、 再び、かつと照り出す 
陽ざしをあびて、アワンは 








陽 ざしをあびて、アワンは 


頭からずぶぬれに$た身 
體をふいて、シャツを着る 
と、 今の驟雨で冷めたくな 
つた砂濱 を， 足のうらに心 
よく 感じながら、すたすた 
と步 きはじめたのでありま 
す0 


アワンの家から、二〇〇 
メートルほど離れた所に、 
ムダーといふ漁夫の家があ 



11 € 


五九 









りました。 

アワンが、ムダ-の家に來てみますと、朝から、何か心配事の あるら しい漁夫の顏が、 
二十人ほど集つて，車越になつてゐるのでした。 

アワンは、何か、めんだ うな 事件が まき 起つ たなと感づきながら，足のうらの吵をは t 
いて、「皆さん、おはやう」と、仲間に加はつたので あります。 

ムダーが、腕ぐみをほどいて、 アワンの 方へ 向きました。 

『アワン君は昨夜、夜釣りに行つて留守だつたので、今日の!^ 口ひのこと^-まだ話さ 
なかつたが、實は'日本人の漁夫たちを、いつたい、 どう 思ふかね。』 

『糸滿人のことかね。』 

『さう だ。』 

『シンガボ f ルの魚は、いや、南洋 ことごとくの魚は、今に一匹ものこらず、彼等に、琅 
こそぎとりつくされてしまふことだらうよ。』 



二 J て ■< 才て L i > A >- J と力らラよ‘』 


r さうだ、そのとほりだ。誰もが、それを心配してゐるので、今日ここに集つてもらつた 
わけだが、なんとか、よい 工夫は ないだらうか。もし、うまい 考へ でもあつたなら、われ 
われマラィ 漁夫全 ti のために、それを敎へてもらひたいものだが。』 

『さあ、どうしたら よい ものか，私にも分らない。』 • 
『タィ 國では、 シャム 灣の魚を、糸满人に とりつくされ るのを恐れて、 とうとう 追込網の 
使用を禁止する法律を出したさうだが、なるほど、もつともなことだと思ふが、 どう だね 
皆さん。』 

『ああ、もつともだとも。』 

『もつともなことだよ。』 

『この島でも、そんな規則を一つ作つてくれたら、みんなが助かる於のう。』 

『そんなことをしたら最後、シンガボールを初め、南沣の住民たちは、魚を口にすること 
が出來なくなつてしまふではないか。われわれがとつてくるわづかな魚と、糸滿人が沖か 

六一 


< 



ら運んでくる數量とは、天地ほどのちがひがあるからな あ。』 

『それなら二つそのこと，追込網の方法を、われわれが敎 へてもらつたら； とぅだね。一 
『だめだめ。それは、 とても だめだ。あのむづか しい 方法を習つ たところで、 誰に、糸1 
人のまねが出来る もの かね。』 

『いつたい、どんな方法でやつてゐるのだね 。 n 

『まづ、ここから一〇〇浬以内の魚を とりつくした糸滿 人たち は， 先月まで，二 S 里ぐ 
らゐの 所で 漁をしてゐたが.そこの海底まで もとりつくしたとみえて、今では、三 〇〇浬 
も先きの、さんご礁ゃ、無人島の§々の魚を狩—てて ゐる 。何しろ、魚が •える數ょり 
も，とる 方が はげしいの だから、たまつたもので はない。全く‘そろしいのは日本の漁 
夫たちだ。 

その方法をしらべると、まづ二十五人か三十人が一隊となつて、半圓—がきながら， 
水中にもぐつたまま進むの だ。 一人 I 人の間は、約一5 メ I トルぐ らゐ 離れてゐるだらぅ。 
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手には，おのおの、竹の先に、椰子の葉の、黃白色になつた新芽を扇子形にむすびつけた 
のを持つて、それを、海中で、突いたり、引いたりするものだから、自然に、それが、つ 
ぼしだり、開いたりするのだ。それを、ひらひらとさせて魚を追ひまくるものだから、角 
は驚いて逃げまはる。.また，なかには、さんご樵の間へ、かくれこむ奴もある。しかしな 
がら、御存知のとほり、南洋の海はどこへ行つても，底まで見すかせるほどの美しさだ。 
逃げる魚もかくれた魚も、一 mf も殘らず，たちまち狩り立てられて、潮に乘つておされて 
行く。すると潮下には，しつかりと追込網が張られてゐるのだ。糸滿人たち は、 一〇〇〇 
メ ー トルも先から、その網口へ、網口へ と、 隊をととのへたまま追込んでくるので、網の 
入口には數萬の 魚が、 ざあざあと身をすりょせて’ごつたがへしてゐる。しかも，そこへ 
近づくに從 つて、 半圓形の陣立てはますますかためられて、刻々にせばめられてくるので 
今はもぅ、大小色さま'さまな魚は、われがちに入 a から網の中.へ飛びこんで行くといつた 
しまつなのだ。』 

六一一一 




六 n 

r な一るほど•』 

『すばらしい腕前だ。』 

人々は感、七のあまり、うなり聲をたてたのでありました。そして，しばらくの後に、皆 
はうなだれて、自分たちのこれからの生活や、今までの貧しい暮しなどをあらためて 見つ 
めたのであ力ます。 

ことに.ムダーは、部屋の一隅に病み細つて、高熱のまま寢てゐる妻のハルコの、拔けお 
ちたうしろ髮をながめながら、苦しさうなその息づかひを聞いてゐるうちに、日本人を妻 
とした，マライ人の責任といふものを，.しみじみと感じて來たのでありました。 

この日本婦人が，もしも日本漁夫の妻になつてゐたなら、その夫は、糸滿人と同じやう 
に、海を堂々と征服したたくましい働きぶりで、この妻をよろこばせてゐたに相違ないの 
だ。ただ自分のやうなマライ人の家に來たばかりに，マライ人の髮を • ひ、 マライ 人の食 
物をたべ、ジャワさらさを腰にまいたマライ人の服裝をして、しかも貧しい生苦こをんの 





物をたべジャヮさら VJ を腰にまいた マラィ 人の服裝をして、しかも貧しい生活に なんの 

不平 も 不服もいはずに' マラィ 人の社會の 一！®?になりすまして， 朝に夕に、誠意を つくし 
て 仕へてくれたその上に、今は醫者へ かける 費用 もなく、 床の 上に ころがす やぅにおいて 
ある ことが、 たまらなく ムダ ー の胸を打つて來たので ありました。 

『ムダ—、何を泣いてゐるのだ。』 

アヮンが、驚いた聲でたづねたのであります。 

ムダー は、 頰ひげのところで とまつて ゐる幾すぢかの淚を、齡で こすり あげなが らいつ 
たのでした。 

『みんな' きいてくれ。私は，今日かぎり，漁夫をやめることにする 。 j 
なぜだ、なぜだと、人々はつめょつたのであります。 

『やめて、どぅする氣なのだ。』 

『あしたから，鰐の皮を とりに 行く〇』 

『ばかな事をいふな。お前の親戚ヂヤンタンは、.鳄の皮を とりに 行つて、虎に Bt はれてし 

六五 



まつたぢやないか。お前の友人ヱツトレスは、鰐の皮を とりに 出かけた まま •三年たつて 
も、未だにマラィ半島からもどつて來ないではないか。しかも， この 重病人と、足の惡い 
小さな息子とを殘して、お前は鳄の皮を とりに 行つて、死なうとで もい ふのか、 ムダ ー、 
氣でも狂つた か。 馬鹿者めがつ。』 

『いいや正氣だ。これは、この間から、考へに考へ抜いていふことなんだ。私は、日本婦 
人を妻にしてゐる。しかし、その妻は、仰せのと ほり この重態だ。私は、二十餘年 とい ふ 
長い間、これと暮して来たが、その間に.ただの一度も、日本人に負けないほどの働きぶ 
りを、この婦人に見せたことがあるだらうか。ない、ない、夢にさへもないの.だ。見せ.た 
ものは、二人の子を失つた悲しみと、生活の苦しみばかりだつた。それを思ふと、私は今 
のうちに■どうし.ても、日本人を妻にした夫の立場から、.りつぱな働きを妻に 一 べん 見せ 
ておかなければ、申しわけがないのだ。妻もまた、 さう してもらはなければ、日本人とし 
ての立場がなくなるのではないかと思ふからだ。どうぞお願ひだ。私に新しい商賣をさせ 



ての立場がなくなるのではないかと思ふからだ。どぅぞお願ひだ。私に新しい商賣をさせ 
てくれ。家を救はせてくれ。妻を救はせてくれ。』 

•ムダ I は、自分の決心を，呼び集めた仲間に示すと，その翌日、皆が とめる の もき かず 
に、つひに一切の漁具を賣拂つて、日本人が§する.町の同仁病院へ妻を入院させました。 
そして子供をその付添ひにおいたまま、新しく求めた獵銃をにぎりしめて、一皮五圓か十 
圆に賣れるといふ鳄の皮を頭に表がいて、マラィ半島行の汽車にゆられて、密林の奥深く 
旅立つたのでありました。 

その夜、ムダーの妻は，祖國日本の言葉で「ふるさと」の唱歌をぅたひながら死んで行 
つたのであ幻ます。 
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さわやかな朝の風は、庭園に茂つたバナナの葉や，椰子の葉を.かさかさと 輕く鳴ら 
てゐました。 


正夫は、その下で、夜露にぬれたねむり草を素足でいぢりながら、藤椅子にょりかかつ 
て、パンとミルクの，朝の食事をとつてゐたのでした。 

k 理 室の 方からは、 ^ 護婦が洗 ふらしい食器の 音や、 水の流れが靜かにき こえて、 ベラ 
ンダの 下では、 夜番の ィンド入が、 相變らず小さな金盥を持ち出して 、顔を 洗ひ終へ ると 
疲れをなほすらしく、四五回、天に向かつて兩手をのばしたり、ちぢめた りして、 程なく 
『坊ちゃん、さょなら。』といつ て'、 歸つて行つたのであります。 

正 夫は、ふと、 重病患者室を見あげる と、 開かれたその 窓に、 マラィ人の少年が•一晚 
ぢゆぅ泣きは らした 眼で，正夫を、じつと見つめてゐるのでありました。 

正 夫は、 無言の まま、 手を あげて、 母を亡くした少年を招いてみました。 ’ 
やがて、正 夫と 同じ年頃の、.右足のすこし惡いびつこの少年が、庭へおりて來たのでし 
た。 

『さあ、ここへ掛けたまへ。君、ごはんはすんだ 。 j 



『さあ、ここへ掛けた i へ。君、ごはんはすんだ 。 J 



『まだです*』 

.『このパン、ょかつたら，いつしょにたべないか。』 . 

『ありがたう。』 

『暇^お母さんが亡くなられたのですつてね。』 

『ああ。とても' とても、いいお母さんだつたのに——。』 

『お父さんは，どうしたの。まだ來られないの。』 

『• H : 、マラィ半島へ、一の皮をとりに行つてしまつたのです。いつ歸つてくるかわかり 
ません。』 

『君、一人ぼつちかい。』 

『ああ、もう一人ぼつちだ。でも、僕には，君と同じやうに、日本人の血が、お母さんか 
ら流れてゐるから，しつかり働くかくごです。足は、汽船の推進機ではねられたけれど、 
も一度海へ出て，今度は、あの波止場の、海底へもぐつて兑るつもりです。」 






七0 

『波止場の海底で、何をするの。』 

『シンガボール港の海底には、まだ誰も手をつけたことがない一錢銅货の大きな山が、 き 
つと出來てゐるにちがひないのです。僕はあれをとります。』 

少年は、さぅいつて眼をかがやかせたのであります。 

そのふしぎな言葉に、正夫は籐椅子から半身を乘り出して、たづねたのでした。一一 
『君，どぅして海の底に，そんな山が出來てゐるのですか。』 

『僕は汽船にはねられるまで、波止場でオラン.ラウをして働いてゐたのです。ですから 
港の海底に一錢銅貨の山が出来てゐることを，ょく知つてゐるのです。』 

オランといふのは、マラィ語で人といふことであります。ラウといふのは、海といふこ 
とであります。ですから、オラン•ラウといふのは、海の人といふことになります。 

この海の人といふのは、日本にはありませんが、出船入船のあわただしいシンガボ I ル 
の波止場では、盛んに活躍してゐる商賣なのであります。 




の波止場では 、盛んに 活躍してゐる商賣なのであります。 

正夫は、 ふと、 今から五年ほど 前に， はじめて見たオラン•ラウの ことを 思ひ出したの 
であります。 

それは、 父母にともなはれて横濱の港から、はるばるとこのシンガボール島へ汽船が入 
港した日の、 ょく 晴れた朝のことで ありました。 

汽船がまだ波止場へつくかつかない ぅちに、 大ぜいのはだかの マラィ 人たち が、 それぞ 
れ獨木舟をあやつりながら、どこからともなく汽船にょり集つて來たかと見るまに、數十 
艘の獨木舟はたちまち東西に分れて’一〇メートルほどの距離で向かひ合ふと、短い櫂を 
ふりあげて、ゴムまりの打ち合ひをはじめたのでありました。 

その有樣は、日本のお正月に、少女たちが' 羽子板で羽根を送り合ふのにも似てゐて、 
その巧みさは、誰一人としてゴム まりを 海中に打ちそんじる者もなく、南の國の碧い海上 
に半圆を兔がいて、くつき りと 舟と舟との間を往復する數十の白いまりは、小さな鷗が幾 
回 も 飛びかふやぅに美しく、正夫は もちろん、 甲板のてす* )• から見おろしてゐた數百の船 




客たちは、思はず小舟へ向かつて ： l ¥ i を 送つたので ありました。 

やがてそれが終ると、獨木舟は八方へ入り亂れて，甲板の人々に手をふりながら， 

『十錢。』 

『十錢。』 

と、あらゆる國々の言葉で叫びつづけたのであります。なかには日本語で叫ぶ少年 もを 
ります。或は支那語で叫ぶ靑年たちもをります。また太いマラィ語で叫ぶ老人の群れ 
英語、ドィツ語、フランス語で叫ぶオラン •ラウ もゐるので した。 

『お父さん、なんのことでせぅ。』 

と 正夫はかたはらの父にたづねますと、折ょく、 こつこつと 靴音 も輕く通りかかつた 
船長さん が，にこにことして いつたのであります。 

『十鐘を一つ、海の中へ投げてごらんなさい。なかなか—やかな腕前を見せて くれ ま 

すょ 。 j 





『さう ですか 。 J 

と' 父は一週間ほど前にホンコンへ上陸した とき， 日本の貨幣と兩換した支那の十錢銀 
貨を髮口から！ つ 出すと、それを、寶石をとかした やうな、 南の國の碧い海に向かつて投 
げたのでした。 . 

銀貨は ひらひらと 海面へ落ちると，やがて左右にゆれながら，ゆらゆらと海中へ沈んで 
行くのであります。 

それを見た、近くの獨木舟にしやがんでゐた六十歲ぐらゐのマラィ人が、火のついた手 

製の葉卷タバコをくわへたま ま、 いきなり海中へさかさまに躍りこむがはやい か， さつと 

« 

右手をつき出して水中で銀貨を受けとめると、ぼつかりと浮きあがつて、口の中にかくし 
た火のついた葉卷タバコを舌の先でまたおし出しながら、すぱりすぱ りと 煙をはいて，今 
つかんだ銀貨を得意さうにさしあげて、正夫たちにふつて見せたのでありました。 

そのあざやかな技術に、甲板に居ならんだ船客の各國人の手から、たちまち銀貨が雨 



. ■<: 四 

のやぅに海中へ投げつけられたのでした。 

はだかのマライ人たちは、喜びの聲をあげて舟底をけつて飛び こむ と、一つ殘さず、銀 
貨を黑い腕に高々とさしあげて，みな潮の中からあらはれてくるので ありました。 

つづいて甲板のそこここから、一錢銅貨も無数に投げられたのでありましたが、 マライ 
人たちは、これらの銅貨にはいつさい眼もくれずに、ますます、十錢、十錢と呼び叫ぶも 
のですから、銅貨はさびしく，赤道直下の靑い波の中にゆられながら、その底ふかく一つ 
二つと沈んで行くのでありました。 . 

このマライ人たちのことを，シンガボ I ルでは、オラン•ラウといつて、日本語にな5 
せば海の人と呼んでゐるのであります。 

正夫は入港の日の思ひ出から、港の海底に一錢銅貨の山があるといふびつ この 少年のい 
ふわけが、大體わかつたやぅ に 思はれたとき，少年は さらに 瞳をかがやかせていふのであ 



r オラン•ラゥのまり打ちや、銀貨つかみを見たことがありますか。』 

『あります。この港へついた日に、一度見ました。』 

『それでは知つて ゐる でせ うが、 私たちの仲間は誰も、銀貨 ばかりを 追つ て ゐて，一錢玉 
をけいべつしてつ かまう とはし ない のです。しかしシン ガボール 港は、アジャとョ— ロツ 
パと南洋を結ぶ海の關門です。南支那海から印度洋へ 出る 船も，印度洋から南支那海へ入 
る船も、 或は' スマトラ，ジャワ、ボルネオ、フィリツピン 群島へ行く船 も，みなここへ 
寄つて行くあわただしい港でナ。そのたびごとに， オラン •ラゥへ投げられた まま 沈んで 
しま ふ一錢銅貨 も、 大變な數と金高にのぽるものですが、それに手をつけた者は まだ 一人 
としてありません。 ですから幾 十年と いふ長い間、海底に積もり積もつ た 一錢銅貨は、 き 
つと 大きな山を波止場の底に築いて ゐるにち がひないのです。僕はそれを とります。 それ 
ょりほかに、これからの自分を育てて行く方法がないのです。』 

眉と眼をきりりつとせばめて、唇をぎゆつとかみしめた少年は さう いつて，やや短い右 



. 足に眼を落すと、靜かにひざのあたりをさすつてゐるのでありました。 

正夫は、日本人とマラィ人を兩親に持つた、今はひとりぼつちのこのびつこの少年に， 
何とかして、同胞としての力をかしてやりたいものであると考へたので した。 

『僕の名前は正夫といふのですが、君の名前はなんといふのですか。』 

『僕はブラ-ーィといひます。』 

『ブラニィには、オラン•ラゥの仕事は もぅ 出来ないのですか。』 

『とてもだめです。足を惡くしてからは，いくら全力をつくしても，たつた一枚の銀貨に 
飛びつくことも出来ません。皆ほかの連中にたちまちとられて しま ふのです。』 

『では、どんな方法で一錢玉をとりに行くのですか 。 J 

『日が暮れてから、波止場にならぶ大小の汽船に灯が ともつた頃、 仲間が全部 引きあげた 
時分を M は力らつてこつそりと一人で出かけます。』 

『なぜ晝間の明るいぅちに、皆にまじつて とらない のですか 。 n 



『なぜ晝間の明るいうちに、皆にまじつてとらないのですか。』 



『そんなことをしたら、オラン•ラゥの恥さらしになります。甲板から投げられた銀貨が 
海中にゆらゆらと姿を見せながら沈んで行くところを、さつともぐつて、片手で受けとめ 
る有樣を、水をすかして船客に見せるところが，私たちの値打なのです。それを僕一人だ 
けが幾十尋もある海底に姿をかくしてから、浮かびあがるといふことは出来ません。そん 
なことをしたら、僕人のために、あの特別な技術を見せてゐた今までの信用がなくなり 
ます。オラン•ラゥ全體の評判が惡くなります。ですから、港に月がのぼつてから、ただ 
一人でこつそりと，人目をさけて行はなければならない仕事念のです。』 

『ブラニィはその不自由な足をしてゐて、舟はこげるのですか。』 

『大丈夫、こげます。』 

『深い深い海の底の、銅貨の山に泳ぎつくことが出來るのですか。』 

『泳ぎつく赀悟です。しかしはじめてやることですから、飛びこんでみなければ、どぅな 
ることかわかりません 。 J 


『いつ取りに行きます。』 

『ご親切なあなたのお父さんが、夕方までに、僕の母^. 日本人 墓地に" つてく ださるさう 
です。それをすましてから、この仕事に出かけます。』 

『今夜からですか。』 

『さうです、今夜から働きます。』 

母を亡くして父と別れたびつこのブラニイが、月夜の海に一人の り 出して、こつそりと 
海底 深くもぐつて' 4さぐりで銅貨の山を求める姿が眼にうかんだとき、正夫は、このま 
またまつて見のがせない氣持に襲はれたのでありました。萬ーブラ-イが 短い 足と 長 (足 
を 根 かぎりうごかしても底に達しな.かつた場合には、その時こそ、自分が代つて飛びこん 
でみょう"自分は昨年おこなはれた全マライ少年水泳選手權大會には、シンガボール市長 
さんの手から、 名# ある二等賞の銀メダルを海岸で胸にかざられたではないか。その御禮 
として， 今 こそこの場合’かはいさうなブラニイの仕事を水泳で助けることは、自分が e 



として' 4 こそこの場合' かはいさうなブラニイの仕事を水泳で助けることは、 自分が e 


らなければならない義務ではないだらうか。よし來た、もしもの場合には，全力をかたむ 
けて岸壁の底にもぐりこんでみようと、正夫はかたく心にちかつたのでありました。 

『ブラニィ、僕もいつしよに行つて、さしつかへないだらうか。』 

その言葉に、ブラーーィは驚いた眼を、しばらく正夫の顔に打ちつけてゐましたが、やが 
て首をたれていつたのであります。 

『来られたら，ではお願ひします。僕は身體に細い綱を.しばつて飛びこみますから、もし 
も附近の汽船が出帆するやうなことがあつたなら、獨木你から綱をひつぱつて知らせて下 
さい。それから1舟が流れないやうに，じうぶん注意してゐてくれませんか。』 

『よし' 承知しました。』 

このとき正夫の母の聲が，疊をしいた茶の間からきこえて來たのでありました。 

『正夫、學校がおくれますよ。』 

『は一い。』 



と、正夫はいつたん籐椅尹から飛びあがつて、ふたたび ブラニィにたづね たので ありま 
す0 

『どこで，幾時にあはぅか。』 

『夕方，君のお父さんのところへ、僕はお禮にあがります。 その 時に 打合せをしませぅ0』 
『では僕、學校へ行って来ます。』 

『行つていらつしやい。』 

『失敬。』 

正夫は二階の部屋へ龅を とりに行く 元 氣な足どり で、 階段をがたがたと かけあがつ たの 
であります。 

9 

魚は海中に寄り集つて、沖にのぼりかけた月の美し さを 眺 、めてをりました。 




魚は海中に寄り集つて、沖にのぼりかけた月の美し さを 眺 、めてをりました。 

鳥は椰子林のねぐらにつばさををさめて，流星の多い夜空を語りあつてをりました。 

ダンジョン•カトンの日暮れのことであります。 

正夫は、つれて來た親友のインド人レイと、ブラ-1イの三人で、月光が靑い晝間のやう 
に照りかへす椰子林の中から、獨木舟を引き出すと，三人を乘せた舟は、まもなく郎鄕の 
波をひるがへす海上へ、ひたひたと浮かび出したのであります。 

ブラ114が、短い櫂を舳で風車のやうにふりまはして水をかくと、舟は靜かに走りはじ 
めました。 

レイが椰子林からかかへて來た！本の大きな椰子の葉を、舟のまんなかへ 帆のやうに た 
てると、それにさらさらと風があたつて、舟は、はるかに防 M -數が赤い^靑い灯を見せ 
た シンガボール港へ、波を分けて進んだので ありました。 

椰子林は次第に遠ざかつて、やがて繁華な建物と明るい飾窓をつらねた海岸町が、右手 
にあらはれました。卜 
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海—向かひにしてずらりつとならんだ露店の灯をぬふ人の群れが、白ぐ 小さ < ' なが。 
られて雜水 '1-1 のひびきは波につたはつて、遠く舟にまで もきこえて 來 るので あります。 

間もなく，三本煙突の31の S ガな汽船が横づけになった肥 ik 4 |が近づぃた のでした。 
『あそこへつけょう。』 

，ブラニイはさういつて、舳をぐつとその方向にむけました。 

『さあ、ここでいい 0』 

『ブラニイ、足の調子は大丈夫かい 〇』 

『大丈夫 だ、正夫。ただ底に達する までどのくらゐの 深さ だか、見當がつかないだ ナだ。で 
は、レイは舟が流されないやうに、この g でう まく， 觀に 向かつ てこいでゐて下さい。そし 
から正夫は、この綱をしつかりにぎつて，茈 I のことが あつたなら、急いで引きあげて 下 









A 四 

さい。』 

『ょし。』 

『ょし。』 

ばちや I ん……と、いきなりブラニィは飛びこんだのであります。 

するすると細い し ゆろ繩が、海底へ、海底へと、正夫の手からのびて行くので ありまし 

た。 

『レィ、舟を流されるな』 

『流されない。正夫，綱をはなすな。』 

『はなさない。』 

二人が じつとのぞきこむ 海の 中には、ブラニィのあとを 追つ て* 夜光蟲が むらさきのぅ 
づを卷きながら沈んで行くばかりです。 . 

一分 - 二分 I 三分- 




I 分—二分 I 三分— 

ぼつかりと，ブラ,ーイは浮かびあがりました。 

ぶるるんと、顏を|なです ると 

『だめだ、だめだ。深.い、深い。』 . 

と、舟にはひ上つて，がつかりとして正夫の前に腰をおろしたのであります。 
『そんなに深.いか 。 J 

『深い、深い。それに足もだめだし、 Ms もつづかなくなつてしまつた 。 j 
ブラニイは短い右足をかかへて' しくしぐ1と泣きはじめたのであります0 
『ょし、.僕がやつてみょう。ブラニイ， うまく 腰へ綱をしばゅつけてく il たまへ〇 5 
『ありがたう正夫。しかしあぶないからやめてくれ。あきらめて、もう歸らう。』 

『レイ、とにかく僕にやらせてくれ。さあ解けないやうに-この腰へ、しつかひと綱をし 
ばりつけてくれたまへ。』 

も早さるまた一枚になつた正夫を眺めなが. b ， 水泳ぎをちつともしらないレイは•二 A 




の中へ口を出す こと も出來ないので、ただ舟を流すまい と， 夢中になつて櫂をあやつつ て 
ゐるばかりであります。 

ばちや一ん…… と， 正夫が船底を蹴つて飛びこみました。 

燒けつく太陽が落ちた夜のシンガボ ー ルの海は、全身に冷く、水中から ふと 上をあ ふぐ 
と，水面のあたりに，月光が靑々ととけこんで ゐる ばかりであります。 

正夫は下へ下へと' 水を蹴り進んだのでありました。 

息は次第に 苦しくな つてきましたが、更に底へ底へと、手足に精根をつ. くしても ぐり込 
んだ©.であります。 V 

しかし、波止場の底は思つ たょりも 非常に深く、 もう 一泳ぎ， もう 一息と進み こむうち 
に、正夫はつひに呼吸が困難になつて、あわてて綱を引いて合圖をしました。しかしその 
ときには、すでに數回 はげしく 水をのんでゐて、やがて，ぐつ たりと 氣を失つたまま*舟 
の中へ棒杭のやうな恰好で引 きづり あげられたので ありました。 




Iff うぐ r > かっこう 

の中へ 棒杭の やうな 恰好で 引きづりあげられたのでありました。 


レイとブラ u イとは、腰をぬかすほどに驚いたのであります。 

『しつかりしろ、正夫、正夫。』 

『お一ぃ、正夫、正夫。』 

と，二人は、獨木舟の底にころがつた正夫の身體を、夢中になつてゆすぶつたので あり 
ますが、手にふれるものは、今は聲もない友人の肉體が' ただ冷えび えと 感じられて來厶 
ばかりでありました。 

『どうしたらいいのだ。どうしたらいいのだ。レイ、レイ。』 

『早く早く，この汽船に運びこ X で手當をしなければだめだ。』 

『お 丨ぃ 、お丨ぃ。』 

と、ブラニイは、かたはらに王城のやうに浮かんだ白い巨船の船べりの厚い鐵板を-小 
さなこぶしで力のかぎりたたいて，はるかにかのもれた甲板に呼びかけたのであります。 
そのとき、レイが，あつと聲をあげて，そのこぶしをいきなりおさへつけたのでした。 



ら 


『ブラニイ，呼んではだめ.だ、だめだ。』 

『なぜだ、なぜだ。』 . 

『この汽船はだめだ。』 

『なぜだめだ。正夫は死んでしまふぢやないか。手をはなせ。』 

『いや、呼んぢやいけない。あれを見ろ。』 . 

レイが指さす彼方を見ると、一萬トン近くもある汽船の横腹には、英國國旗があざやか 
に染めぬかれて r 月光にありありと照らし出されてゐるのでありました。 

『これはイギリス船だぞ。』 . 
『ほんとだ。』 

『この港の海底に、こつそりと日本人が、一人、夜中にもぐりこんでゐたことを知つたな 
•イギリスは’どんな大きな問題を日本にたたきつけるかわからない。 J . 

レイのいふとほり全世界の國々はいま歷史はじまつて以來の大きなこんらんのぅち 



レイのいふとほり全世界の國々はいま歷史はじまつて以來の大きな こんらんのうち 


にあるのでした。 

ヨ I ロツバの天％も海も、 ことごとく 戰火に おほ はれて，ドイツ，イ タリ！ は一體とな 
つて、 新しい歐洲をつ くるた めに双向かふ國々を征服して、大國ソビ HI 卜 •ロシアと， 
イギリスに對して銃火をまじへてをります。 

アジアでは、あらゆる苦難とたたかひながら' 四方を敵にかこまれた日本が、東洋永遠 
の平和をめざして、東配北ハ^圏といふ大きな希望のもとに、さへぎるもののすべてを打ち 
たふし、なぎたふして、進軍の步を進めてゐるのであります。 

そのさへぎるものの•一つに、ほろび行く蔣介石と、あはれなその軍隊があります。 
アメリカ 大國があります。 

また、世界の七つの海と、五大洲をほしいままにふるまつてゐたイギリス帝國がありま 
す。 

f では•どぅしたらいいのだ•レイ 。 J 

A . 九' 




. 九 0 

『どうしたらいいのだら う-ブラ ニイ 0』 

二人は、ふたたび泣聲をあげて正夫の手足をはげしくゆすぶつたのであります が、 答へ 
るものはゆれかへる獨木舟が打つ波のひびきと、くだけちる南海の月かげばかりであり 
ました。 

# 

『ブラニイ、こんなこ. とを いつまでして ゐ たら' 正夫は とても 助からない。早く岸へ 着け 
よう。醫者へ駔けこまなければだめだ。』 

. ♦ ’ \ 

『よし。レイ、君'は町に向かつて死物ぐるひで2 1 げ。僕は、その間に、人工呼吸をやつ‘て 
みる。』 

『人工呼吸——。 

『さうだ。』 

、 I 

『出来るのか I V 

『海で生活してゐたから出来る。』 





『海で生活してゐたから出来る 。 J 


『なぜ早くそれをやらないのだ。』 

『すつかり' あわててしまつたんだ。』 

『大事なときにあわ' C * るやつがあるものか。さあ、僕はもつとカーぱい漕ぐから，君は人 
エ呼吸をしつかりやつてくれ。』 

水泳の出来ないレィは.いつも獨木舟をあやつつて海や川で遊んだものか、その漕ぎか 
たは非常にぅ まく、 舟はすいすいと白く波をけりながら走るのでした 

その間に、ブラニィは自分の左の片ひざを立てて1その.上に正夫の身體をぅつ伏しにさ 
せて乘せると，その背中を强くおしながら、幾回も水をはかせたの•てあります。 

それがすむと、今度は舟底へあふむけに寢かせて，正夫の舌を指さきでつかんで f ; I き出 
すと、つづいてそれを中へ押しかへす人工呼吸の 方法を とりながら、大きな 聲で數を か ぞ 
へはじめたのであります。 . 

『一、二、三、. 四 —— 一、二、 三、 四 —— r 一一、 三、 四1 。』 

九 一 







四つ 數へ るたびに* 正 夫の舌を引き出しては押し こむ しんけんな ブラ ニイの態度を、漕 
ぎながら見てゐたレイは、もどかしがつて聲をかけたのであります， 

『もつと早く、舌を入れたり 出したりしたらどうなん だ。 一、 二、一、 二で 出来ない のか。』 
r そんなことをしたつてだめだ。僕は落ちついて 来たからもうあわてないぞ。』 

『なぜいそぐことが、だめなのだ。』. 

『これは四秒間に一回のわりで舌を引いて押しこまなければいけないのだ。 さうしなけ 
れば空氣が完全に Ms まで達しないのだ。いそいだ ところで 何の役に もたたない。正 夫のこ 
とは僕にまかせて、君はただ漕いでくれ。漕げば いいの だ。コ 
『ょし、 漕ぐぞ、漕ぐぞ0』 

レイは®をくひしばつて、首を力 I ぱい前にかたむけて，槪をいそがせるのでありま 
した。 

落着きを とりもどした ブラ ニイは， 注意ぶ かく正夫の 舌を 引いたりおしたりすると同時 



落着きを とりもどした ブラニイは，注意ぶ かく 正 夫の 舌を 引いたりおしたりすると同時 

に、繩のさきをほど4.て，それを鼻の穴にさしこんでそこを刺戟したり，冷えきつて息の 
絕えた顏を手のひらで磨擦したりしてゐるうちに、ふと正夫が、大きく一つ息を吸つたか 
と見るうちに、かすかな呼吸が自然に開始されて來たのでありました。 

それをじつと見つめたブラニイは、うれしさにこんこんと流れ出る淚の顏を、レイにさ 
しむけて叫んだのであります。 

『レイ、 見ろ見ろ，， 大丈夫 だ ご 
『おお、正夫、正夫。』 

『さあ、すぐに心臓をととのへなければいけないのだ。それに、早く身體を溫めてやらな 
ければだめだ。』 

ブラニイはさうい.つて，自分の體溫を分けるために、氷のやうになつた正夫のからだを 
はだかでかかへたのであります。 

『よし、僕もあたためてやるぞ。』 



レイは櫂を艫に投げすてて，正夫の首と足にしがみつきました。、 

f 手を失つた舟は風と！！ く f をう けて、 ゆらゆら沖の方へ流されて行くのでありました。 
『レイ、 大變 だ，舟が流されてゐる。』 

『しまつた。』 

レイは櫂をとると•うなり聲をあげてまた漕ぎはじめたのであります。 

フラ-ーィはかくがくとふるへながら' 次第にととの？くる正夫の呼吸にうれし淚を•止 
めどもなくこぼした—、しつかりと—かへて、次第に近づく町のかをじつとにら 
んでゐたのであります。 

〇 

あをそらたかく 
ひのまるあげて 



ひのまるあげて 


ああぅつくしい 
にほんのはたは， 

あさひののぼる 
いきほひみせて 
ああいさましい 
にほんのはたは。 

自分たちが紙でつくつた日の丸の旗を手に手にふりながら、日本人 til 民學校の一年生が 
三十人ほど，同仁病院に入院してゐる N 胞患者の見舞ひに來たのは、その翌 H の H 曜の朝 
のことでありました。 

正失は、玄關を入つて來るその元氣な歌聲をききながら"自分の家の二階の病室の寢^一 



に横たはつて、父の 診察を ぅけてをりました* 

『お父さん、もぅすつかりよくなりましたよ。！！ 

『さぅか。正夫は、泳ぎが上宇だと思つてゐたのは、お父さんのあやまりだつたかな。』 
『すみませんでした。あんなに深くもぐつたのははじめての ことで、 失敗し ました o = 
『決心して飛び こむ •からには，全力をつくしてやらなければいけないね。 こんなに早くよ 
くなるやぅなおぼれかたでは、まだまだ努力がたりなかつた!^だな。』 

II さぅです、お父さん。努力がたりませんでした。もぐつ て 行くぅちに、大きな汽船の底 
へからだが、だんだん吸ひつけられて行く やぅな 氣がしたまではおぼえて ゐますが、 その 
あとは、わからなくなつてしまつたのです 0』 

『人間といふものは、決心ひとつで、どんな大きな仕事でもやりとほせ る もの だ。 またそ 
の時には、不思議な力も出て くる もの だ。 正夫の場合でも， もぅ 少しし つかりした精神を 
持つ てゐたなら、きつと海底まで達して、その 一錢玉の 山と かいふ 中から、 一つぐ らゐ にぎ 

つても來ただら うし、ヽ、 1, ArJSU ::—/ rk 、?.. .1C 一 ：： ) 





持つてゐたなら、きつと海底まで達して、その一錢玉の 山と かいふ 中から、 一つぐ らゐにぎ 

つても來た だら. うし、そのうへ、いかに深く とも •おぼれもしなかつた に 相違ない のだ。 
これをいい機會に、すぐれた、たくましい精神を養ふやうに心がけなければ いけないね。」 
r はい 。 j 

『ことに海外に在る日本人は、いつも背中に祖國を背負つ てゐる 態度を くづしてはいけな 
い。何事にもがん張るのだ。負けてはいけないのだ。』 

『よくわかりました0』 

一年生たち®歌聲が階下の靈 i まはりして、やがて二階にあがつて來 たので ありま 
す。そして、白い洋裝をした、ふとつた若い女の先生を先頭にして，二列に手を.つないだ 
男の子や女の子たちが、正夫の部屋に入つて來たので ありました。 

『御 病氣は，いかがですか。』 

先生は正夫の眼をのぞきこみながら、たづねたのであります。 

「はい、もうすつかりなほりました 。 j 




九八 


『それは、おめでたぅ。なんの御病氣でしたの 

『海でおぼれました。』 

『海で——。』 


と、先生が驚いてゐるのを 見て， 父 
がにこにこと、昨夜の出来事のすべて 
を語つたのであります。 

先生は、一つひとつぅなづきながら 
聞いて をり ましたが、やがて、生徒た 
ちに向かつて靜かに話されたのであり 
ます。 

『このお方は、昨夜お友だちの扫仕事 
を助けようとして、 海でおぼれたのだ 



さうです。そして、叻サようと田2つた 


iiir 










を助けようとして、 海でおぼれたのだ 




さう です。そして、肋け ょうと 思つた 
お友だちに、あべこべにおぶさつてこ 
こへ來たのださうです。』 

どつと，生徒たちが笑つて手をた 
たいたので、正夫は思はず頭をかき 
ながら、毛布をひつかぶつたので 
あります。 

すると，父がその毛布を、に 
こにこと笑ひながら、はねのぞ 
いたのでした。 

先生の言葉は、さらにつづくので 
ありました。 


/匕 



九九 












『皆さん、そんなにをかしいですか 。 J 
r をかしい、.をかしい。』 

『とても、こつけいだよ 。 H 
『元氣 がないなあ。』 

小さな口々から大聲で叫ぶいろいろな言葉が，表んりよなく正夫の耳を打つてくるので 
あります。 

『では、そのとき、どうしたらよかつたのでせうゥ 。II 
と、先生はつづけて質問をしたのであります。 

『はい』『はい』と、そこここに指をそらした手があげられました。 

『では、山本さん。』 

『はい。助けようと思つたときには、自分がおぼれても、助けあげなければいけません ノ 
『では、森田さん。』 




一!-^ レ I 卜 J ベて户 ' 力 ^ Si 豹て 4 逢け 冷：！；： il w レ H ません 
『では I 森田さん。』 _ 

『はい" やらうと 思つ たことは' 自分が死んでも， やりとほしてしまはなければ いけ ませ 
ん。』 

『では、石井さん。』 • ， 
『はい。助ける人が、助けられる人に1おぶさつて來たのでは、何がなんだかわかり ませ 
ん。』 

ふたたび、どつと手を打つて、おたがひに顏を見合せながら、幼い子供たち は笑ひころ 
げたのでありました。 

正夫は' もう一度頭から毛布を引つ かぶらうとしました が，毛布が うごきません。まて 
なと 思つ て 見る と、 毛布は父がしつ かりとおさへてゐ るので、 しかたなく自分もいつしょ 
に笑ひ出しながら、つい、* . 

『こんどは，ほんとに助けるぞう。』 

と、大きな聲を出してしまつたので、皆は手に手に日の丸の旗を、ばんざい、 ずん ざい 
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と、ふりあげたのでありました。】 一 . 
『では、ぶ大事に。』 

『さよなら、早くよくなつてね。』 

『さよなら、お國のからだ。』 

『さよなら、日本のからだ。』 

『お大事に。』 . 

■『お大事に。』 

生徒たちはかかへて來た、一束のばらや、 一 ぼたんなどの花を寢臺の枕元にかざると 
ふたたび高らかに歌をうたひながら、隣室へつづく廊下へ消え去つたので ありました。 

. . } 

みんなでべんきやう 

うれしいな 






うれしいな 


こくみんがくかう 
いちねんせい* 

げんきでたいさう 
いち、につ、さん. 

こくみんがくかう 
いちねんせい。 

1 

さかまく波の大平洋上に、雪をいただく富士山を氣高く見せて、眞紅な太陽の旗じるし 
をひるがへした島國、大日本帝國があるといふことは、アメリカとィギリスにとつて は、 
目©上の窗よりも不險快きはまることなのでありました。』 




この二つの國は，東洋が持つてゐる種々な*？ y 、 それは' 屋が霞して行く上にぜひ 
4 f 物、例へば、綴とか、ゴムとか*石油、マンガン、タングステン、 f いつた物が M ? 
富にとれるアジアの土地—く—人れて、アジ If I でいつまでもこき使ひ 
ながら、その利益で— QII その金で限—いぜいたくと、わが—「ま 
いを重ねて，晝も夜も暮して行きたいと願つてゐたのであります。 

その麗の考？—には、何としても日本がじや—?、これ— 1' 
そなと J 一'〇の國はしめし合せて日本を四方からとりかこむと、 R を勝って、武器を 

ハヮィ、ヒリッビン：ポルネオ、 gg 、 シンガボ，ル、ホンコン、重慶、アリユ，シ卞 

ン群島がこれであります。 

正—日ほど靈 S る間にも、これら海賊どもの大砲は ■ 々に日本に向けられて、 
ことにシンガ T ルはィギリスとアメリカとが豪を齡ふために、しつかりと手を— 




ことに シンガ 。 Tg ィ T スとアメリカと— g ふために、.しつかりと手を会 

りあつた最も大切な根據地なのであります。 

力ちや がち^}—ん- 

と、いきなり、表通りから投げられた石に，正夫の家の窓ガラスが，又しても玄關の石 
疊に，木つ葉みぢんの音をたてたのであります。 

『またか。』 

と、 正夫は寢臺から半身を起して見ると、部屋の窓ガラスが二枚ぼつかりと口をあいて 
ガラスの破片は月光にかがやいたまま、毛布の上にまで飛び散つてゐるのでありました。 

父が階段を大またにあがつて來たのであります。 

『この部屋か。』 

『さぅです。』 

『赛は。』 

r ありません 。 j 

10 £ 
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『さうか。毎日毎晚、けちな54をする奴らだ。』 

父は さう いつて、 窓から表通りを見おろしたのであります。 

向-^>側の籐細 n 屋の露路に、一人の支那人が身を かくしたまま、！^ をう かがつてゐる 
頭だけが、折から -CD 海風に長い Ml を吹かせて見えて ゐるのでありました。 

『おいおい、 ここは 病人を收容 する 場所だ。 けちくさい 眞似 をするのはよせ。 話が あるな 
ら、大手を振つて玄關からあがつて來い。』 

父の太い聲に追はれる やうに、 支那下駄が かたかたと 一散に遠ざかつ て 行く のを、 正 夫 
は寢臺 できいてゐたのであります。 

『お父さん、誰なの。』 

父は部屋に投げられた こぶし 大の石を拾ひながら，正夫のそばへよつて來 たのでした。 
『昨日は、濠洲兵が食べの こした マング ス チンが飛び こんで 來 たが、 今日は支那人の 石 こ 
ろだよ--そのうち.に、どか一んと、鐵砲玉が とびこんでくるかも知れないぞ。』 



ろだよ--そのうち.に、どか I んと' 鐵砲玉がとびこんで くる かも知れないぞ。』 


r 何が來たつて、 僕、 おどろくものか。』 

『さう だとも、その眠が出来てゐればまづ大丈夫だ"とにかく、ここは 敵地 だからな。 敵 
地にゐればゐるだけ，日本人としての大きな態度を養ふことがかんじんだぞ。』 

『はい。』 

『なんでも飛びこんで來るがょい。そんなものはすべて、しつかりとした魂で' はねかへ. 
してやるばかりだ。』 

『門番はどうしたのですか。』 

『あの印度人 も、 昨夜から姿を見せない が、 たぶんイギリス人にでもそそのかされて、 來 
なくなつたのだらう。東洋人の くせに、 イギリスやアメリヵなどの 手先に使 はれてゐるや 
うでは金くしやうがない な。』 

『さう いへば，お父さん、この頃マライ人や支那人の患者さんが、ちつとも來ませんね。』 
『表通りに支那人の 55 B り番が二人立つてゐてね。ここへ來る患者をおどかして迫ひかへ k し 



. 一〇八 

てゐ るの だょ。患者をなくして，この病院を つぶさうとでもいふのだらう。』 

『ふ父さんは H 本とィギリスが、 もし 戰爭を始めてもここにゐるのですか 0 』 

『斷じて歸らないね。お父さんも.^母さんも、海外で骨をうづめ るかく ごで、 日本を出て 
來たのだからな。』 
r ては、僕も歸りません。』 

『いや、正夫はまづ勉强をしなければいけない。それには、 日本人 國民學校を卒業したな 
らいつたん日本へ歸つて，上級の學校へ入學しなければいけない。 そこを 卒業した上で 
シンガボ—ルへまた来るなり、或は.、この南洋方面で船が r するはうがょいのだが、正夫は 
いつたい何になるつもりなのだ 。 n • 

『僕は，飛行家になりたいのです。』 

『飛行家になるのか。だうりで毎日模型飛行機を熱心に作つてゐ ると 思つ たが、では、少 
年航空兵にでもなりたいのかね。』 





上ノ K て 4 ゐりたい y 力ね J 


r いいえ、 民間飛行家になるのです。』 

r ほほう、民間飛行家になるのか。どんな順序にしてなるつもりだね。』 

「この間，日本か、 b 來た雜誌を讀んで知つたのです が、 日本の陸海軍の航空部隊は、世界 
1に强いのですね。』 . 

『それは、もちろんだと も。』 • 

『ノモンハンの大空中戰では、またたくうちに敵機を一千機以上もたたきおとしてしまつ 
たのですつてね。』 

『さう だ。そして今度の支那事變でも、敵機のすべてをたたき 伏せて， 大陸の大空せまし 
とばかりに、重慶そ の 他に巨 i の雨をあびせかけてゐるのだ。 また， あの渡洋爆擊隊の勇 
壯 無比な ことはどう だ。深夜の大暴風雨を突いて、怒濤 さかまく 海上を飛びき つて、 敵機 
ことごとく 粉碎 せず んば死す とも やまず の、 あの H 本 魂は どう だ。世界中 どこを 探したつ 
て、 こんなりつぱな精神を持つた 軍隊は， 一つだつ て ありやしないのだ。』 



『ここの 兵隊も だめですね0』 

『ここの 軍港 も、 耍塞 も、 飛行場 も、 皆物す ごいものばかりだが、 兵隊は ょせ 集め だから 
なつて をらん。 とにかく' 正夫 も•お父さんも、すばらしい國にうまれてょかつたな，，それ 
だけに， お 互ひの責任は、尙 さら 重いのだぞ 。 n 、 

『さうです。僕は これから，なんでも 一心に やるつもりで 
す。しかしお父さん、 こんなに 强い陸海軍の航空部隊を恃 
つた 日本が、 ドイツにも負ける、 イタリヤ にも負ける、 ア 
メ0力にも、 イギリスにも、フランスにも負けなければな 
らないものが 一つ ある ことを、僕は知つたのです 。 J 
『ほほう。』 

『お父さんに も、 わかりますか。』 

『それは民間航空のことだね。』 



『それは民間航空のことだね。』 



『さ.ぅです， 
お父さん。銃 
後をまもる 輸， 
送機のことで 
す。それが世 
界の列强國に 
らべると 
とても 劣つ て 
ゐる のが日本 
なのです。し 
かも、民間航 
空といふのは 












軍事航—第二軍ともいはれるもので、長期の戰爭には、軍隊のうしろに、有力な民間飛 

行家をどしどし震して扫かなければ' 戰ひは、つひに負けてしまふのだ f です。』 

『それは、正夫のいふとほりだ。航空には、戰時も平時もあつたものでは ない。 常に備へ 

が、かんじんなの だ。 いつ、いかなる場合にも、いざといふ時に立上つて、直ちに敵を g 

滅する飛行家を 震しておかなければ、その國は、いつか世界地圖 から ほろびてしま ふと 

いふのが，現在の世界の有樣だ。では，正夫は，その民間飛行家になるには：とこへ、ど 

のやうにして入學をしたらよいのか、それもしらベてあるのかね。= 

『はいあります。それは東京の上野驛から繼 MX の電車に乘つて、二十分ほど行くと、 

千葉縣の松戶驛といふと X 」ろ S く fv す。そ SQ 近くに，中央航 S 寶養成 所と 

いふ、日本の國が力こぶを入れて立てた官立の航空 學校が あるので す。』 

『さう力う力つな話だが、お父さんはそんな學校が日本に出來てゐたとは知らなかつた 
なあ 。 j 





なあ 。 J 


f 僕は、飛行家になる勉强をしてゐるので、 しらべたから知つてゐるのです。お父さんは 
どぅぞお醫者さんのお仕事を充•分にやつて下さい。』 

『 •5ぅか、ょしょし。』 

『その 中央 乘 M 養成 所へ入學するのには、地方の 養成所で、 五ケ年間の敎育をまづ受けな 
ければ いけない のです。 地方の 養成所と いふのは、仙臺と新潟と、於み、熊本* g 絶の五 
ケ 所に あつて、 國民學校の卒業生なら、誰でも學 課と體 格檢查に合格 すれば 入學できるの 
です。そしてここを卒業した者が、中央養成 所へ 入學するのです。』 

『その中央養成所は，何年間で卒業できるのかね。』 S ' 

『操縱科と機關科がありまして、操縦科は一年、機關科は二年で卒業します. そして、 卒 
業生の大部分は、大 tn 本航空會社とか，滿洲航空とか，中華航空といつた會社の’一等或 
ひは.等操縦士や機關士になつて、銃後の空に活躍して ゐ るのです。』 
『なるほど。それで，月謝はどれくらゐかかるのか、わかつてゐるのか1。』 




『月謝は、地方の養成所も、中央養成所も、一錢もいらないのです。さるまた一つで入學 
すれば、服 も、 食事も、寄宿舍も、いつさい國の费用でやつてくれるのです。なほその上 
月々四圆五十錢といふ，お小遣までも政府で下さるさうです。』 

『それほどまでにしていただいて は、 一生懸命にやらなければ相すまない次第だな。』 
『さうです。生徒は日本の民間航空を、軍事航空と同じやうに世界一のも'のにしなければ 
申しわけがないわけです。ですから、お父さん、私が日本へ歸つたなら、その養成所の試 
驗を受けてもいいでせう。』 

『ょし、正夫が希紫ならば、受けてみなさい。しかし正夫、空にあこがれを持つのはょい 
が、 海を忘れておぼれるやうではしやうがないぞ。』 

『私も，大空も , 忘れません。もう大丈夫です。』 

『さうか。海といへば、今年もまた全マラィ少年水泳選手權大會の日がせまつたが、去年 
のやうに、うまく二等ぐらゐとれるかな 。 J 

「ベ l z ^ l ぐ6^ゴつて、一莩をと3つもりご疒。|1 



のやうに、 うまく 二等ぐ らゐとれる かな。』 

r 今年はぐわんばつて、一等をとるつもりです0』 

『去年の I 等はアメリヵの少年だつたね。』 

『さうです，ゥヰルキンソンです。』 

『とにかくこれからの少年は、海と、大空へ、 どしどし乘り出して行かなければいけない。 
正夫 も， 目的に向かつて大いに勉强 をしなさい。』 

『ありがたう、お父さん。では、もうすつかりなほりましたから、今晚かぎりで この 部屋 
を退室してもいいでせう。』 . 

『明日から，自分の部屋へ もどりなさい。』 
r ああょかつた。』 

正夫がにつこりと仰ぐシンガボ ー ルの夜空には、今 W も流星が 多く，さやさやと鳴る窓 
外の椰子の葉かげに、 その 一つがあざやかな尾を引いて消え失せた のであります。 

父が部屋を出て行くと、入れかはりに扉の外から五十 センチほど も ある大きな航が一匹 



舞ひ*こんで來て、天井や壁に黃色い羽根をばたばたと打ちつけだしたので，そのたびに、 
五六匹もやもりが天井に k ひつきながら、逃げたり近よつたりしてゐるのを、正夫は面白 
く見てゐますと，ふいに窓下の表通りから、ののしり合ふ人の聲がきこえて來たのであり 
ました。 

『なぜ、この病院へ入院してはいけないのだ。』 

『ここは日本人が經營してゐる病院ですよ。』 

『だから、なぜ入院をしてはいけないのかと聞いてゐるのだ。』 

『あなたは、まさか日本人ではないでせぅ。』 

『それが どぅした。』 

『どこの國の人種です。：一一 

『無禮な口のききかたをすると承知せんぞ。私はアメリヵ人だ。』 

『アメリカ人なら、あなたの國が、いま日本とどんな關係にあるかが、 


IU, 



『アメリカ人なら、あなたの國が、いま日本とどんな關係にあるかが、わかるはずです。』 


『一應扫前の口から、それを說明して見ろ。』 

『日本こそは、 アメリカ； 0、支那と、ィギリスの三國が手を結び合つた共同の敵な の だ。』 
『アメリカと日本は，まだ戰爭を開始してはをらぬ。』 

『いづれは戰ふのだ。何もこんな病院へ入院しなくとも、他に白人の病院はいくらでもあ 
るではないか。』 

『だまれ。お前たちから病院の指圖を受けるアメリカ人ではない。 見ろ、 この自動軍の內 
には、子供が大熱で苦しんでゐるのだ。 これは、 私のたつた一人の愛兒なのだ。お前らに 
病院の指圖をする權利がどこにあるのか。』 

正夫は、がばつと寢臺を飛びお f ると、 窓にかけょつたのであります。 

玄關前の通りに、白塗りの自家用車が一臺、をりからの月光をあびて停められて、その 
なかに白服をつけた白人の少年が、その母親らしい美しい人に毛布でしつかりと ftL 力れた 
まま、 母と車外の氣配を見つめてゐるのでした。 

二七 



自動車のわきでは、運轉手臺を扫りた父らしい長身のアメリカ人が 1 白 Jft * の服に身なり 
をと とのへて拳をにぎつたまま、 シャツと ズボン 下を はいて籐の ステツキをひつつかん：,」 
二人の支那人と向かひあつて、はげしい口論をしてゐるのであります。 

その 周圍を、 マライ 人、インド人、支那人な どの 群衆が ぐるりととりかこんで、いづれ 
も靑白い月光に こぅこぅと 照らし出された まま、かたづをのんでゐるのでありました。 

シンガボ I ル軍港と要塞のサーチライトが、あわただしく，それらの人の背後から、幾 
十條も、東洋の天に不安な光を投げつけて、風はいつの間に絕ぇたのか、 むし 暑い夜に な 
つたのであります。 

2 

『こらこら、この人だかりは何事だ。』 

『退け退け，じやまだ 。 J 



『退け退け，じやまだ 。 J 


蘅■菸が 二人、 酒く さいどなり聲を 群衆に あびせながら、四五人をつきとばし V 人中 ( 
わりこんで 來 たのであります。 

『これは、 的一 賢、 御苦勞 さまでござんす。』 

と、 二人の 支那人は、 ひょこんと、そろつて頭を V 」げると，その一人がくちびるをとが 
らせて、 得1思 さう に吿げたので あります。 

『旦那、このアメリカ人は、ふとい奴です。』 

『何がふといのだ。』 

『自分の子供を，日本人の 病院へ 入院させょうとしてゐるのです。』 

『それが、どうしたといふのだ。』 

濠洲兵の意外な返事に、 支那 人はあわてて眼を見合はせたのであります。 

『旦那、そんなことをして，いいのですか。」 

r 白人がやることに對して，お前たちは何をいふところがあるのだ。』 



『へい。でも •ここは日本人の病院です。』 

『だから、それが どうしたと いふのだ。ぐづぐづい ふと、たたき 斬る ぞ 0』 

手の甲に青々と羊の首のいれずみを した 一人の兵隊が、いきなり軍服の腕 まくりをして 
一步 ふみ出したので、 支那 人は二人とも、ぱつと群衆の方へあとず さりをしたのでありま 
す。 

『旦那、わかりました。もうわかりました。皆さん，ちよつとごめんください。』 

先刻のいきほひはどこへやら、支那人は人垣を尻でわけると、たちまちステツキをかか 
へて、その中に姿を消したのでした。 

このやうにシンガボールの人々は、亂暴者の療 洲 兵をまことに恐れてゐるのですが、濛 
洲兵 にいは せれば，何 かにつけてィギリス木國兵とは差別たいぐうをされるし、二言目に 
は、〖濛汧兵隊羊飼ひ'いも掘り兵隊ずうずう徽」などとからかはれるので、いつも腹を立 
てて 勝手な ふるまひをしてゐたのであります。 



てて勝手なふるまひをしてゐたのであります。 

0 

『本國 兵め、 あまりに人をばかにするな。われわれは、お前たちイギリスの藏、シンガボ 
1ルに火がつきさぅだから消しに來てく.れといふから、わざわざ溱洲くんだりから消しに 
來てやつてゐるのだ。ありがたく、禮をのべろ。』 

と、 どなり散らすので，インド兵とマライ兵がそれに同情して，大いにやれやれと尻押 
しを するものですから、瓌洲兵は、シンガボ I ル島をわがもの顏にふるまつて，肩をいか 
らし、 大手を振り、軍靴高く步きまはつてゐるのであります。これ以上怒らせたら、何を 
しでかすかわかりません。支那人たちはあとも見ずに逃げ出したのであります。 

『わは、は* は、 は。アメリカの友人よ，あんな奴らに暇どつてゐる ことは ない よ" 東洋 
人を 相手に する のなら.まづ 、命令と、 おどかしの方法で片づける ことを 忘れてはいかん 
よ。さあ、どこへ でも，君の 好きな 所へ 入院させる がよい。握手 だ、 握手だ。』 
『ありがたぅ。』 

と、アメ 少力人は、酒く さい 兵隊の息を まともに 受けて、少し身をひきながら禮をいつ 



たのであります。 I ' 

一一人の-據洲兵はその手を.つかんで樂しさうに振り終へた後、自分たちの1を大きく左右 
に開い.て群衆を追ひ散らすと、肩をくんで步き出したのであります。そしてどこでおぼえ 
たのかマラィの 歷史詩(シンガ。 ホール大火の 詩〕 を，マラィ語で大きく唄ひながら遠ざか 

るそのうしろ姿が、靑々と月光にぬれ 
てょろけながら行くのを、アメリカ人 
は、しばらく不愉快さうに見送つてゐ 
ましたが、やがて、あわただしく、妻 
子をつれて同仁病院に吸ひこまれたの 
であります。 

人影のない路上に，うるしで播いた 
やうな影を落した火焰木の高い梢で， 























.くわえん »<.c. ず* 

やうな影を落した火焰木の高い梢で， 



ミンミン蟬が二三匹，月夜の明るさに 
さそはれて、ミンミンミンミンとなき 
はじめたのであります° 

3 

正夫の家に、アメリカ少年スミスが 
入院してから幾十日かがたちました。 

ある日、正夫は、日本のおぢいさん 
から贈つて來 た、 四角な唄時計、それ 
は愛國行進曲を、チンカンコロコロと 
唄ふ時計でありました。それを自分の 
部屋で樂しく鳴らして、はるかに遠い 




















二一四 

施國日本をなつかしんでゐますと，ふいに、とんとんと扉をたたく者があるのでした。 
『どうぞ。』 

と 聲をかける と、 今は血色 もましたスミスが、扉を開いてにこにこと立つてゐるので 
ありました。 

『こんにちは。僕、五號室の スミスと いふ者です が、 遊びに 来ました0扫じやまでは ない 
でせうか。』 

と、スミスは 英語で たづねたのであります。 

『いいえ’どうぞおはいりください。』 

と、 正夫も英語で答へ たのでした。 

『唄時計ですね。 あんまり良い音樂がきこえて來たので，つい病室からあがつ r 來てし寸 
ひました。』 

『もう步いてもいいのですか 。I 



『もう步いてもいいのですか。』 


『今日、 君のお父さんから、おゆるしが出ました。』 

『マラリヤにかかつたのださうですね。』 

『さうです。マラリヤ病にとりつかれました』 

マ ラリャー丙と ぃふのは，マラリャ S をもった§の&5」され S る病氣でぁります。こ 
の病氣にか かると， まづ最初に^ k がして、身體ぢ.ゆうががたがたと三十分ぐらゐふるへ 
て來るのであります。 

つづいて四十度ぐ、 b ゐの熱が、三時間ほどつづくのであります。 

そして最後に’身體ぢゆうべつとりと四十分ぐらゐ汗をかいてをさまるのです。 

この狀態 が、 三日0か四日目ごとに，必ずお•そつてくるのが、マラリャ病であります 
『君， マラリャ は、 蚊にさされない用心をすれば大丈夫ですょ。マラリャ菌のある蚊は 
お尻を立ててとまつてゐるからすぐにわかりますょ。』 

『僕は、それをちつとも知らなかつたのです。』 

111 £ 



二-六 

『シンガボ f ルへは，いつごろ來たのですか0』 

『來たばかしで、病氣にとりつかれたのです。』 

『君は、マライ語をしやベれないのですか。』 

『まだ出來ません。』 . 

『ここには、數十ケ國の人がたくさんゐるので，自分の國の言葉を使つても •他國の人こ 
は通じません。ですから僕たちは皆 マライ 語を 話して ゐます。 マライ 語を 知らないと、友 
だちは一人も出来ません ょ。』 

『ありがたう、僕も大いに勉強をします。』 

『もう熱は出ませんか。』 

『すつ かりなほりました。こんな病氣になつた の も.みんな あのお化けのしわざです。」 
『お化け。君、お化けです か。』 

『さうです。お化けのために、すつかり蚊がふえてしまつたのです 。 J 



『さうです。お化けのために、すつかり蚊がふえてしまつたのです 。 J 



『君、お化けがどこにゐたのですか。』 

『お化けは、 僕の部屋で コ ーヒー をのんでゐました。』 

正夫は、ちょつと驚いたのであります。 

お化けなどは、世の中にゐるわけがない し、 しかもそれがコーヒーをのんでゐたといふ 
のですから、思はず身を乘り出したのであります。 

『君、それはほんたうですか。』 

『ほんたうです とも。さ じで コーヒー 茶碗のふちをたたきながら， コーヒ I をのんでゐた 
のです。』 

『そして，お化けはどうしました。』 • 

『僕がころしてしまひました。』 

『ころした。』 

『さうです。ころしました。』 

一-一七 
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『えらいなあ、君は。』 

『それがために、とうとうマラリヤ病にかかつてしまつたのです。』 

『どうしてです。』 

『ある晚のことです。それは，父がニユ I 3 I クの本店からここの銀行支店に較佐してか 
ら三日目のことです。僕は父につれられて、物めづらしい南國の風景を見て步きました。 

明るい支那人街、靜かなマラィ人町、暗い歡子齡木、ぼだい概の应。そして海岸町の涼 
しい映畫館を見物して家にもどつて來たのです。 

すると，灯を消して出たまつ暗い僕の部屋で、 チロリン、チロリンと， 何かかすかな音 
が ひびいて ゐ るのです。僕は、なんだら うと 思つて 1,ぱつと 電燈 をともした のです C その 
とき、はつと驚いてしまつたのです。君は何がゐたと思ひますか。』 

『お化けですか。』 

『さうです。お化けがゐたのです。からだは見えないのですが、僕が映畫 館へ 行くとき， 



『さうです。お化けがゐたのです。からだは見えないのですが、僕が映畫 It へ行く とき. 


飮みほして机の上に乘せておいたコーヒー茶碗の中で、さじが’ひとりでに動いてゐるの 
です 。 J 

『さじがですか。』 

r さう です。さじがひとりでに動いてゐるのです。 j 
『ふしぎだなあ。』 

『しかも* さじは茶碗のふちをたたきながら、 チロリン、チロリンと 氣味わるく踊りを を 
どつてゐるのです。』 

『ほう、氣持ちがわるいなあ。』 

『そのさじの向かうには、大きな窓が夜空に開かれて、赤道直下の紫の星が、いちめんに 
かがやき渡つてゐるのです。しかもそのとき， さつと 靑く燃えるやうな尾を引いて、流星 
の一つが茶碗のかげに消えうせたのです。』 

『君は話が上手だなあ。少し氣味がわるいなあ 。 j 



一三 o 

r 僕は科學を信じてゐます。アメリカにもシンガ•ホールにも，お化けなどはゐないことを 
知つてゐますから，そつと茶碗に近づいたのです。でも，萬一のことがあるといけないと 
思つたので、扉の入口にあつた蠅たたきを，しつ，かりと右手でにぎりしめて近ょつたので 
す。たかがしれたコーヒ I 茶碗の中にひそんでゐるくらゐのお化けですから、恐れるには 
及びません。僕は茶碗の上からいきなり首をつき出して、中をのぞきこみました。その拍子 
に、チヤリンとさじをはねとばして、ぱつと逃げ出したものがあるので、僕は夢中でそい 
つを蠅たたきでつづけざまになぐりつけました。すると，お化けは鼠のやぅななき聲をチ 
— チーとあげて死んでしまひました。』 

『あ、わかつた。お化けは、やもりでしたな 。 j 

『さぅです、やもりであつたのです。やもりがコーヒ I 茶碗の中に入つて、底にのこつて 
ゐた扫砂糖をなめてゐたのです 。 j 
『なあんだ。ずゐぶん驚かせるなあ 。 j 

r それから僕は天井に! i ひまはつ r 5 た^もり ATt ^ JCl .、'つつ5争，こヒき客ブこ ml こ a 



『なあんだ。ずゐぶん驚かせるなあ。』 

f それから僕は天井にはひまはつてゐたやもりを、七八匹.、'つつ毎晚たたき落したものだか 
ら、僕の部屋には、とうとうやもりは一匹もゐなくなつてしまつたのです。= 

『君' やもりは 天井 や壁をはひまはつて、蚊を.とつてたべてゐるのですよ。』 

U さうてした僕はつひに、たくさんにふえた蚊にさされて、マラリヤ病になつてしまつ 
たのです。これ卽ちお化けの L わざです。』 

『そのお化けなら、毎晚僕の部屋にもたくさんあらはれますよ 。 n 
と、正夫は天井を仰いだので，二人は聲高く笑つたのでした。 

『お化けの話はそれでよくわかりましたが、スミス君、君はどうして lio 家，日本人の病 
院をえらんで入院をしたのですか。』 

と、正夫は，この間から疑問に思つてゐたことをたづねたのであります。 

「父は私にいつも敎へて くれます。 世界で 一 #すぐれた人間は、日木人で あると。日本 
A は、一人のこらず自分の身をすてて、祖 M を愛する魂をいだいてゐます。_を愛すとい 



ふことほど人間として、美しく、氣高く、すぐれたものはないのだから、お前も日本人の 
魂を育てあげろとよくいはれます。』 

『アメリカ人は、國を愛さないのですか。』 

『父は淚を流して私に語る ことがあります。アメリカ人は、 自分を愛す こと だけを知つて 
ゐ て、 國を愛す人は まことに 少い と。』 

『そんなことでは、いつか國は亡びてしまふではありませんか。』 

『さう です。僕の國 アメリカは、 近いうちに一べん亡びるのです。今更1どうにもならな 
いの ださうです。そして、僕たち現代の アメリカ 少年の手によつて、ほんたうの アメリカ 
が今後幾十年かの後に立ちあがつて來るわけです。それにはアメリカの全少年が、まづす 
つぱだかにな つて、 日本の少年から、いろいろなことを天よりも高く學びとらなければな 
らないのです。幸ひに君と知り合ひになつた ので、 僕は今日から、君の全部を吸ひとる決 
心です 。 J 




正夫は，はつと身をととのへたのであります。 

そして 膨^:デから立ちあがると、壁にかざられた天子樣の御眞影をおごそかに拜して 
はるかに遠い三千®!、海の ms がにある祖國に感謝すると同時に、日本少年として生まれた 
自分に、今更に責任を深く感じたのであります。 

スミスは，じつとその樣子を見つめてゐましたが、やがて自分も正夫と同じやぅに靜 
かに大日本帝國の天子樣を拜したのであります。‘. 

見ょ東海の空あけて 
旭日たかくかがやけば 
天地のせいきはつらつと 
希望はをどるおほやしま . 



『この曲は、日本の愛國行進曲です。』 

と、 正夫は、 ふたたび 唄時計を 鳴らしたのであります。 . 

『ああ、じっにいい曲ですね。僕は、病氣 がな ほったら腎 かうと 思って、病室に和船緊を 
持つて來てゐます。今それをさげて來ますから、どうぞその曲をおぼえさ亡 CT さい0』 
『では、僕もハ—モニカで合奏しよう。 とにかくここは 暑い から、 庭のぼたい難の下へで 
も行きませう。』 

と、 二人はやがておひ茨るぼたい樹のかげに 籐价尹 をならベて、唄時計を かけると、、 
丨モニカと 手風琴を 鳴らしたのであります。 

シンガボ I ルの午後の m ざかりは、天地 ことごとくが 輝きわたつて-はるかに白い 雲を 
ほつかりと一つ浮かべた空の下に、海からの風はそよそよと庭の草々 をな でて通りす ぎる 
のでありました。 

靜かに裏門が開かれて、このときびつこのブラー ーィ がは いつて來ながら斗んだので あり 



靜かに裏門が開かれて、 このと きびつ このブラニィがはいつ て來ながら叫んだ ので あり 


ます。 

『お一い正夫。僕はお別れに来たよ。』 

正夫はハ I モニカの手をとめて、招いたのであります。 

『どぅしてだい、ブラニイ 。 J 

『お父さんのあとを追つ て、 僕もマライ半島へ行くことにしたのだよ。』 

『&の皮を とりに かい。』 

『ああ、鰐の皮をとりに行くのだ。.永い間海に,れたお父さんが、西も東も分らない密林 
に m " みこんで， If を S してゐる姿を r つと考へると、とても心配で心配で、僕はこのまま 
シンガボールで，だまつて暮.してゐるわけにはいかないのだよ、正夫。』 

『ほんたぅだブラニイ。』 

『明日、 半島へ出發する よ。 かたみにおいて行く品もないので、こんなものだけれど持つ 
て來 たよ。』 . • 

i 



と、 ブラ- 1 ィがさし出すものを見れば、 多くのマラィの 子供たち が鼻の先へ あてて大き 
嗚らしてゐる小さな竹の笛で、ブラ||ィがいつも上手に吹くマラィの#2錐てありました。 
『ありがたう。これはとてもいい 君のかたみだ。では 僕は、君にこれを 獻 らう。』 

と、 正夫は、 ハ I モニカをさし出したのであります。 

『君' こんな上等なものをもらつても、いいのかい。』 

『ああ、いいとも、ついでに この 唄時計の*日本の愛國行進曲も' そのハーモニカでおぼ 
えて行かないか。』 

『ああ、では歌もついでにお±-產にいただいて行かう。』 

正夫が 力ける 唄 時計を，ブラ— ィとスミスは、 樂器の 中へ しみこませるやうに 幾 回も— 
らしたのであります。 

このとき、 どこからか 突然、猛獸の叫びが二聲 、たくましくとどろいて來たのでありま 
した。 



うをお— ん - うを ^丨ん - 

太くけはしいその叫びは、あたりの空氣をぴりぴりとふるはせて，三人は冷水をあびた 
やうに、全身の毛を逆立たせたのであります。 

なんだら うと、 正夫とスミスが氣を見合せたとき' いきなりブラニイが顏色をかへ て、 
『虎だ、虎だあ。』 

と、 立上つたので、正夫と スミス も、思はず飛びあがつて身がまへたのであります。 
マライ半島からつづく表通りのあたりから、大ぜいの人の聲と、再び猛獸のたけり狂ふ 
叫びがきこえたのでありました。 

うを. お 一ん - うを お 一ん - 

正夫と ブラ ニイは、庭の椰子の木の頂上にたちまちのぼりあがつて、石べいの外をなが. 
めると， マライ半島へつづく大通りを十數人のはだかのインド人が、虎をとじこめた丸太 
づ くりのをりを 大八車に積みこんで、よいさ、よいさと、ひつぱ.つてく るの が見えたので 

• 一 H 七 






ありました* 

『すごいなあ' ブラニイ。虎をつかまへて來たんだ。』 

『行つて見ろ、行つて見ろ。』 

正夫とブラニイは、すばやく椰子の木からおりて，スミスをさそふと、表通りへ飛び出 
したのであります。 

一疋の虎が' 天地にとどろくほどのさけびをあげて、をりを突きやぶる やぅに あ «' し狂 
ひながら、いま病院の前を引かれて通るところでした。 . 

インド人たちは，まつ黑いはだかの全身から流れ落ちる汗を日にかがやかせて*^ a 齡批 
や棉の大木が枝を入りまじへて影をおとした路に、なほも、よいさ、よいさと、景氣 よく 
聲をあはせて車を引つぱつて行くのでありますパ 
『すごいなあ——。』 

『こはいなあ _ _。』 





『こはいなあ ^ -〇』 


うをお一ん-うをお一ん- 

正夫と ブラ-1イは 、たけり狂ふ猛虎のいきほひに、思はずしつかりと手をにぎり合つて 
見て ゐると、. ふいに二人.の名前を呼ぶものがあるのでした。 

『お一い正夫、お一いブラ ニイ、 ここ だ、 ここだ。』 

誰かと見れば，やせた背の高いインド人たちの列のなかに、小さなレイがまじつて手を 
ふつてゐるのでした。 

『おお、レイ，どこからとつて來たのだあ。』 

と*正夫は大聲でたづねたのであります。 

『マライ半島で，三日がかりでとつて來たのだ。物すごいだらう。』 

『すごいなあ。』 

『そばへ ょると* 子供なんかあの爪で，まつ二つに^ I きさかれてしまふぞう。』 
レイは自分が子供であることも忘れて、意氣やうやうとさけんでゐるのであります。 





一四 o 

『レイ。その虎、どこへつれて行くんだ〇』 

『今，シンガボ I ルぢゆ うを 引きまはして來たんだ。これから動物屋へつれて行くんだ。 
いつしよに來ないか。』 

『動物屋。』 

正夫は聞いたこともない言葉に、ふとブラ>1イの顏を見つめたのでした。 

『ブラニイ、動物屋つてなんだら う。』 

『あれえ、正夫は動物屋を知らなかつたのか。』 

『ああ、知らない。』 

『動物屋は、向かうの山を越した挪子林の中にあるんだよ。動物屋には、世界ぢゆうの動 
物園や曲馬圏に賣る猛獸がいつぱいゐるんだ。マライ半島や、ボルネオの山々でつかまへ 
た虎も、豹も、毒蛇も，うようよとゐるんだ。行つて見ようか0』 

『よし、行つて見よう。でも、君はマライ半島へ行く支度をしなくてもいいのかい 。 J 



『よし、 行つ て見よう。 でも、君は マライ半島へ行く支度をしなくてもいいのかい。』 


『支度なんか何もありやしない。荷物も何もみんな、お父さんが賣りはらつて行つてしま 
つたんだもの。』 

『お I い， レイ。 いつしょに行くぞう。』 • 

二人は見物人にまじつ て、 虎のをりを追ふと，スミスもつづいて走つたのであります。 
レイが 顏 Q あせを手のひら V こすりながら、 列のなかから拔け出て來ました 
『あの虎は、 僕や僕のお父さんたちがつかまへたのだぞ』 

『どうやつ てつかまへたの。』 

『月夜のマライ半島ていけどりにしたの だ。 猛獸といふ ものは、 みんな夜になると沼〈 
水をのみに來る ものなん だ。 虎だつてもちろんやつて來る。僕たちは虎©脚 あとから、 虎 
の通りみちを 見つけ出して、大木の上へやぐ—組んだ© だ。 そして 下へ、 山羊—とり 
にしたをりをこしら へ5いた Q だ。すると、 四音前のとても月のきれいな晚だつた。 

一 g の虎が、とうとう 山羊のにほひをかぎつけてやつて來たの だ。 虎が近づく と、 山羊は 



もうすつかりおびえきつて-をりのすみにふるへあがつたきり、嗽攀も出せなハのビ。虎 
は、いういうをりを一まはりすると、いきなり山羊に飛びかかつた。そのしゆんかん、や 
ぐらの上から綱で引つばつてゐたをりの戶をたたき落して，あの虎をつかまへ てし まつ』 こ 
んだ。どうだ，おどろいたらう。』 

『うん、えらい，えらい。』. 

と、正夫はレィの汗だらけになつた黑い肩をたたきながら，山路をのぼつたのでありま 
す。 

4 

動物屋は’ゴム山を越した人家のまれな草原にあつて、ココ椰子の林にかこまれてゐま 
した。近づくにつれて、數十疋の猛獸のさけびがあたりの靜けさにでだまして一そうもの 
すこくさらにその聲にたけりたつたマラィの虎が、をりにぶつかりながら f え狂ふので、 



すこくさらにその聲にたけりたつたマライの虎が、をりにぶつかりながらほえ狂 ふので、 


インド 人たちはその恐ろしさに身をちぢめながらそれでもかけ聲だけは大きくそろへ て、 
えいさ，えいさと、動物屋へくり込んだのであります。 . 

動物屋の道路の兩側 には、 百に近い丸太づくりのをりや鳥かごなどがいちめんにならべ 
られてその中で象、虎、 你、ライオン，犀、 山猫、狼などが、赤道直下の炎天をかつと 
にらんで、ほえまはつてゐるのでありました。 

正夫たちは、大ぜぃの見物人、 支那人 や、マライ 人 や、タイ 國人 や、ビルマ 人や歐米人 
などにまじつて1それらのをりから少しはなれて眺めながら步いたのであります。 

ボルネオ產の豹は•らんらんと光るまなこで正夫たちをにらみす兔て、今にもをりを 2 r 
やぶつて飛-^かかるい.きほひを示してゐます。 

マライの 密林でつかまつた3:は，の頭をふり立てて、すきがあつたらのがれ出さ 
うと，をり の四方を突きまくつてゐるのです。 

ビルマのうはばみは、むらさき色に光る三角形のせなかに波をうたせてとぐろをまいて 

1 H 三 
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ゐますし、夢をたべるといはれてゐる貘は長い鼻をぅなだれて、 
默々とをりの中に立ちどまつたまま、ためいきをついてゐる 
のでした。 

『ああ、僕^: • すつかりくたびれてしまつた。』 

といふ英語の聲に、正夫は、はつと氣がつ 
いてふりむくと、スミスが病氣の靑い顏を 
して、足をひきづつてゐるのでし在 
正夫とスミスと' レィとブラニィの 

四人は，手長猿のをりを前にしたぼ 
たい樹のかげで休むことにしまし 
た。皆は足を投げ出して、兩腕を頭 
の下に組んであふむけになつて空 



























の下に組んであふむけになつて空 




i/m 


を眺めると，山の向かぅに驟雨が 
あつたらしく、はるかなバナナ 
林の上空に美しく二重の虹が 
かかつてゐるのでした。正 
夫はそれを眺めながら、レ 
ィにいつたのであります。 

『レィ。ブラニィはお父さん 
のあとを追つて、明日から 
ライ半島へ鰐の皮をとりに行つ 
てしまふのだと さ 0』 

『さう か，氣をつけて行けよ。 
ライの森にはまだまだ•虎がいつぱい 
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ゐるからな、ブラニィ。』 ， 

『ありがたう。 P の皮がたくさんとれたなら，正夫にもレィ.にも' おみやげに一枚づつ持 
つて、一べんシンガボ—ルへ遊びに來るよ。』 

『ああ，歸つて來たまへ。そして、 もしとまる 所がなければ、僕の家の病院へ幾日で もと 
まつて 遊んで行かないか。君のお母さんが、 なくなられた あの部屋も’今 あいてゐるよ。』 
『ああ、その時にはお父さんと二人で、あの部屋へ 一晚とまちせ て もらはう。』 

『いいとも、いいとも。だけど、君は足がわるいのだから、虎や、鰐に追はれないやうに 
氣をつけ給へ。』 

『ああ、大丈夫 だ。鐵 砲は持つて行くし、それに今度は、お父さんがいつもそばについて 
ゐてくれるから 安心 だよ。』 

『オラン•ラウの人たちにも、お別れをして來たのかい0』 

『ああ、今朝みんなが海のお守りやら，山のお守りやら、せんべつの品な どを 持つ て來て 



『ああ、今朝みんなが海のお守りやら，山の^守りやら、せんべつの品などを時つて來て 


くれたょ。あ、さうだ，僕、正夫にいふのをすつかり忘れてゐたが，今年の全マライ少年 
水泳 選手權大會 は、 とりやめになつたのだとさ。』 

ブラニイの意外な言葉に、正.夫はびつくりしてたづねたのでした。 

『なぜだら う。』 . 

ブラニイは、聲を落して語るのでした。 . 

『海には、すつかり賢!!がしかけてあるし，海岸にはトーチヵと、鐵條網が犬の子も通れ 
ないほど張りまは VJ れてゐるし、とてもそんな、のんきな大會などをやる場所はどこにも 
ないと、兵隊や市役所の人たちがいつてゐるのだと さ。 イギリス人たち は、 いつ攻めてく 
るかわからない H 本軍が、とてもこはくてたまらない.らしいのだょ、正夫。』 

『それはイギリスが、いぢのわるいことをするから、 R 本を恐れてゐるのだ"でも殘'±だ 
なあ。今年こそはどうしても一等をとつてやらうと思つてゐたのに. 0 一 

£船のことごとくがいぢめつくされてゐるこの英領シンガボールの沲坨に、今年こそは 
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高々と一等の日章旗をひるがへして•各國人の眼に日本少年の意氣を示してやらうとぢか 
つてゐた希望が、いきなりたち切られたので，しゆんかん、正夫は齒をくひしばつたので 
あります。 

このとき' レイも聲をひそめて、右から正夫の横腹をげんこつで突きながらたづねたの 
でした。 

『正夫、なぜ日本軍は早く攻めょせて來ないのだらう。インド人はその日を、いつだらう 
いつだらうと、皆が待つてゐるのに0』 

ブラニイが、左からも正夫の腰を突きます。 

『正夫、君は、 マライ 人の全部が信じてゐる、 マライの 傅說を知つてゐるか。それは近い 
將來に黃色い&膚を持つた神の兵隊が，とつぜん東方から あら はれて、-ごうまん無 禮な英 
米人 どもをこのマライ 全土から追つばらつてしまふ t . いふ ことなの だ" この 傳說を、 マラ 
イ人のすベてが昔から信じ、期待してゐ るの だ。.神の兵隊とは誰だ。日本だ、日本だぞ、 



イ人のすベてが昔から信じ、■期待してゐるのだ。.神の兵隊とは誰だ。日本だ、日本だぞ、 


正夫。』 

『レイ， ブラ ニイ* 僕の國の人たちは、がまんが出來るまではいつもがま, A > をしてゐるの 
だ。しかし*かんにん袋の！！を切つたら最後だぞ。相手の何もかもたたきのめして，二度 
とは立ちあがれないほどにしてくれるから、今に見てゐろ。』 

『日本は强いと聞いてゐる が， 大丈夫 か、 正夫。』 

『レイ、心配するな。』 

『英米人とたたかつて、ほんたぅに勝てるか。』 

『ブラー I イ、信賴 しろょ" 日本は写のお母さんの國だぞ。勝つ.とも，勝つとも。日本の陸 
軍は英米人のやぅに、月給をもらつて遊びながら樂にごはんがたべられるか、 b 兵隊になる 
のではないの だ。 また H 本の海軍も、軍艦で世界見物を しょ -0 と思つて水兵になるのでは 
ないのだ。日本人は、兵隊も銃後の M 民も、一人一人が H 木の國と、アジアを背負つて立 
つ ^悟がしつかりと出來てゐるから、英米なんぞの國 が、 たばになつて來たつて負けやし 

. 1 B 九 



ないのだ。僕一人だつて、英米の兵隊なんぞ，いつでも組み伏せて見せるよ Q 』 

『ほんたうか正夫。では、英米の爆撃機が、 いま 君の頭上から爆彈を 落さうとしたらどう 
する。 君は鐵砲を持つてゐないから困るだらう。』 

『困るものか。石を投げつけて、英米機ぐ らゐ たたき落して やる。』 

『ようし*石を投げつけるのなら、僕らも手傳ふぞ、な あブラニィ。』 

『手傳 ふとも。ああ’ 早く 來い來い， 正 夫の國の兵.隊、神の國の兵隊よ。』 

話なかばに r どいた、どいた」 とい ふ聲がき こえて 來たので、正夫たち は 半身を起す と、 
その前を四人のィンド人が、大きな朱ぬりの鳥かごをかついで通りかかる ところで、中.には 
一羽の白くじやくが、目のさめる やうな 美しい羽を廣 々とひろ げてゐるので ありました。 
『をぢさん、 どこへ つれて行くの 。 j 
と、 正夫が 聞くと、 

『うん、支那の動物園に買はれたのだ。』 



『うん、支那の動物園に買はれたのだ。』 


と、答へながら、すたすたとかついで行くのでありました。 

くじ やくは、 まつ白い羽をますます大きくひろげたまま、黑いはだかのインド人にかつ 
がれて，椰子林の路を遠ざかつて行くのを、正夫たち四人は、美しく、かはいさうに 見送 
つてゐたのであります。 

『さあ， もう 歸らうよ。』 

と，レイが立ちあがつたとき、動物屋へまぎれこんで來た一匹の黑大が猛獸の聲にす 
つかりおびえきつた阳發を耐のあひだにまきこんで、類人猿のをりのかげから夢中で走り 
出て來たかと見るまに、いきなりレイの右足にかみついたのであります。 

あまりにふいの出来事で、レイが悲鳴をあげてその顔を張りたほすと、 m 犬は狂犬のや 
うに®を向き出して、ふたたび、今立ちあがらうとしてゐた病後のスミスの頭上めがけて 
飛びかかつて来たのであります。 

をりがら一陣の冷風が、さつと即歐の椰子林に渡ると，にはかに山を越して來た駿雨が 



il 

動物屋の猛獣のをりと，狂犬に襲はれた四人を とりかこんで ぼたりぼたりと， ガラス S 
のやうな雨をたたきつけて來たのであります。 

おたがひが 自分を 大事と逃げま はれば、 誰かが SKI を 貪 ふに相違ありません。 

正夫とレィとブラニィの三人は、とつさに一團となつて病後のスミスをうしろにまもる 
と力一ぱいのこぶしと、す足をふりあげて狂犬に立ちむかつたのであります。 

をり.からの豪雨は、雨と雨とが天空でかち合ふとどろきをあげながら ' 動物 M の草原に 
地ひびをたてて增しつのつて來ると、そのひびきはあたりの椰子林とゴム山にぐわうぐわ 
うとこだまして、をりの猛獣たちは、その自然のたくましい風景に本性をそそのかされた 
.のか、虎は虎、豹は豹、野象は野象のたけり聲を一段と加へて、豪雨とたたかひはじめ』こ 
のであります。 

しの 丨 

狂犬は篠つく雨をつきやぶつて、血にう幺たやうな吉と牙とをむき出しに、又しても ス 
ミス目がけておそひかかつたので’いきなり正夫の右腕が-全身の力で そのあごをぐり 



ミス目がけておそひかかつたので-ハきなり正夫の右腕が’全身の 力で そのきをな ぐり 


かへしました。 . 

黑大はしぶ きを あげて空中で一一 fi " すると、うしろの類人猿のをり.にどすんとたたきつ 
けられたのであります。 

その 背すぢを、類人猿ががつくりとをりの中から引つかむと、犬は悲鳴をしぼりあげて 
一片の背すぢの肉を類人猿の手の中に殘したまま、矢のやうに雨の中へ消え去つたのであ 
りました。 

しかし三人はなほも身がまへてゐましたが、やがて雨は灑のやうなうしろすがたを陽に 
かがやかせて、パナナ林をぬらしながら通りすぎたのであります。 

『レィ、いたむだらう。』 

と、 正夫は、足の傷口をのぞいたのであります. 

『うん、すこしいたむが、なんでもないよ。』 

『すぐに僕の家へ行つて手當してもらはう。』 

1XM 
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『大丈夫だょ正夫。もぅすつかり雨に洗 はれてしまつたもの。』 

『でも狂犬病に なると 大變 だから。』 

『へいき、へいき、犬なんかに僕は負けないょ。あの虎でさへも，とつて來たのだも0〇 
と、レイは 赤くなつた傷をたたいて笑ふのでした。 

スミスは、ずぶぬれに冷つた上衣をぬぐと、皆の乎をにぎつて、' サンキ ユゥ ，サンキ ユ 
ゥといひながら、胸のポケットからハンケチをとり出して、雨にたたかれたレイの傷口を 
注意ぶかくしばりつけたのであります0 

5 

» 

マライ半島行の列車は陽にかがやきながら、 ifl をたくむらさきの煙をあげて，椰子林© 
中をひた走つてゐました。 

赤道直下は、りつぱな晴天の朝であります。 





赤道直下は，りつぱな晴天の朝であります。 


客車の內には、ジャヮ 人， アンナン 人、 スマトラ人などの國違ひの人々 が、 その國々の 
服裝をして、自分の國々の言葉で話しあつて混雑してゐました。 

その に、 正夫はレイとならび、スミスはスミスのお父さんにもたれて、四人は向か 
.ひ合つて腰をおろしてゐたのであります。 

スミスが全快したお祝ひやら' スミスを狂犬からすくつてくれたお禮などを兼ねて、彼 
のお父さんが三人の少年をつれて、パトパハといふマライ半島の小さな町へ、鰐狩りに行 
くのでありました。 

車内には散らかつ た パナナの皮の匂 ひや、 黑い 肌、 黄色い肌のにほひにまじつ て、 口中 
からはき出される カレ I のにほひや、にんにくのにほひが滿 ちて、 人々は一樣にひたいか 
ら流れ出る汗をふいてゐるのでした。 

そのなかで スミスの お父さんが、ふと正夫にたづねたのであります。 

『正夫君、君はこの東洋のシンガボ I ルが、 いつ頃からイギリスの島になつた か、 それを 

1 E 五 
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しらべたことがありますか0』 

『はい、しらべました。』 

『それはえらいな。』 

『自分が住んでゐる所ですから' その土地の歷史や地 I ' ll を知つてゐなければいけないと思 
つたからです。』 

『さぅです。それくらゐの心がけがなけれ^アジアの人から尊敬されてゐ e . H 本少年と 
しての資格はありません。スミスはシンガボ I ルへ來ると' すぐに病氣になつてしまつた 
ので、まだシンガボールのことをょく知らないやぅですから、一つ話してやつてくれませ 
-んか。』 

正夫は自分がしらべだことや、父母からきいたことなどをどんな膨^^で.话したらょいか 
を，靜かに考へてから口を開いたのであります。 

『シンガボール島は面積おょそ五七〇平方キロで、周圍は七十二哩といひますから日本で 





『シンガボール島は面積おょそ五七〇平方キロで、周圍は七十二哩といひますから日本で 

いへば：£一渡ヶ齡か琵琶湖ぐらゐの大きさです。 

このアジアの小さな島シンガボールが、いつ、どうして遠いョーロッパのィギリスのも 
のになつたかといひますと，今から百二十二年前、日本ではちやうど仁孝天皇の御代に 
.ィギリスのスタンフオード•ラッフルスといふ役人が、その當時の島の持主であつたマラ 
ィ島のジョホールの王樣から、六十五萬ドルで買ひとつたものなのです。 

その頃のシンガボールの人口は、たつた百五十人ほどで，それ4.椰子の密林から沖をと 
ほる舟をうかがつてゐた一鹏どもの住家であつた恐ろしい島で、.ラッフルスが書いたもの 
を父から讀ん•てもらひますと、こんなふうに書いてあるさうです。 

(海岸(つた■いは人の骨や、しやりかうベが散らかつて*-て、足のふみ場もないほどであ 
る。) 

これは賊どもに艱はれた，あはれな人たちの最期のすがたであつたのだらうと私は思 
ひます。卜 

一五七 
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その海賊の岛シンガボールが，今では人 P 七十一萬、しかも東洋と*西洋と、 南洋の 勤 
叉點といつてもょいくらゐな、ィギリスにとつては重要な場所になつて、東洋 第一の都會 
とも-いはれる港になつてしまつたのです。 

シンガボー ルとは、 土地の言葉で シン ガブ ラと いつて、 ラィオンの島と いふ ことなので 
す。ですからシンガボ—ル市のマーク、紋章は、一本の椰子の木の下に， 一頭の獅子が尻 
尾を S の 字形に卷きあげてゐるところの圖なのです 。 J 
『產 物は。』 

と、すかさずスミスが問ひました。 . 

『ゴムです。しかし南洋一帶からとれる，ゴムでも、11?でも，石油，マンガン，その他あ 
らゆる物產の集散地になつてゐるのがシンガボールです。』 

『ありがたぅ。大體 のことがょくわかりました0 』 

列車は、なほ も 密林の奥.へ奧 へとつき 進んで、 やがてクラアンといふ停車場へ つきまし 



列車は、なほも密林の奥へ奧へ とつき 進んで、 やがてクラ アンと いふ 停車場へつきまし 


た。 

四人はここで汽車をおりて，自動車で密林の中の一本道をパトパハ町へ rMJ かつたのてあ 
ります。 

6 

1— • 

パト パハ川の上流は大森林で おほ はれて、正夫たち'を乘せた小さな發動機船は、ボンボ 
ンと煙を輪に吹きながら，その中を V 」かのぼつて行きました"のぼるにつれて' 樹木のす 
ベては大歌 S の柱のやぅにどつしりと太くそびえて、數十メートルの iii ' i 上で枝と枝とを入 
1へると、太陽の光りをさへぎつたま ま、 そこから1;-かづらの M を網のやぅにたらして、 
畫なほ暗く靜まりかへつてゐるのでした。ことに^岸におひ茂つた紅樹の枝は、鈴なりの 
果實をつけて、その果實のことごとくは枝についたまま芽をふいて， m をのばしてゐると 
いふ，赤 ic [ 取下のたくましい成長ぶりを示してゐるのであります。 

ノ ー五九 
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その上を野猿の群がキキ、キキと叫びながら，枝から枝へとびうつるたびに、數十重の 
木々の花粉が、白く或ひは黃色くちらちらと孤はみがきのやうに，船の中へ 散りかかつて 
來るのを、皆はうつとりとながめながら川上へのぼつたのであります。 

ケンコン ホロ ロン . 

ケンコン、ホロ ロン . 

どこからか、するどい鳥のなきご A があたりの密林にこだまして，川は音もなくひつそ 
りと流れてゐます。 

そのとき、'ふいにレィが銃をとつて叫んだのであります。 

『ゐたゐた、鰐だ、鰐だ。』 

正夫もスミスも、スミスのお父さんも、はつと銃をかまへてレィが指す方向を見つめる 
と左のどろ岸に大づ數十疋の e が、朽ちたふれた互^:<のかげに、うょうょと背中をほし 
てゐるのでした。 





てゐるのでした。 


しかもそのぅちの I 疋の大鰐は，のつそりのつそりと，船をにらみながら川の方へ步み 
ょつて來るので、はじめてまつ正面から鰐を見た一同は大あわてにあわてて、いきなり， 
ドドン，パンパンと一せいに火ぶたをきつたのであります。 

『しまつたあ。』 

『耳を撃て耳を。』 

『急所は耳だ、耳だ。』 

『だめだ、だめだ。大きな奴は散彈ではだめだ。實彈で擊て擊て。』 

川幅はせまく、鰐は一樣に首をあげて向かつて來るので、立ちあがる者、彈をつめかへ 
る若，マラィ 語，英語， R 本 語の 叫びで、船内は大さわぎであります。 

正夫は、はずむ心をおさへて、右足をしつかりと腰の下にしくと，左足の片ひざを立て 
てそこに銃をかまへ、ズドンと一發ねらひをつけてひきがねを引いたのであります。 
ぱつと，一疋の小鰐が泥土を尻尾で蹴あげて、ーメートルもはね上つたかと見るまを 
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まつ A い腹を見せて*びしやりつとひつくりかへつたのでした • 

つづいてレィが打ちこんだ一彈も、他の小鰐をあふむけに擊ちたふしたのでありまず。 
ほかの鰐 どもは、この 有樣にわれがちに水中にもぐりこむ ところを、 スミスのお父さん 
が擊つた彈は大鰐の前あしにあたつ たので、 鰐は强い尾ではねまは ると •泥を八方にはねと 
ばしながら、これもたちまち川底へにげこんだのでありました。 

皆の白服も、レィのシャツー枚のすがたも、そのために、頭から足のつまさきまで泥ま 
みれであります。そのとき、誰かが、も一度あわててにごつた川の中へ1發ぅちこんだの 












H ハ四 

で、 四人は大笑ひして顔を見合せ ると， その眼 も、 鼻 も， すつかり泥だらけになつてゐる 
ので、皆はおこつたり笑つたりして、こ©鍔め、鰐め、と水中へどなつたのであります。 
r さて， あの鰐を誰がとりに行くか。』 

と、スミスのお父さんが、岸にひつくりかへつてゐる二疋の鰐を指さしました。 

船を、どろ深い岸へつけることはできません。といつて、いま鰐の群れがにげこんだ川 
を渡つてとりに行く勇氣のある者もありません。 

『はい、私がとりませう。』 

と、 このと きレィが' すばやく綱の先に輪をつくつて投げつけると，それが上を向いて 
たふれてゐる鳄の足にかかつ て、 ずるずると船へ引きょせられたのであります。 

つづいて 1もう 一疋がはこばれたのでした。 

かうして、船は川上へ川上へと靜かにのぼつて行きました。 

正夫は、ふと、別れたブラニィのことを思ひ出したのであります。 



正夫は、ふと、別れたブラニィのことを思ひ出したのであります。 


『レイ。ブラ-イはお父さんといつしよに、このマライ半島のどこで鳄をさがしてゐるの 
だらうね。』 

『ああ，ほんたうだ。この鍔をブラニイにくれてやつたら、どんなに喜ぶだらう。』 
『ここは、 II の多い川ださうだから、もしかすると，どこかでブラニイにあへる力も知れ 
ないぞ。』 

『それではこの鰐の皮をはいで、おみやげにこしらへておかうよ。』 

『さうだ、それがいい。』 . 

スミスのお父さんたちも，正夫からかはいさうなブラニイの話をきいて、^つそく11*の 
皮をはぐことにきめたのでありました。 

レイが、腰にしばりつけた黑い山刀を引き抜いて、鰐の腹にあてました。 

するすると皮はむかれて、にはとりのやうな黃色いあぶらをもつたまつ白な肉が、あざ 
やかに走る山刀の下からあらはれて來たのであります。 

i 
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川は、ひとところ急に大きくひらけて、兩岸には繪具箱から飛び出した やうな 小.烏が、 
色とりどり、聲さ まざまに 嗚きかはして、 マラィ 半鳥のま晝は大昔の やうな 靜けさ であり 
ます。皆は耳をかたむけて腕をくむと、眼をうつとりとさせて自然の美しさに心を打たれ 
てゐたのでした。 

i さあ' あそこの岸へつけて，一休みしょうではないか。』 • 

と，スミスのお父さんがいつて' 船は川の流れについて曲つたとき，冷えた密林の中へ 
どこからか、ぐわうぐわう上いふ異樣なひびきにまじつて、さつと熱風が吹きこんで來た 
のでありました。 

/ 

『なんだらう、この風は。』 

『なんだらう、あの物音は。』 . 

と' 皆は岸へつくと、ねむり草が一面にはびこつた丘を、不安な思ひにかられてかけの 
ぼつたのであります。 



ぼつたのであります。 


で：一て頂上についたとき•四人はあ■つと聲をあげたまま、見る見るうちに顏色を力へて、 
全身をがくがくとふるはせたのでした。 

gji の大森林からまきおこつた山火事が、見わたすかぎり天に火焰を吹きあげて、恐ろ 
しい勢ひでせまつてくるの T ありました， 

7 

〆 

日一日と，ィギリスやアメリカにとつて恐ろしく感じられて來るのは、日本でありまし 
た。 . 

金世界に、いま日の出のやうないきほひで、國の光りをかがやかせてきた H 本を眺めた 
とき、ィギリスとアメリカとは、靑くふるへるひたひをつき合せて幾 rnl も相^ & m ねた 
のご b ります。何としても、今のうちに H 本をたたきつぶしておかなければ^'汗人のた 
a6 こ*一億の：！：本人が立ちあがる H がくるにちがひない。その場合吾々は、永い年月の間 



東洋からうばつてゐたいろいろな寶を殘して：船に W * あげて本國へにげかへ る やうな こと 
にぶつかるかもしれない。これは大變なことである。今のうちに日本をいぢめつくして、 
手 も 足 も . Hi ないやうにしてくれようと、この 兩國 はしめし合せて、わが 國 が必耍 とする 载 
やゴムや*その他のすべての物をおさへて、ぐづぐづ申すならこれ だぞ とばかりに、武器 
をならベておどかしたのであります。 

靜かな英領 マラィの 密林に も' ざん がうは掘られました。 gg 雛はめぐらされて，卜 I 
チカはつくられました。 

飛行^からは絕えず發着する戰鬪機が、 ぐわうぐわうと , つばさをひるがへしてゐ まし 
た。その炎天の下で演習の ために 撃ち鳴らす砲兵隊の大砲の ひびきは、 晝も夜もいんいん 
とこ だまして、 あたりの 椰子林を震は せてゐました。 步兵部隊は そのどよめきの中を 、 g 
地帶から濕地帶をぬつて突撃をくりかへしながら、赤道直下の住民たち にィギリスのすば 
らしさを示して ゐ たのであります。 



らしさを示してゐたのであります。 


r 日本兵などは、一步た りとも マラィの地にはょせつけない。』 

『これだけの備へが あれば、 まづ充分である。』 

兵隊たち は， 汗とほこ U にょごれた軍服をバナナ林の幹にひつかけて、演習づかれの身 
體をしめつぼいしだ類に投げかけたの''; 

そのとき一陣の熱風が、ぐわうぐわうといふひびきをともなつ て， 吹きまくつて來たの 
で，兵隊たち は， はつと天をあふぐと、その顔に黑けむりが火焰をまきあげておそひ 力力 
つて來たのでした。 

『なんだ、なんだ’これは。わ あ、 火事 だ， 火事だ あ、 山火事だあ。』 

『山火事だぞ、山火事だ ぞう。』 . 

あまりにもふいの出来事に、色を失つた兵隊たちは大砲 も 軍服も放り出した まま、 トー 
チカににげこむ者、火焰に卷かれる 者、 川にとびこむ者などが叫びをあげて八方に亂れち 
る 有樣が、正夫たちがかけのぼつた JT -. から眞下に眺められた とき’ スミスのお父さんは病 

一六九 
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後のスミスの手をひつつかむが早いか、これも腰を拔かす やうな 叫びを 一聲あげると、 丘 
をかけおりたのでありました。 

『みんな、.にげるんだあ 。 J 

正夫とレィは、むちゆうで手を引きあつてそのあとから走る と、 野猿の群れが一團 とな 
つて悲嗚をあげながら、頭上の枝から枝を煙に追はれてにげて くるのでありました。 

それと同時に、晝なほ暗い密林の葉かげにひそんでゐた-大小數萬の蟲けらが一樣 にと 
び立つて、かすみのやうににげる中を四人は、左右の手でそれをたたきはらひながら、 一 
氣に發動機船まで走りつくと、川上の火はすで^川を越して、火玉となつた木の葉が兩岸 
か■ら頭上に降りかかつて來るのでありました。 

『船に火がつくぞう。』 . 

『服をぬげえ。水びたしにしてたたき消すんだ。』 

『シヤツもぬいで振りまはせえ J 




正夫たちは服とシャツをぬぐと川につけて.上半身をまつぱだかにしたままそれを振り 
かざして、船內に散りかかる火の粉 y たたかひはじめた？ぁります。そのぅちに、火は 
丘にもえひろがつて、その向かぅで兵舎の火藥でも爆發するのか物すごいとどろきが天 


地をゆすぶれかへしはじめました 
『とてもだめだ。船をすてて森から森へにげるんだあ。』、 

今は全力をつくして、聲もな く火の粉とたたかつ てゐる 少年たち に、 スミスのお父さん 
は氣狂 ひの やぅな聲をしぼりあげると、 船は川下へ矢のやぅにつつ走つ て、 たたきつける 
ほどの いき ほひで左岸にぶつかつたのであります。 

四人はそのいきほひで船底にひつくりかへると、無我夢中ではねおきて船からとひおり 
るが早いか、密林の中へにげこんだのでした。 

『レィ、 大變だあ，鰐の皮を忘れた。』 

と， 正夫が足をとめたのであります。 

， 一七一 


rv 」 うだ。ブラ11ィにやる皮だ。』. 

レィはあわてて船に引きかへしながら•なほも叫んだのでし‘ こ。， 

『正夫、リユクサックと鐵砲を持つたかあ。』 

『あ， しまつた。』 

船は總の力 から すでに大蛇の舌のやうな火培を， チロチロと ®*はせ てゐるので し」 こ。 
二人はそれをとび越えて 乘 りうつると、レィは 汗み どろのせなかに二枚の2皮をしょ 
つて船からとび出して来たのでした。つづ-いて正夫が リユクサックと 銃を ひつかついで背 
ベりからとびおりると，二人は、ふたたび森ににげこんだのであります。 

太陽は 天を S ふ黑煙 のために白くかすんで，その中を繼 と 蝶の大群が贊に まかれ 
ながら、正夫たち を 追 ひこして 行つ たのでした。 

スミスとスミスのお父さんは、どこへにげこんだのか，密林のために、もうわかりませ 



ふと氣がつくと、今度は正夫のすがたが見えないので•レィは靑くなつて五十メートル 
ほども引きかへすと、地にはつた&かづらに足をからませた正夫が、しげみの中にもがき 
まはつてゐるのでありました。 

『正夫、正夫、大丈夫か ぁ。』 

『大丈夫だ。足と手がからまつてゐるんだ 。 J 
『ょうし、 こいつめ。』 

レィは腰の山刀を引きぬくと，針金のやうな藤づるをたたき切つたのであります。 

『正夫、スミスが見えないの だ。』 

『お父さんといつしょだかち大丈夫だら う。 かうなつたら二人でどこまでもにげるんだ。』 
「さ うビ 。にげなき や だめだ あ。 こんどは首をしめられるから氣をつけろ。』 

『あ、ほんたうだ。』 

無數の莴 . It がどの枝からも綱のやうにたれさがつ て、 火焰はぐわうぐわうとうしろにせ 



まつてゐるのでした。 

このとき、とつぜん地ひびきといつしよに、みしみしと樹木の折りたふされる音が した 
ので、ひよいと正夫が振りむくと、大きなけだものの贤 R が木の間がくれに、ち•らりちら 
りと見えて，何かたくましいうなり聲がお しよ せてくるのでありました。 

『レィ、何かうしろから出て來たぞ 0 J 
『なんだ、なんだ、正夫。』 

『猛獸だあ 。 J 

『うわあ1 0 』 

死物ぐるひで走りぬいた二人の行く手に、どろんとにごつた廣い川が，水をたたへてあ 
らはれたのであります。 . 

II レィとひこんて向かう岸まておよぐんだ t : 

正夫は叫びなが， b ' 川岸に ® r り重なつて倒れて ゐる fi < ちた 大木を けると、とくいの面九 




正夫は叫びながら、川岸に' » r り重なつて倒れて ゐる 朽ちた大木を けると、とくいの面ん 


ぶりでお* J : ぎはじめたのであります" 

遠くの 山々は海のやうに晴れわたつてゐるのに、頭上 S 天に立ちのぼる火焰と黑煙が、 
うづをまきながらむくむくと入道雲となつてゐます" 

S & の列がするどい 聲を そろへて、その 雲を横切り•川を越してのがれて 行きました。 
どこでどうぬげたのか、正夫の兩足には靴がなく、ひりひりと足の裏が痛んで、せなか 
には' びつしょりとぬれたリユクサックと鐵砲が、くひつくやうに乘つてゐて、向かう岸 
i 次第に一 y づいてくるのでありました。 

『レィ、 もう大丈夫だ。でも向かう岸に火がついたなら’この川のまん中でもぐつてゐれ 
ば助かるぞご 
『——。』 

『もう火丈夫だょ。』 





『レイ、レイ、ぐわんばるんだぞ、しつかり •』 

と、どなりつけるやぅにふりむくと、レイのすがたはなく、お節プの實が二つ三つ、ひつ 
そりとぅしろに ゆれて ゐる ばかりであります。 

『レイ、レイ、レイ。』 

. 棒立ちになつた正夫は、やにはに水中に もぐりこ むと、兩 手を振りまはしてレイを求め 
たのですが、手にふれるものは紅樹の長くのびた根が冷え冷えと指にまつはる ばかりで、 
親友のすがたはありません' 

『レイ、レイ、レイ。』 

ふたたび浮きあが■つて、もしやと、はるかな火焰の下に眼を やる と、今は絕 望の兩手を 
頭上にかかげたレイが、ひよろひよろと水ぎはをかけまはつてゐる姿が，眼に入つ たので 
ありました。 

ああ，レイは.およぎを知らなかつたのだと、正夫は胸が にえ かへ る昆ひで、水を けり 



ああ，レイは.およぎを知らなかつたのだと、正夫は胸がにえかへる思ひで、水をけり 


水をかき、夢中でおょぎかへしたのであります。 

『今行くぞう、今行くぞう、レイ。』 

をりから火に追はれた野象の1が、二頭、三頭、五頭と、親象は子象をかばひながら， 
レイのうしろから、びんらう樹をけたふしてあらはれたのであります。 

『ああ、象が出たあ。』 

正夫が叫ぶその聲がきこえたのか、それとも象の足音に驚いたのか、レイはふりかへる 
なり一頭の大象をまともに見つめたまま、いきなり頭をかかへると、水ぎはにどつとうち 
.倒れ.たのであります。 

のつそり、のつそりと、親象は二頭の子象をしたがへて、レイの身近にせまつて來たの 
でした。 - 

ばうぜんとした 正夫は、氣を失 ふやう K 水中に 沈むと、ぶくぶくと 二三回 水を のんだの 
で、あわてて氣を とりな ほして浮かびあがる と.レイの 小さな身體は大象の鼻のさきに くる 
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くるとまきあげられて* 象はその ま 
ま川を渡つ てく るので ありました。 

常 S の國の天候は，にはかに變り 
やすく をり力ら竹を引き さくやぅ 
なとどろきが、椰子林の上空に走つ 
たかと見るまに、川上の黑煙の中に 
大雷雨がおそつて來ました。 

レィの後にえんえんと天をこが 
して燃えさかる火馅は，たちまちお 
しよせた大灑のやうな雨におされて 
横にひろがると、火ぐるみの龍が火 
玉をとつてあばれまはるやうに' 暗 









玉をとつてあばれまはるやうに、 5 t 

い密林中に燃えひろがつたのであり 
ます。その火焰がふたたび密林でい 
き ほひを增 すと， 豪雨を龍卷のやう 
に吹きあげたので、馅はどこまでも 
天高く，深紅の色にそめかへりなが 
ら ，今度はさらには げしく 雷嗚を ともなつて、 二度三度おそひかかるので、火焰はうづを 
まきながら 地にはひ、また吹きあがるので ありました。 

マラィの天地は，自然のたくましいたたかひの中にぐわうぐわうととどろきかへつて， 
かべのやうに閉ざした豪雨のために、もはや象も*レィのすがた も、 見ることはできませ 
ん。正夫の郎&にある ものは， 全身を水中におしつけようとする銀板のやうな m い雨と、 
顏面を打ちかへす水しぶきで，その向かう に， たくましいうなりをあげた、まつ赤なひろ 
がりがただかすんでゐるばかりであります。 








Is 

『レ f ィ-レ I ィ—。』 

正夫は水火のたたかひに負けまいと，聲をしぼりあげて、そのとどろきと、まつ赤なひ 
ろがりの中に水をけつたのであります。 

I /X --- 

またも爆發する火藥が、雷雨のなかにひびきわたると' 火柱となつた樹木が正夫の前後 
に、雨を切つて降りかかつて来たのでした。 

進むも、しりぞくも、もはや正夫には動きがとれないのであります。 

火柱とな.つた樹木は、しきりに豪雨をつきやぶつて、飛びかかつてくるので、幾回も水 
中にもぐりこ4で避けてゐるうちに、やにはに針でついたほどの靑空があらはれたかと見 
るまに、たちまち豪雨を引きさくやうな晴天に變つたのであります。 

見たこともない燒野原がふいに眼の前にあらはれて、千古からの密林は、川上から丘一 
たいにかけて、今は黑こげの幹を數本、棒ぐひのやうにつつ立たせた まま、 白煙の中に、 




たいにかけて、今は黑こげの幹を數本、棒ぐひのやうにつつ立たせた まま、 白埴の中に、 

音もなくをざまりかへつてゐるのでありました® 

正夫はその煙の中を、狂ふやうな M ざしでさがし求めたのですが . レイのすがたを見る 
ことはできません。ふとふりむくと' いつのまに渡りきつたものか、尝頭の大專が一一頭 
の h 象をかこんで*しかもそのうちの一頭はレイを背にまきあげたまま、對岸の紅樹の力 
げを、のつそり*のつそりと步いてゐるのてありました 

レイのはだかの手足が、その背にあふむけになつたまま陽にかがやいて' 肩にしばつた 
獄の皮がほどけて、象の大きな耳のわきにだらりつとゆれてゐるのを見ると、正夫はまた 
全力をつくしておょぎかへしたのであります。 

象の群れは，茂りに茂つたパンの大木の下まで來ると輪になつて、しばらく小象を鼻の 
先でなでまはしてゐましたが、やがてレイを乘せた象は、鼻の先に高々とレイをまきあげ 
ると，靜かに川择におろしたのであります。そし- t 水中に長い鼻をつつこむと，その先か 
らレイの全身に水を吹きかけたのですが、レイは、死んだやうに動きません。 
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象は、 ^の先を地につける と、 二三回ごろごろとレイをころがしたのであります。 

鸚鹉の.列がするどい聲をか.け あつて， 川を わたり、 廣い燒原を越して歸つて行くその向 
かうに、あざや■かな色で、浮き出すやうにもう虹がかかつたのでした。 

正夫は， M をころした まま， JJ' JP 近くまでおよぎついた水面に顔を出して、じつとレイを見 
まもつてゐると、レイの手足が、かすかに動きはじめたのでありました。 

象は、しばらくそれをながめてから、心地.よさ さう に鼻と耳を，虹に向かつて一と振り 
すると、小象を中にして■•一列 rc うしろの密林へすがたを消したのでありました。 

よたよたと半身をおこしたレイは、ぼんやりと 口を ひらいたまま、うつろな眼つきで遠 
くの方をながめてゐるところを、岸にはひあがつた正夫が、その背中をはげしくたたい.て 
叫んだのであります。 

『レイ、レイ' しつ かりしろ。僕だ、.僕だよ 。 j . 
r おお正夫か。』 




r おお正夫か。』 


『象が，象が、 君を助けてくれたのだよ。』 

『僕は、 象にふみつぶ 3 れてしまつたん だ。』 . . 

『何をいつてゐるんだ。レィ、君は生きてゐるんだ。象が君を背中に乘せて向力う b 力 

らここまでにげてくれたのだよ。』 

『僕は生きてゐるのか。』 

『 V 」うだ。けがもしてゐないのだ』 

『山火事は、どうしたらう。』 

『消えたよ。あのとほりだ。』 

と、 正未が指 V 」す向かう岸には，まだ白煙がこげくさいゴム極の《ひをしきり 广ブだ 
よはせてゐるのでありました。 * 

『スミスたちは、どうした•らうね、レィ。』 

『さうだ。 V 」がしに行かなければいけない」 
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『立てるかい。』 

『ああ， 大丈夫だとも。』 

と、立ち あがらうとするレイの 手を正夫が つかむと、大變な熱で、レイは、へたへたと 
そのまますわりこんでしまつたのであります。 

『レイ、とてもひどい熱だ。』 

『すこし、 氣持 ちがわるいんだ。』 

『よし* ここで寢てゐたまへ。 どしどし 水で 冷やしてやる。』 

レイは：ハンの木 かげに—むけにひつくりかへると、熱にうるんだ眼で. たわわに實 
つた 大きなパ； s §を 力なく ながめた まま、かさかさと風 S るがへる葉づれの音をきい 
てゐ たのでした。 

* / 

正夫は 腰のタオルを川にひたして、幾回もレイの頭を冷やしたのですが-熱はとてもさ 
がりさうもありません。どうしたらよいのかと思ふと、ただただ、聲のかぎりに天に向か 



1 りません。どうしたらよいのかと思ふと' ただただ、—りに天に向か 


つて、スミス親子の名を呼んだのでありました。 

『お I い。スミス-スミス-0』 

しかしその聲は、川の面に遠くひつ そりと ひびきかへるばかり‘で、 スミス 親子の返事は 
ありません。 

『レィ， 苦しい.だら う。』 

『心配するな正夫。ここへ穴を掘つて、僕をうめてくれないか。』 

『なぜだ。』 

『熱のあるときは、土にうづまつて首だけ出してゐればなほつてしまふものだ。』 

『そんな ことをして， いいのか。』 

『いいとも0』 

『鰐が、ここまであがつて來ないだらうか。』 

『こんな乾いたところへ、やつて來るもの か。 鰐はじめじめとした場所へ、あがつて來る 
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ものだ •』 

土の中に人間をうめて、この高熱がほんたうになほるものだらうか。それよりもはやく 
人を呼んで手當をしなければならないと、正夫は考へたのであります。 

『さうだ，レイ、ちよつと待つててくれ。向かう岸までおよいで V 僕は イギリスの 兵隊を 
呼んでくる。』 

『正夫、待つてくれ。昔々から、インド人が、イギリス人に救はれたためしは，ーベんだ 
つて ありやしない。それに 君は日本人 ぢやないか。こんな 密林で君を見つけたら、兵隊た 
ちは何をするかわかり やしない。スパイ 扱ひにしてしまふ。』 

『ああ、それもさうだ。』 

と、 正夫は腕をくんだのであります。 

いま 祖國では、來栖大使を アメリヵに 渡らせて、東洋平和の ために、靜かに話をすすめ 
てゐるのであります。しかし、 アメリカはイギリスとともに、日本を見くびつて、がうま 



てゐるのであります。しかし、アメリカはイギリスとともに、日本を見くびつて、がぅま 

,v. 

ん無禮きは まる 問題をつきつけてゐ るので， 禮儀ただしい日本が、こらへにこらへてゐた 
1 の縱を 切つたら 最後、 戰ひはただちに開始され る ことは明らかなことであります。 

正夫は、つひに方法もないので、レイの腰から山刀をはづすと、およぎつかれた腕に力を 
こめて、413と、ねむり草が一面にはびこつた赤土を J 心に掘りはじめたのでありました。 

レイが、ひよろひよろと 立ちあがつて，土をはこび出したので、正夫は驚いてどなつた 
のであります。 . 

『レイ、君は寢てゐるんだ。』 

『僕のためにして くれることを、 僕がだまつて見てゐられ るか。』 

『君を早くなほすために僕は掘つてゐるのだ。動いたら熱があがるぢやないか。』 

『君だつ て、ず ゐ ぶんつ かれてゐるだら ぅ。』 

『つかれてなんかゐるもの か。 寢てゐ ろ， 寢てゐろ。』 

『そんなことできるもんか 。 J 

一八七 
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『何を。』 • 

『何を。』 

『寢てゐるんだ。』 

『できない。』 

二人はしばらくにらみ合つてゐ るぅ ちに •レィは ぽろぽろと淚を流したのであります。 
『正夫、ありがたぅ。僕はこんなに、こんなに泣けて くる。』 

『つかれてなんかゐるものか"つかれてなんかゐるものか。』 

穴はしだいに大きくなり、正夫のはく息が靜かな大氣のなかに' は—は f ときこえるの 
でありました。 

8 . . 


#1つた S 


熱帶の夕方は、たちまち夜になつてしまふ„ 



埶川帶の夕方は、たちまち夜になつてしまふ。 


密林に，まつす ぐ、 太陽が落ちたかと見る まに， 冷え冷えとした風が、さつと渡る と、 
もう空一面は、むらさきの大星小星にかざられてゐる©でした。 

數百萬の ST は、川の面に長々と枝葉をのばした大木の一枝一枝に、ぎつしりとむらがつ 
て、 川上へ、川下へと、見わたすかぎりえんえんと靑白い光を明滅させて、正夫は、その 
下でレイの看護につとめたのであります。 

レイは、土から首を出したまま、こんこんとねむりつづけて，螢が明滅するたびに，そ 
の首は、ときに靑く、ときに黑く風の中にさらされてゐ るのを、 は、しきりにいたは 
つたのでありますが、とても熱はさがりさうもありません。 

ああこの親友を，どんな方法でシンガポールまでつれて歸つたらょいのだら う。 それょ 
り も，いつたい パト パハ町はどの方向であらうかとあふぐ， 空に、 南十字星がひときは輝き 
を增してゐるばかりであります。 

正 夫は， レイの前にすわりこむ と、 その足首にこほろぎがはひあがつ て、 きりきりきり 

一八九 



きりと 鳴きはじめたのであります。 

それにつれられて，前後左右から、ころころ，ちろちろと地蟲の音がわきあがつてくる 
と，正夫はさびしさにたへかねて、シンガボ I ルの明るいわが家を思ひ出したのでありま 
した。 

そこには夕飯をたのしくすませた阑親が，さわやかな夜の茶の間で，日本のお茶をやさ 
しくくみかはしながら、自分のうはさ話をつづけてゐる靜かな有樣が1眼に浮かんで來た 
のでした。 

『正夫にも，鳄が、うまく擊てましたでせうか。』 

『さあ、あいつは、水におぼれた者にお，ぶさつて歸つて来るやうな臆病者だから，とても 
撃てまい。それに、はじめて鰐を見るのだから、恐ろしくて、ふるへあがつてゐる こと だ 

らう。』 . 

『まさか、そんな こと もありませんでせうが 。 J 



『まさか、そんな こと もありませんでせぅが 。 J 


r いや、それにちがひない。私なら、どんな大きな跨が來やうとも、ただの一發でずど 
んとしとめて見せるめだがね。』 

『おやおや*またお父さんのごじまんがはじまりましたこと。でも正夫は，もう夕飯をす 
ませたでせうね。』 

『そ Li すんだらう。たぶんパトパハ町の小さなホテルで*スミスさんたちと元氣よく 
今日の手がら詁や失敗談をくりかへしながら、今頃は、すきつ腹にどつさり，ごちそうを 
いただいてゐるかも知れない。』 

ああそんな會話さへも、正夫の耳にはきこえてくるのでありました。 

しかし、見わたせば、どこまでも靑白く川をそめかへした發の大群がつづくばかりで， 
うしろには、巨木が怪物のやうな黑い幹をならべて、頭上から手をかざすやうに、ぶきみ 
な枝をさしのべてゐるのです。 

夜ぜみの^ が、 ミンミンと，ジィジィと' その阶の密林から、一せいにわきあがつて來 
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ると、 對岸の燒けあとに殘つた、棒ぐひのやぅな椰子の橫に、細い月が浮かんだので あり 
ます。 

正夫は、しみじみとした心で、かたはらの能“；使の葉を四五枚ちぎると，それで笹舟を.つ 
くつたのであります。そして、川岸にほしならベたリユクサックの品々のなかから、手帳 
を引きさくと，それに幾枚も、かたかなで走り書きをしたのでありました。 

コノ川上デコドモガニ人ミチ-ーマヨッテキマスダレヵキテクダサイ。 

かな文字は、靑白い螢の光にそまりながら、镝舟にゆられて、ゆらゆらと川^-へと流れ 
て行くのでありました。 

正夫は、たょりなく思つて、ふとレイの名を呼ぶと、レイは力なく眼をひらいたのでした。 
『レイ。今夜ひと晚ここで暮ら V 」ぅ。あしたはスミスのお父さんか、それとも、だれかが 
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助けに來て くれる よ。氣分 はどう だい。』 

『氣 持ちがわるい。』 

『こまつたなあ。ごらんよ、二日月が出たよ。』 

『ああ月が出たね。とても頭が重いよ。穴から出よう。』 

と、レイは 肩の土をゆりうごかして手を出したので、正夫が引つぱりあげる と、 いつの 
まにかその全身は氷のやうに冷えきつてゐるのでありました-,' 

.レイは、どろだらけのまま、しばらく心を失つたやうにつつ立つてゐましたが、いきな 
り、 鳄の皮を引つかつぐ と、 ひよ ろ、 ひよ ろと， 密林の方へ步き出したのであります。 

正夫は、おどろいて叫んだのでした。 
r レイ、どこへ行くんだ。』 

『さあ，早く行かうよ、正夫。』 

『どこへ、どこへ だ。』 



『どこへ、どこへだ。』 


r 僕の家は*この森の中にあるよ。』 

『レイ、何をいつてるのだ。』 . 

『あの夜ぜみの聲は，僕がうまれたセイロン島の家できく夜ぜみの聲にそつくりだよ。あ 
あ、ものすごく.鳴いてゐるな。あの家には，僕のおばあさんがゐる。おぢいさんがゐる。 
正夫、さあ M 十く來ないか。みんなが、ごちそうをつくつて待つてゐるよ。』 

『レイ、どうしたんだ君，しつかりしてくれ。』 

『いそげや，いそげ。』 

『レイ、レイ。』 

川岸の螢の光はとどかず、密林はまつくらやみであります。 

その中を、 レイは， ひよ ろ， ひよ ろと 入つ て 行くので、正夫は うしろから全力をつくし 
て 羽交じめ にした のですが、レイもまた死物狂ひで進まう とする のであります。 

やみの中で、もみ合ふ二人に、ほうほうと嗚きかはすの^ と、 がさがさと何かが步き 



まはる氣配がそこここに滿ちて，ふみしめる足の裏には、べつとりと積もり積もつた 落葉 
がからむのでありました。 

正夫は、レイを引きづるやうに川べりまでつれもどると，レイは眼をつりあげて、 齒ぐ 
きをかつとひらいて、正夫に組みついてくるので ありました。 

またもはげしいもみ合ひが川岸で行はれてゐるうちに、レイはいきなり自分ののどを兩 
手でかかへると' 水だ、水だとさけんで1正夫のうしろにころがつてゐる水筒を、つづけ 
ざまに指さしたのであります。 

正夫はしつかりとおさへつけてゐたレイの腰から腕をはなして、あわてて水筒の口をあ 
けて飲ませょうとすると，うばふやうにそれを とりあげた レイは、水筒の底を天にふりか 
ぶるが早いか、流れ出る水をグビダビとあほつたかと見るまに、かつと噴水のやうにはき 
出してもがきまはつたのであります。 

『苦しい、苦しい、のどが苦^い 0』 



『苦しい、苦しい、のどが苦ムい。』 


.1:ゆをつりあげて、レイはしばらく水筒をじつとにらみす A てゐましたが、またも， 7 k 
水、と泣聲をしぼりあげて吸ひつくやうに水筒にかぢりつくと，ふたたび悲鳴をあげて水 
をふき出したのであります。その有樣は、正夫が前々から父にきいてゐた恐水病といふお 
そろしい病氣にそつくりなので正夫は、今さらにびつくり仰天して、レイの身體にとりす 
がつたのでありました。 

『レイ、しつかりし.てくれ。しつかりしてくれ。』 

恐水病といふのは，氣ちがひ犬にかまれるとその毒がしだいに全身にまはつて、のどが 
はげしくかわききるので、水を飲まうとしても咽喉がけいれんをおこして、どうしても水 
を飲むことができず、つひに1命をうしなつてしまふといふおそろしい病氣です。 . 

いま見るレイの有樣は、まさにそのとほりで，正夫の胸にいきなりょみがへつてきたの 
は，動物屋の原で大雷雨の n におそはれた猛犬のことでありました。 

ああ、あのときに早く、レイの手當を父にうければょかつたがと、今はくち•びるをかん 

一九七 
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で悔ひたがすでにおそく，ただくるひまはるレィのうしろから、又も力のかぎ•りだきしめ 
て大空をあふぐばかりであります。 

二日月は眼にいたいほど細く浮かんで，流星が二つ三つ、むらさきの矢を射るやうに密 
林の中へ消えたのでした。そこには數知れないほどの夜ぜみの聲が、なほもミンミン.、ジ 
ィジ ィと みちて ゐ るのであります。 

ひつそりと立ちならんだ川岸の巨木は、.數千萬匹の螢のため、光の大木をならべた やう 
に、はるかな闇の中にまで、靑白くはてもなくつづ.いて、川魚がその光に銀の腹を見せな 
がら，ぴしりつ、びしりつとはねあがるたびに，夜光蟲が靑々とうづをまくのもひときは 
さびしく、正夫は全くとはうに暮れたのでありました。 

ああ、蝶は蟬どうし、さそひ合せて歌つてゐる。 

ああ、螢は螢どうし、うつくしく熱帶の夜をかざり合つてゐる。 

ああ、夜光蟲は夜光蟲どうし、水中にたはむれながら輪に舞つてゐる。 



ああ、夜光蟲は夜光蟲どうし、水中にたはむれながら輪に舞つてゐる。 


ああ、.僕はどうしたらこの親友をすくひ出すことができるだらうかと、正夫が眼をうち 
つけるレイのせなかには、二疋の麟の皮さへもが、いたはり合ふやうにかさなり垂れてゐ 
ることが，ひしひしと胸を打つてくるのでありました。 

『水だあ、水だあ I 。』 

レイは またしてもあばれ出す と、 正夫の手をふりきつて' こんどは 刀 岸からをどりこむ 
や、がむしやら に水をすくつて口の中にたたきこんだのですが ••> そのたびに悲鳴をあげて 
くるひながら進むので、闇の流れはみだれて、夜光蟲がもえあがる憐のやうにかがやくの 
でありました。 

『レイ，レイ、 あぶない、あぶない。』 

深みへ深みへと進むレイのうしろから，正夫も泣聲をあげてとびかかると、はずみをく 
つて，二人は流れのなかにざんぶと打ちたふれたのであります。」 




'椰子は密林の夜風に鳴つてをりました。 

その下に、椰子の葉11耳の小屋が、やぐらづくりの丸太の上に、一つ小さく建てられてあ 
りました。 

內にはぅす暗いランプが黑々と油煙をはきながらつるされて，その下に，二人の親子が 
はだかのまま、しんみりと燒魚を前にして、手づかみで夕飯をたべてゐるのでした。 

マラィ半島へ鳄の皮をとりに行つたブラ—ィのお父さんと、ブラ-1ィであります。 

『ブラニィ、今日はすつかりえものをにがしてしまつたなあ。』 

『だつてお父さん、あの大火事だもの。鰐だつてみんな底へにげこんで吸ひついた きり， 
出て來やしない。』 

『全くすこい火事だつた黑こげ になつ た烏や梟の子が、 fe つも 幾つ も、 眼の前に ふきと 



『全くすごい火事だつた。黑こげになつた烏や梟の子が、 fe つも幾つ も、 眼の1 0 IJ に ふきと 


んで來たにはおどろいた。』 

『どかん、どかんと、大きな音がしたのは、あれ、なんでせう。』 

『あれ か、 あれはたぶん、この川下でいつも演習してゐるイギリス兵も火に追はれて、火 
薬なんかが破裂した音だらう。』 

『戰爭は、はじまるのかしら，お父さん。』 

『はじまる。はじまるとも。今に東の方からきつと神の兵隊が來る。そして英米人なんそ 
このマライ半島から，一人のこらずたたき出してしまふにちがひないのた。』 

『神の兵隊といふのは1みんながいふとほり、たしかに日本兵だらうか。』 

『さ うだ。 マライ 人の誰もが さう 信じてゐる。』 . 
『いつごろ來るだらう。』 

『昔からの言ひ傅へでは、今年中に來ることになつてゐる。』 

『今年中に I 。』 
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『でも今年は、あと三月ぐらゐで終りますょ。』 

『しかし、今年中にかならず來る。お父さんたちはお11父さんの時代から，胸の中で この 
年の來るのを待ちかぞへてゐたのだ。』 

さぅいつたきりブラニィのお父さんは何か思ひにふけるらしく、じつと眼を とぢ たまま 
御飯をかんでゐるのでした。ブラ ニィ もまた、この大密林いつたいが戰場と化す日の もの 
すごさを想像して、魚の骨をカーぱいつついてゐるのでありました。 

『そのときには、ブラ11ィ、お前は神の兵隊のために，少しでも役に立つしごとをしなけ 
ればいけない。死んだお母 V 」んにむくゆるために。私も、身をすてて働く。』 

マ-' y チ箱のやぅな小屋をつつんで、戶外には地蟲の聲がリンリンとみちてゐます。その 
時， はたと一時に蟲の音がとだえたかと思ふと、ふいに、人の足音がひたひたと近ょつて 
來たのでした。 



來たのでした。 


二 vtts はず、いきの C 日をころして耳をそば立てたのでありますパ 
『なんでせぅ、お父さん。』 

『こん•な場所へ人が来るわけはないが。』 

ミシミシと丸太づくりのはしごが鳴つて' 

『こんばんは。もしもし、こんばんは。』 

と、英語の聲がのぼつて來たのでした。 

いきなり入 P のむしろ戸があけられて、見れば.肩もズボンもどろまみれにちぎれた白 
服—につけた白人—が一人、鐵砲を^に子供を背負つてあらはれた？あります。 
『誰です、あなたは。』 

と、 ブラニィの父は、けはしくたづねたのであります。 

『.- rrx 事に&はれて、道にまょつた者です。この子がすつかりつかれきつてゐるので一 
晚とめてくれませんか。それに子供がまだ二人行方不明になつてゐるので、私はこれから 
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すぐにさがしに行かねばなりません OJ 
『とにかくおはいりなさい 0』 

『ありがたぅ。』 

白人はたふれるやぅに背なかの子供をおろすと，ぐつたりとしたその子と、ブラ ニイ 
眼とがふとかち合つたせつな•二人は思はず聲をあげたのでありました。 

『おお、ブラニイぢやないか。』 

『おお、スミスぢやないか。』 

ことの意外さに、父親たちは眼をまるくしてたづねたのであります。 

『お前たちは知り合ひなのか ^ • 

『さ^です、お父さん 0』 

と-ブラニイはスミスのそばに走りょつていたはると、正夫の家で二人は知り合つて動 
物屋へ行つたことや、そこでスミスが狂大に扫そはれて、正夫やレイといつしょにふせい 


の 



物屋へ行つたことや、そこでスミスが狂犬に扫そはれて、正夫やレイといつしよにふせい 


だことなどを語つたのでありました。 

スミスの父はあらためてブラ-ーィに禮をのべると、 今 その 正夫と レィが 山火事に追はれ 
たまま、行方不明になつたことを吿げたので、ブラニイは血相をかへて 立ち あがつたの、て 
あります。そして、.びつこの足をのばして、かべに3げられたカンテラをはづしながら 叫 
んだのでした。 

『お父さん、僕さがしに行つてくる。正夫もレィも、虎か野象にくはれてしまふ。』 

『 ti 、 私も一了く。スミスさんたちは、しばらくここで休んでゐてください。』 
『とんでもない。私は先頭に立つて行乂責任を感じてゐるのです。』 

カンテラが二つともされて、その光の中で四人は丸木ばしごをおりると、前の川べりに 
出たのであります。 

ブラニィの父は、振りかへつてたづねました。 

『ス•ミスさん。見ぅしなつたといふのは、どの方面です。』 

-一〇五 
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『それが、むちやくちやに逃げまはつたので，今ではさつぱり見當がつきません。だいた 
い山火事はどの方向でした。』 

『このまつ正面に、三ッ星さまがかがやいてゐるでぞう。あの下あたりいつたいの森林で 
す。』 . . 
『では，ここからもうすこし左の方にあたるかも知れません。』 

『さうですか。たぶん森にはもうゐまい。ゐたらおしまひです。この川べりを iHS をたたき 
ながらさがしてみませう。ブラニィ、ドラを持つて來なさい。』 

『はぃ。』 

と、ブラニィは家の方にかけながら言つたのであります。 

『さうだ，正夫にもらつたハ I モニヵで、あの曲を吹 t - 立ててみょう0』 

まもなく打ち鳴らされたドラの音は、靜かな川のおもてに遠く遠くひびきかへるのであ 
りました。 



りました。 


ゴゴゴ丨ン ゴンゴンゴ—ン . 

ゴゴゴ丨ンゴンゴンゴ丨ン . 

M のあひまにブラニイとスミス少年とが、聲をからして星空に名を呼ひつつけるのであ 
ります。 

『お一ぃ、正夫 ゃ 一ぃ、正夫ゃ一 ぃ。』 

『お—い、レイや I い、レイや1い。』 

夜のとばりが深まるとともに•密林にはあやしげな鳥とけだものがのさばり出したもの 
か，夜ぜみの聲もいつか消えて、川べりには、しんしんと冷えきつた風が流れると、進む 
四人の足もとから、1^石を散らすやぅに無數の發がまひあがつたのでありました 
『正夫ゃ一ぃ，正夫ゃ一ぃ。』 

『レイや—い、レイや1い。』 

スミスの父は四方の M に向かつて，カンテラの光をぐるりぐるりと輪にまはしながら、 
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がさごそと羊齒るゐをふみしめて行 
くと、ブラニイの父は、はるかに鉦 
のひびきがきえて行くたびに何か答 
へはないもの力と耳をすませなが 
ら進むのでありました。 

をりからの風に、ふと、皆は何.か 
きこえて來たやぅな氣がしたので、 
足をとめました。すると、また何の 
聲かきこえて來たのでした。 

はてなと、胸をときめかして四人 
が' 顏を見合せると、さらにすきと 
ほる聲がかすかに遠くか. b ひびいて 






















ほる聲がかすかに遠くからひびいて 
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1 


來たのでありました。 

このと き首をつき出して、かたづ 
をのんでゐたブラニィが、いきなり 
不自由な足で地を^.つてをどりあが 
つたのであります。 

『ゐた、ゐた。正夫だ、正夫だ。あ 
れは僕がかたみにおいて來た笛だ。 
鼻笛の音だ。』 

と、ブラ ニィは 正夫の名を呼びな 
がら、思はず四五メートルも走ると、 
つかんでゐたハーモニカに氣がつい 
て立ち どまる や、力いつぱい吹きた 
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蹲 
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てたのであります。その曲はシンガボ I ルで別れるときに，正夫からハーモニヵとともに 
もらつて來た、あの愛國行進曲でありました。 

吹き終へると、一しゆん靜けさを增したやみをぬつて、やがて川上から、同じ曲の笛の 
ひびきが返されて來たので、ふたたびあたりの森 K 鉦は高らかにこだまして，ヵンテラの 

ひ . 

灯がはげしく振られると、息をはづませて正夫とレイの名を呼ぶ聲が、川上へ川上へとい 
そいだのであります。 

かんらんの太い枝は入りくみながら流れをおほつ て、 その下に横たはる岩の上に、レイ 
を藤づるで背負つた正夫が銃をにぎりしめて，八方、猛獸の眼に氣をくばりながら、.鼻笛 
を吹いてゐるすがたが、靑&く螢に照らし出されて發見されたのは、それから程もないこ 
とでありました。 

正夫は安心のためにぶつ倒れさぅになる心をしつかりと持ちなほして、一部しじゆぅを 
語ると、今はこんこんとねむりつづけてゐるレイが、皆の手で正夫の背からおろされたの 



語ると、今はこんこんとねむりつづけてゐるレイが、皆の手で正夫の背からおろされたの 


であります® 

乎べど叫 y ど、もはやレイの答へはなく、人々の聲が闇にこだまするばかりであります 
そのなかで正夫は一一疋の®の皮を指して，ブラ-一.イに吿げたのでありました。 

『レイは、君にもしあへたなら，この®の皮をおみやげにあげるのだと、今朝から大事に 
背負ひつづけてゐたのだよ。さあ、受けとつてくれたまへ。』 

にはかにすすり泣く聲がそこここにおこつて、ブラニイが横たはつたレイにとりすがつ 
たのであります。 

『僕は、僕は、君 KP の皮をおくる約束をしたのに、君からもらはうとは III 心はなかつた。 
レイ、レイ、ありがたう、ありがたう。たしかにもらつたよ、もらつたよ。』 

U 風に、しだいに令えきつてゆくレイの手をにぎりしめて、ス、ミスも叫ぶのでありまし 
た。 

『レイ，レイ，君は僕の身がはりになつて犬のために倒れたのだ。僕はどうしたら君にむ 








くゆることができるのだ。レイ、しつかりしてくれ。それを敎へてくれ。もぅ一度生きか 
へつてくれ。レイよ、レイよ。』 

二日月も沈んだ星空に、螢の大群が一文字に川を渡つて行く下で，少年たちの泣聲がし 
だいに高まつて來るのでありました。 
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正夫は親友レイの葬式を送つてから，しばらくはさびしさにたへられない思ひで暮らし 
てゐましたが、そのあひだにも戰亂の砲火はいよいよ歐洲全土をおほひつくして*今は朿 
洋の天地にもけはしい風雲がぅごきはじめたかと見るまに、*つひにイギリスは、にせ紳士 
の面をぬぎ捨てて、かくし持つたけだものの心をむき出しにあらはすと，日本人よ、お前 
たちは敵國人であるから思ひしるがよいとさけんで、シンガボールをはじめマライ各地に 
住む邦人を’めちやくちやにいぢめにかかつたのであります。 



住む邦人を’めちやくちやにいぢめにかかつたのであります。 


祖國をはなれて三千海里，燒けつく熱帶の土地にル此が、努力と奮_と、ふき出すあせ 
の玉からきづきあげたすベての商店も、會社、銀行、鑛山、ゴム園% , 、今はかたくとびら 
が閉ざされて、そのかげで，無念の齒ぎしりをかんでこぶしを振りあげた日本人が、今に 
見てゐろと胸の血潮をわきたたせてゐるなかに、正夫の一家もあつたのであります。 

をりから' 同胞は' もはや一刻もこの地にとどまることな•く、直ちに本船で歸國すべし 
との命令を持つた卯 Si (扶桑丸)が、港外七十マィルにわたつてめぐらされた、 敷設 水 
雷をたくみにわけて’日本からシンガボール港に入港したのでありました° . 

『お父さん、僕たちも歸るのですか 。 j 
と，正夫はたづねたのであります。 

『もうかうなつては、一たん歸るより方法はあるまい。』 

と、正夫一家をはじめマラィ、シンガボールに住む日本人は、敵國人からはづかしめを 
うけるよヶは，むしろいさぎよく、すべての物をすてて、日本人の態度を持ちつづけたま 

. 一二三 
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ま祖國のふところに歸らうと，身のまはり品をわづか一個の手荷物にくくりあげて、乘船 
のした くを ととのへたのであります。 

しかし ィギリスは 扶桑丸を岸壁によせつけようとはしないで，物すごい要塞のまつただ 
中にとめおいたまま、水も石炭も積むことをゆるさず、多くの憲兵と巡查とを船內に•とま 
りこ ませると、そのまま三日 も 四 H も 陸上との交通を斷つてしまつたのでありました。 

あまりの仕打ちに、煮えかへる思ひを持ちつづけた正夫の父は，よし、ここが日本人の 
肚の見せどころだと、ある夜親しい人々を招いて「シンガボールさよなら俳句會」を、今は 
患者一人とてもない、がらんとした病院の日本間の一室で，開催したのでありました。 

集まる者は、俳句ずきの田中ゴム園長さん，三星會社支店長さん、寫眞機屋の村川さん 
雜貨商の玉川さんなど二十餘人が輪になつて、たたみの上にいういうとあぐらをかいて俳 
句をつくる有樣は、今日の今日まで數十年かかつて積みあげた物を、ことごとく今失つて 
歸國する人たちばかり©會とは思へないほど、すみきつたものがありました。 




歸國する人たちばかりの會とは思へないほど、すみきつたものがありました。 


『內地は，もう秋風のたつ頃でせうな。』 

『こちら向け我も V 」びしき秋の暮、といふ色蕉©.句がありましたな。』 

『なるほど，一年中變化のないこことちがつ て、 四季の—日本はなつかしいですな。灯 
ともせと言ひつつ出るや秋の暮。これはたしか燕村の句でしたな。』 

『秋の句には：とれもしみじみとしたものがうたはれてゐますね。秋さびしあみがさ着た 
る人の影。いよいよ私たちもここ數日のうちに、あみ笠をかぶつた旅人となりますかな"』 
『なんの•なんの、近いうちにまた大手を振つて日本から乘りこんで来ますわい。』. 
『全く、白人どもに負けてゐては御先祖樣に申しわけがたちませんや。秋晴れや日本の富 
士を見にかへる。この氣持ちで，はつらつと船に乘りますか。』 

『こ 1はいい。さんせい、さんせい。 しかし、 いよいよ戰ひがはじ まります かな。』 
『かうなつたら，やるかもしれま せんぞ。そのときには、お互ひに醫學博士や支店長の肩 
書をなげすてて、銃を とつて このシンガボールへ，一#乘りをしなけれ11內地の人に申 
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しわけがたちませんな。』 

『もちろんですとも。大いにやりますぞ〇』 

『やります とも0 』 

『正夫、どぅだな•お前も今夜の仲間にはいれるだけの落ちつきを持つて ゐる かね。』 
『お父さん、僕だつて大丈夫です。』 

U さぅか、よしよし。それではお前が作つ てゐ るといふ少年俳句といふ ものを、 今夜皆さ 
んにお見せしないかね。』 

『だつて、まだ、下手なんです。』 

『下手でもかまはん、かまはん q シンガボールよ、さよなら俳句會だ。記念に一つ讀んで 
ごらん。』 

正夫は、自分の部屋から赤い手帳を持つて來たの•であります。 

『では、僕讀みます。この頃は毎日日本のことばかりを思ひ出してゐるので、非 JP も內地 



て wfa みま- t この頃は毎日日本の ことばかりを 思ひ 出してゐるので、非句も，^地 


のこと ばかりなのです。』 

『けつこぅ、けつこぅ。』 

やがて正夫は一句づつ讀みはじめたのでありました。 

(福引の風を大きく背負ひかへ る。) 

(正月のおびのがまぐち取りいだ す。) 

(ジヤンケンのはさみをくぐり散るさくら〇) 

(春雨のマントにおたふくかぜかくす。) 

(母が見て ゐる 運動會のつなを引く。) 

(サーヵスの天慕のすみにラムネ呼 ゞ 。) 

(卒業の寫眞のなかの樱か な。) 

(となり 町にはいるまんどん振りかざす。) 

(母の友來るや彼岸の包みさげ。) 

一二七 



(十五夜の町へたばこを買はさるる。) 

(マスクした先生と知りあわてたり。) 

(喧嘩瘤夜寒むの夜具に^ひかくす。) 

『なるほど、なるほど。 = . 

『子供には、子供の俳句があるものですなあ。』 . 

と.人々は感心しながら、會は夜がふけるとともに、ます t . す盛んになつて行くのであ 
りました。 

しかしこの間にも引揚船扶桑丸は，海上鐵條網のまん中に引きとめ.られて、東口砲臺の 
根元にぐわんばつてゐる 掃海艇の サ I チライトをまともにあびせかけられたまま•度を越 
したイギリス人どもの 監視ぶ りに、ぅらみをのんで靜かに錨をおろしてゐたのであります。 
『がまんせ い， がまんせ い。 マライ在留邦人五百餘名に、祖國の土を無事にふませなけれ 



力令し 力ま人ゼレ 1"ラィ右昔_/351飴名に祁國の+を無_にふませなけれ 


ばならない重い責任があるのだ。皆、がまんせい，がまんせい。』 

石橋沿長と、中島事務長が、日頃のやさしい顏に悲憤の淚をおさへてなためまはると 
全船員は甲板か， b ' サ I チライトをにらみかへして、口々にさけんだのてあります 
『沿こゐてさへもこのつら.さだ。陸にゐる入たちょ、あなたがたはどんなにつらい思ひ 
をしのんでをられるのか。お一い、お I い、ぐわんばつてくれ。たのむたのむ』 

日本からは、ィギリスの引揚船「■#」が、 事—央 人を乘せて出帆したのに對し 
て、扶桑丸は停船すでに七日となつても、未だに 岸壁へ つけないのであります。 

さすがにシンガボール鶴見領事は、かんにん袋のをを切つて、この横暴さは何事である 
かと，決死のかくごでイギリスにつめょつたのであります。 

イギリス も、今は安微號が無事に出帆したと聞いては、これ以上にわけもなく引揚船を 
おさへて扫くことはできないので、岸壁に着くことも、炭水、食料を積むこともゆるした 
ので，扶桑丸はふたたび危險な海上鐵條網 f ひだを通りぬけて、—十號棧橋に横 
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づけになつたのでありました。 t 

i しかし， 乘船は明日、卽ち十月一日、明後日二日は午 剪 時に岸壁を はなれて、沖合に 
停船すべし。』 

ああ何といふむごい命令であらぅ。 この 犬畜生めら と、 今は船員たち のい かり 燃え立 
つた大きな眼が、相手を張り倒さん いき ほひで見扫ろすには、相變らず どこも かしこ 
も軍需品の山 V 、 その向かぅに 扉 建物とが— tQ — しに、かつと照 
りかがやいて*あたり一帶には急に兵隊、巡査な どの 警戒が.厳重になつて ゐるので あり 
ました。そして、又しても二十名ばかりの兵隊が、むちを持つて、船內警戒に名をかりて 
乘りこんで來たのであります。 

• 21 

十月一日。待ちに待つた乘船日であります。空には まだ星がまたたいてゐて、五百五卜 
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二 人の引昜げ瓣 W は， まだ夜の明けきらないうちから，ぞくぞくと棧橋につめかけてきた 
のであります。正夫 も 父母に ともな はれて來 ると、 待ちかまへてゐたィギリス官憲は、す 
ベての邦人に對 して、 i 虜か罪人のやうな取扱ひを開始したのでした。 

三十三度の奶 R の下に列となつた中から、六七歲の男の子と、水色の服をつけた婦人が 
あわただしくかつぎ出されたのであります。 

『水だ水だ，水はないか水は——。』 

列の一個所がみ だれて四五人のさけびがあがると、眼の靑い兵隊はそれを見ながら、せ 
せら笑つて答へたのでした。 ■ 

『水か。』 

『さう です。』 

『水はある。』 

『すみません、日射妍で倒れたのです。 のませてやつてください 。 j 
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『水はな、 船に ^りあまるほど 與へ ておいたから、乗船したらゆつ くりと 飲ませて やる が 

よぃ。』 

『な> なんだと。』 

いきなりへルメット帽子をはづすと-その下から n n r .. の良い靑年の顔があらはれて、とつ 
さに、にぎりこぶしをひるがへ f としたので、 gsj 6 の同胞が淚の聲でその腕を當へつ 
けたのであります。 

『がまん、がまん、がまんするんだ。がまんして くれ。』. 

『わ 力り ました、わかりました。すみません、皆さん。 こいつら、今に 見てゐろ、軍刀を 
振りかざして、 きつとここへ 乘 りこんで 來て くれるぞ。』 

その聲が終らないぅちに、前列にゐた七十歲をすぎた老婆が、つかれた身をもたせてゐ 
た藤の杖を、-ふいに他の兵隊がさつとぅばひとつたので•老人は よろよろとつんのめつて、 
赤土み ちにあごをついて倒れたのであります。 




あつと、航把をかへた口ひげのある紳七が'す早く老人をだきおこして自分の肩に背負 
ふと，やにはに その 兵隊へつかみかかる勢ひを示したので、老婆は背中から必死にその肩 
をおさへつけて叫んだ のでありました。 . 

『獻ヂ、早まるな。皆樣のごめいわくになる道理がわからぬか。ばか者めが。』 

『は、はい。』 

と，いかりにふるへて，波をぅつ白い麻服の大きな 肩を、 なほもしつかりと引きょせる 
老婆の細い手首 も、 くやしさのあまりがくがくとふるへてゐるのを見たとき、正夫もその 
まはりに ゐた數 十人の頰にもとめどなく涙がつたはつて、ああこれが永年住みなれたシン 
ガ •ホ ー ルを引揚げる，われわれ 五百五十二人の日本人の姿で あるの かと、皆はぬれた眼を 
力の かぎり見合せて*血のたぎる くちびるを 堅くかんだ のであります。 

やがて、乘船檢査は開始されました。 

檢査は一人づつ！^視人が ついて， 屋內に呼び入れられたのであります が、 邦人には紙一 





枚さへも持たせず、荷物はすべてマライ人とインド人に運ばせて、長い臺の上に乘せ させ 
ると、そこにずらりとならんだ二十餘人の イギリス 檢查官は，邦人が祖國へかへる心を こ 
めた荷づくり品のことごとくを、ずたずたに切り開き、あるひは引きさいて、檢查をはじ 
めたのであります。 

『この品は何だ。』 

『それは石鹼です。』 

『中をしらべる。文書か金でも入つてゐるかも知れぬから。』 

石鹸は、たちまち二つに斷たれてしまつたのであります。 

『次ぎのこれは何だ。』 

『妻のおびであります。』 . 

『これもあやしい。中をしらべろ。』 

浮草模樣のおびは、むざんにも芯を引き出されて、投げかへされたのであります。 




汚萆移 sgyA ' u は ti さんにも^を弓き出されて’投けかへされたのであります。 


r 次ぎの品。これは何だ。』 

『子供のお 人形であります。』 . 

『これもしらベろ 。II 

ぽきんとするどい音がしたかと見るまに' 齢撇すがたの大きな 日本人形は、その あど 
けない首を失つてゐたのでありました。 

きやっと、聲をあげて檢查官の太い手にむしやぶりつく少女のぅしろから、その父親の 
殺氣 だつた聲が，ィギリス人を張り倒すやぅにあびせかけられた のであります。 

『お前たちはそんなことをして、子を持つ父親といへ るの かっ0 J 

『だまれ。ぐづぐづいふと乘船を許さぬぞ。』 . 

r しい品はタオルー枚、靴下一足さへも^奶されて、三輪車のタィヤははづされ 、靴 1 S 
は全部引きはがされて、五百餘人の乘船が終つたのは夜の十時で ありました。 

人々はあまりのくやしさに船室へ去らぅともせず、¥1赋に立ちつくしたまま，今に見3 
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今に見てゐろと.暴？あふいでの涙をぬぐつてゐるところへ’震さんも来て泣き 
船員さんも來て泣いてゐるのであります。 

やがて 船長さんは、胸を張つて叫んだのでありました 
『皆さん、これが配 S をとりはづしたイギリスの 正體で あります。 われわれは，イギリス 
ことき ものに負けて，ゐる民族ではありません。やがては、 ふたたび大手を振つてこのシ 
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ニニ八 

ンガ .ホ丨 ルへ日本入が乘りこん'て來る日のために、今こそ祖國へもどつてからの新たなる 
奮闘努力を、あらためてちかひ合はうではありませんか。』 

『さうだ、さうだ。』 

『もう泣くな、泣くな。』 . 

と' はげみ合ふ聲がわきおこつたとき，事務長さんが船室から—はれて、何か船長さ 
んに話したかと見ると、船長さんの顏が急にほころびて、にこにこと皆に吿げたのであり 
ました。 

『ただ今、三等船客の濱川ふじさんが、玉のや.うな男の赤ちやんをおうみになりました。- 
母子ともに至つて御健康であります。』 

ああ午前 七時から、赤道直下の燒けつく太陽にじりじりとさらされたまま、やうやく午 
後の十時に乘船出來た安心のために、にはかにお產がはじまつたの.でありませう。しかし 
まづ はめでたい、めでたいと、 人々の顏に一樣に喜びの色が あらはれた のてありました。 

調.こ： ^ を A c 、 s - ををア巾へ口 C 猫を^5すと、そ D 良"沿を汸 ft た_ 



まづはめでたい、めでたいと' 人々の顏に一樣に喜びの色があらはれたのてありました 

--- ■- — 

船は翌朝六時に岸壁をはなれて、ふたたび沖合に錨をおろす と、 その 夜、 船を訪れた鶴 
見總領事は、耵§瓣人に向かつてこれまでの幾多の忍耐勞苦をなぐさめ、更に前途をはげ 
ましては、共に目がしらをぬぐひながらお別れの挟拶を交したのであります。そして船上 
からおごそかに東方を恕 i し、君が代を合唱すれば、その聲は、機雷*鐵條網をめぐつて 
駆をまくシンガボ I ル港外の波音をたたき消して、夜の海上に，淸く、力強く、更にたく 
ましく , 0本人の聲をとどろかせ.たのであります。 

明ければ三日，船は午前七時 K :. 針路を日木にさし向けて出帆すると，ィギリスの假裝巡 
1と驅とが前後左右につきまとつてくるぅちに、とつぜん、雲間から爆撃機があら 
はれたかと見るまに、マストすれすれにせまつて、右舷に四五發の白煙彈を投下して、.爆 
擊演習をはじめたのであります。 

何を負けるかと，折から甲板で離れ去るシンガボ I ルをながめてゐた正夫たち少年の一 
1®は、爆擊機のとどろ/その下でマットを敷きつめて土儀をつくると、元氣な角力大鲁を 






やりだしたのであります。 

『はつけょいや、のこつた、のこつた。』 
f 負けるな、負けるな。』 

『負けてたまるか。』 

敵機にとり組むいきほひで、マットの上に、全力をかたむけてはだかで組合ふ數十人の 
少年をかこんで、今はわあわあと喜びさわぐ全船の男、女、老人’子供たちの眼には、も 
はやィギリスの軍艦も爆撃機もなく、船は南支那海を一路、日本へ日本へと波をけり進ん 
でゐるのでありました。 

2 

2 

昭和十六年十二月八.日。 

まだ明けきらないま夜中のシンガボールは、全島におひしげつた樹木と、蟲の音を海の 




まだ明けきらないま夜中のシンガボ ー ルは、全島におひしげつた樹木と、蟲の音を海の 


微風にそよがせて，ひつそりと月光にかがやいてゐるのてありました 

町 も 人も、深いねむりに おちて ゐる 午前二時 頃，けたたましい 電話の呼鈴に夢をやぶら 
れたシン ガボ ール 防空 局長は、 受話器を はづすと、 いきなり耳を打つて來た大事 件に、 色 
を失つ たのであります。 

『ただいま，午前一時一一 十分頃' 日本軍がコタパル及びその北方附近の海上力ら上陸作戰 
を決行して、目下コタ パル飛行場め ざして 前進中であります"我陸軍はこれと交戰中にし 
て、我空軍もまた敵船舶を攻撃してをり ます。なほ. ハンコ ツク 沖に、 敵艦船十隻が出現い 
たしました。』 . 

ふいを 打たれて、 腰を抜かすほどにおどろいた防空局長は、軍服に手をとほすのもぅは 
のそらで、 防空局を11齡影す ると、 直ちに SS サイレンを全市內に高鳴らせた のでありま 
す。 

しかし市民の支那 人、 マライ 人 1インド 人な どの大部分は、またいつもの 防空訓練かと 
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っぶやいた—、寢がへりをうっただけで，燈火は^^と窓にも街路にもかがやいて、そ 
の下を防空團買が聲をからしながら、鐵かぶとで飛びまは？ゐる？ありました。 

I から、十日 Q 月明りに銀翼をっらねた日本海軍爆擊隊は、だうだうとシンガボ，レ 
上空をおほひっくすと、たち—、全彈を要所要所にたたきっけて、南國の歡1 
したかと見るまに、ここに大東亞戰爭は開始されたのであります。 - 

午 M ハ時シンガボ-ル放送局は*やうやくこの驚く-ー ユ丨スを全市民にしどろもどろ 
の聲で吿げたのでした。 

(日本軍は、今朝、香港、マライ、フイリッピン/ハヮイを同時に攻撃し、わが シンガボ 
I ル及びマニラ、ホノルルは一せいに爆撃されました。) 

人口七十四萬、日の出と同時にかっと照りっける熱帶の町、シンガ f ルの1」に 
一團となった—人は、こ？ばらしい日本の作戰にただばうぜんとして、たうてい言じ 
ることの出來ない胸を語りあってゐるうちに、マライ半島コタパル附近に上陸した日本軍 




は、敵陣から打ち出す四十餘門の野砲、はくげき砲に VJ らされて-決死の突撃をくりかへ 
してゐた ©, てあります。 . . 

進め、進めと、全軍肉彈となつて突つこむ波うちぎはの、向かう十メ I トルのところに 
は、がんじやうな鐵條網が、屋根型、輪型などにえんえんとめぐらされて、地雷は敷かれ 
さんご樹と椰子林にかくされた敵のトーチカ陣から、一せいに集中射撃をあびせかけてく 
ると1夜あけの空に爆音をとどろかして、十數機の敵機が地上すれすれに機關銃でおそひ 
かかつて來たのであります。 

頭上には敵機、前方にはトーチカ，うしろには、無念にも味方の一船が、敵機の爆彈に 
火焰を吹きあげて海面を眞紅に染めながら、しかもかたむく船上では，白はちまきの高射 
砲兵が敵機に打ちつづけてゐる有樣が、めらめらと燃えあがる虼のなかに仁王のやうに見 
えて，突擊隊は續々と海中にとびこみながら、銃剣をひらめかしては，岸に突貫の聲をあ 
げておよぎよつてくるのであります。 




しかし敵の砲火はますます物すごく、今はじりじりと砂をほつて前進することさへもゆ 
るしません。 

『隊長殿、このままでは味方の全滅であります。正面のトーチカ攻撃に、私たちをぜひや 
らせてください。』 

と、このとき隊長のそばににぢりょつた四人の兵隊が，身を伏せたまま叫んだのであり 
ます。 

ああ、このすさまじくほえ狂ふ銃火の中を、どのやうにして行くつもりなのか、今まで 
幾回となくくりかへした決死隊員のうちに、一人でも生きてもどつた者があるであらうか 
と、 同じく 地に伏した隊長は、その兵たちを見つめたのであります。 

しかし、敵陣は、どんな場合でも，必ず乘りとらなければなりません。, 

『ょし、お前たち、も一度やつて見ろ。行け。』 

『はい。』 




と、答へた兵隊は*齒をくひしばつて左右に二人づつ分れると、爪ははがれて海水のし 
みこむ指さきで、じりじり，じりじりと、ふたたび砂地を掘つて敵陣に向かつたのであり 

敵 i それを見つけたのか、一きはほえるやうに銃火をその方向にあびせかけると、四 A 
のすがたは、もはや包煙と砂けむりにとざされて隊長の目には見ることも出來ません"す 
ると、なんといふことであらう。狂ふやうに火をはいてゐた正面の二つの卜—チカが、し 
ばらくののちに、ふいに，はたと、とめられたのであります。 

それ，今だと、どつとときの聲をあげて，胸を射ぬかれた兵も立ちあがつて、銃劍を« 
りかざして敵陣にをどりこんで見れば、四人の兵隊は、おのおの自分の首を敵のトーチカ 
にカーぱい突つこんで、銃服をしつかりと頭でふたをしたまま息がたえてゐるのでありま 
した。 

夜は、ほのぼのと明けはなれたのであります。」 



二三六 

激戰ののちに コタ パル飛行場を占領した日本軍の一隊は、そのまま東海.岸を南に 下つ て 
路もなぃ密林と' 潮の引ぃた海岸を、 イギリスが とほ こるシン ガボ—ル 大^^ 塞め 
ざして進擊すると、他の一除は、猛獸、毒蛇に滿ちたマライ半島を横ぎつて、西海岸に到 
着く これ またシンガボールへ、シンガボ I ルへ と、 軍靴の音も 高らかに 進撃を つづけたの 
であります。 
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マライ半島をしだいに北から追はれて來たイギリス軍は、 パトパハ 町の トーチカ內にご 
つたがへして、日本軍の砲聲は日に日に、いんいんと近づいて來たのであります。 

もはや ブラ ニイ親子は、鳄の皮な どをとつて ゐる.6 けにはいきません。マライ 人たち が 
昔から傳說で待ちに待つてゐた神の國 •© 兵隊が、 しかも 今はブラ ニ イ 親子の妻の 國の 兵隊 
となり母の國の兵隊となつて、東洋の天地にがぅまん無禮 きは まりなくふるまつてゐ1こ 



ィギリス人を一人のこらずたたきふせて、1:|?うに大密林から攻めょせて來たのであ 
りま^0 

『さぁブラニィ、お前とお父さんとがお役に立っ時が今こそ來たのだ。お前も私も日本語 
が話せる。さあ、神の國の兵隊の 8 S に立って、§1陸となって進むのだ。』 

『お父さん。もしもお母さんが今生きてをられたなら、日本軍を見て，どんなにお喜びに 
なられることでせう。』 

『さうビ，二人で、お母さんの分まで働きぬくのだ。私はこの日が來ることを信じて，ィ 
ギリス 軍の トー チカがどこと，どこにあるかを、ことごとくしらべつくしてここに書きあ 
げておいたのだ。これを日本軍に渡す。』 

『お父さん、ありがたう。』. 

『さあ，行かう。』 

ブラニィは， 母がいつも大切にしてゐた黑いうるしぬりの日木の小箱から、日の丸の旗 




ナな一 U しくとりパすとそれをていねいにボケットにしまつたのであります。そして父 
と独木，州にとび乘ると，日本軍が攻めょせてくる大砲のと どろ f りに、•為しの 中 
へ力 一ぱいこぎ出したのであります。 ， 

空は砲煙に盒はれて、南北の陣地から打ち出す砲聲に、.密林©木々はぐわうぐわうと 
どょめき，こだまして、その中の流れは—ただしく波立？—のでした。と、ふ、こ、 
『誰か。』 

と•するどいマラィ語が二人にあびせかけられ たのであ— す。 

はつと M 7 II ィ親子は腕をつかみ合つてあたりを見まはしたのですが，兩岸には妾 
のやうにしげりしげつ—一 めんに—?ゐるばかりて人かげ—せん。. 

とふたたび「誰か」と、こんどは 小さく 日本語がかけられたのであります。 

とつさに：フラニィは。ホケットから Iff かざして「日本人だ」とさけぶと，目 
の前の、羊齒のかげから、—一人む つくりと 立—がつて、小手をかざしてまねい 




たのであります。 . 
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シン ガボ I ル豪にあたつた大日本帝國軍人は' 指揮官んから兵隊にいたるまて、その軍 
服はずたずたに木々に引—かれて、血にそまり' 晝 S 暗く天をとざして立ちならぶ巨 
於の かげ—— て進めば，くも1?う si りめぐ—れた葛かづらは身にからま 
り、於ひくちてつもりつもつた枝葉に足—ばはれて’思はずつんのめれば、その上から 
血に う表た 山 ひるが無数に振りかかる大密林を，汗とほこりにまみれて進軍すること一千 
一百キロ。 

ね • w r てつかぶと 

ある時は、じりじりと|¥つける百三十餘度の戴滯の0ざしに、鐵 兜を こがし、目は く 
f をりから一天にはかにかき.たかど見るうちに、どうどうと 落ち かかる 大 雷雨に 
身はたたかれて、さつと 晴れ 上れば、 空い つばい にか かる 虹を あふいで、胸までぬかる大 
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濕地帶をふみこえ、ふみこえ、前進—蓮—づけたのであります。 

そ—イギリスがほこる第 if , ットラ要塞！し入れてベナン島を占領し、 
む”攻略し' また クワン タンの敵——せ、ス！の大せんめっ戰あ 
f あけケマス—ばひ，.マラッカを占領し、パトパハの戰ひと、東西から勝ちぬいた 
内 f f みれひげづらとなつて，.影々と燃えあがるマライ半島の最南端：シヨ T 
-ノ ノノに突入し,のは n タハルに上陸してからここに五十五日目のことで t ましと。 
乒隊も馬も犬も—戰車も、トラックも、大砲も、自轉車部隊も、ことごとくマ 

ライ—— 占て、—— Iff る列—、 

フーフニイ親子も汗とき—みたなつて、日の丸の SIff — とならんで來 

對岸のシンガボ，ルには，日本軍の爆撃— けた セレ タ， 1 油タンクが、空一り 
んに黑煙— 1げて、 太陽は 光を失つ1すんでを—す。 




『お父さん、兵隊さんたちが、皆泣いてゐる。』 

ブラ-1ィの聲に*お父さんもあわてて眺めたのでした。 

兵士たちは、おのおの 背嚢から 戰 友の it a #5 をとり出して、シンガボ I ルに向かつて高々 
とさしあげると、 皆淚 をながして物をいつてゐるのでありました。 

『おぃきさま、あれが見えるか。あれがシンガボ‘—ルだぞ。おまへが死ぬまで 口にして 
ゐたシンガボ ー ルだぞ。見えるか、見えるか。 もぅ I とふんばりして、 あの 土を お前にふ 
ませて やるから、待つ てろ、 な、待つ てろ0 』 

. ッシ—ン，ダダアン- 

と， 近くで またも敵弾が落下して、土煙があがるその上を、友軍の爆撃機が入道雲をつ 
いて、 大編隊で しきりなくシンガボールヘシンガボールへと飛びつづき、飛びかへ りして 
は巨彈の雨を降らせてゐるのであります。 

『やるぞ。』 




『やるぞ。』 

と、どの兵隊もまつ黑な顏をぎらぎらと光らせて、今か今かと突擊命令を待ちながら に 
らみつける敵陣地には、またも火の‘手がひろがつて、椰子林が燃えあがる、兵舍が吹き飛 
ぶ。無電塔は天空高く飛びちつて、敵味方の砲聲はぐわうぐわう と 天地を ゆるがしてゐる 
のであります。 

九日午前零時、つひにシンガボール島敵前上陸は敢行されたのであります。暗夜の中を 
靜々と進む數十隻の舟艇は、ジョホール海峽をうづめて、今こそ、最後のとどめを刺さう 
と、ふるひ立つた將兵を乘せて、まつしぐらにシン.ガボール島めざして突入したので あり 
ます。 

十餘萬の敵軍は、それ、この時だとばかりに，すべての砲門を一せいに開いて ill と打 
ちかかつて來たの、て、シンガボ—ル島の岸は、にはかにわきあがる 白 #の やうな 砲煙に お 
ほはれて、そこから砲弾、銃彈、手榴彈がす きまな くあびせかげられると、 つ ひに 敵は、 


重油を海に流しこんで、 その 中へ燒夷，を死に ものぐ る ひで陵げつけ^ jDtr ちります：. 





重油を海に流しこんで，その中へ燒齋 g を死にものぐるひで投げつけたのであります， 
海はたちまち地獄繪のやうに燃えあがると、日本軍の舟艇は火だるまとなつて、そのま 
ま A の中をあとから' あとからと海峽をうづめつくして突撃してくるのでありました。 
『突つこめ、突つこめ。 死ぬまで 突つ こめ。』 

『敵は一兵も殘すな。』 

『さあこい、さあこい。』 

と、火と燃える舟を岸にたたきつけて'飛びこんでくる勇士たちの足の下に、ああ、五 
十五日間、命をかけて マラィの 大密林を進撃して來た敵の F じ g シンガボールの 大地が、友 
1¢の#.火に f しきつて燃えあがつてゐるのであります。 

『おお、分隊長 どの。足下はシンガボールの土でありますか。』 

一一さうだシンガポールだ、シンガボールだ。おい•背中のきさま。着いたぞ。着いた0 
だぞ。』 . 
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二四六 

背嚢の中の遺骨をゆすぶりながら突つこむ兵士たちの目の前に•シュル、シュル、シュ 
ルと、敵前上陸成功信號燈が、火措と星かげのみなぎる大空.に打ちあげられました。 

激戰、死闘をくりかへすこと一週間、つひに昭和十七年二月十五日，敵將はその司令部 
の鐵塔高く白旗をかかげて、無條件降伏を申し出たのであります。 

『天皇陛下、ばんざ—い。』 

『大日本帝國、ばんざ I い。』 

ゴム林から、ざんがぅから、大砲のかげから、とどろくその聲はシンガボ-ル全島をゆ 
るがして、兵隊たちはずだずだにちぎれた軍服の袖で嬉し涙をぬぐひながら，南國の晴天 
高く、氣球に結ばれてひるがへつた大日章旗をあふいだのであります。 

昭和十七年二月十七日、ィギリス領シンガポール島は、ここに大日本帝國の領土昭南島 
と呼ばれることに大本營から定められました。 

もはや東洋人をくひ物にしてゐた，ィギリスの极據地ではありません。 






もはや東洋人をくひ物にしてゐた，イギリスの根據地ではありません。 



日一日と目ざましく復興する昭南島には，爆擊、砲彈で破壤された市街を、イギリス兵 
の俘虜どもがなまつ白い全身を汗まみれにして、取りかたづけに使はれてゐますし、その 
横を日の丸の旗をかかげたマライ半島行の汽車が' 誇らかに汽笛を高鳴らせて、ごうごう 
と通りすぎると、槌、かんなのひびきにまじつて，大路小路から日本語を習ふ東洋各國民 
の聲が、明るくきこえて來るのであります。 

そのある街の四つかどに、堅く閉ざされた正夫の病院を見あげて、語り合つてゐる 二人 
は、 ブラ-1イ親子でありました。 

『ブラニイ、町も人の心も一變して、昔のシンガボ I ルの面!！は、どこかへ吹きとんで し 
まつたではないか。』 

『さうです。これが本當の、アジア人のアジアの姿ですね。.お父さん。』 

『さうとも。しつかりと働かねばなるまい。もはや私たちは、昔のマライ人ではないぞ。』 
『 VJ うです。昔のマライ人ではないぞ。しかし正夫はどこにゐるのだらうか。イギリス兵 
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にインドへ連れて行かれたのだらうか。それとも，日本へ無事に歸つたの だら うか。』 

T も配するなブラニイ。 どこに ゐたつて-正夫君は日本の力で、又 ここへすぐにもどつて 
來るょその時にはこの日本の腕章を、につ こりと お見せしょうではないか。 さあ お« さ 
んの扫 墓へ 急がう。』 

しみじみと親子が見な？同仁病院の人口に、何か白い紙きれが赤れんぐわ S しを 乘 
せて、扉の下で風にゆれてゐるのに、ブラ ニイは ふと氣がついたのであ— す。 

『おや、 お父さん、あの紙きれはなんでせ う。』 

『どれどれ、なるほど。』 

と’ 手にとりあげて見ると：とこで習つ たの か誰に書いて もらつたのか、 下手な日本文 
字でスミスの手紙が、正夫あてに置かれて あるのでした。 

(正夫 くん。君と僕とは、今お互ひに敵國 どうしであります。 

父は日本へ向かつて銃を とるために、本日アメリカへ 歸國 します。 それで僕 I 、つ」 


よに歸ります。この戰ひは、アメリカも日本も共に國をかけての戰ひでありますから 
こののち何百年つづくかわかりません。しかし、戰爭が終りしだい、私たちスミスー 
家は、日本に歸化して、日本人になる決心をしてゐるのです。 

全世界に、日本人ほどすぐれた國民はないことを知つてゐる私たちは、いづれ日本人 
となつてスミスー族をあなたのお國に榮えさすつもりでをります。 

私たちはその祖先となるのでありますから、今後ますます、すべてのことに努力をつ 
くして，すばらしい日本人として、魂を子孫に永久に傳へる覺悟です。 

では、日本軍‘がマラィ半島から，たくましくつなみのやぅに政めよせてくるので、今 
晚、汽船に乘つてシンガボ I ルをさよならします。 

僕も今のところアメリカの少國民でありますから、君には負けません。祖國に力を合 
せて、敵國日本を倒すために戰はなければなりません。さよなら。 一 
r なまいきなことをいふな。」 


『** 前らに負けて たまる か 。 J 

と：フラニィ親子は手紙|らみ^てから、霞の國旗1|にはためく日章旗を， 
今さらに力 f あふいで日本人墓地に急いだ？ あります。 墓地には、正夫の父が建てて 
くれた母 Q 墓標が，ひつそりと虫の言つつまれて—ました。 

ブラ-ーィはその前にいきなりぬかづくと•土に口をあてて 叫んだ のであります。 
『翁さん扫母さんここはもはやィギリスの土地では t ません。 S さんが死ぬま 
で戀しがつて—れた日 I です。 S さん、 S さんは—の土に眠？—れる 
のです。』 • 

二人が，しみじみと墓標—すつてゐたちやぅどその頃、日本から昭南島へ向かつ 
た一軍用船が—ました。その甲板で、正夫は兩親にかこまれて、1ょく語つてゐたの 
であります。 

『お父さん、僕たちは今、日本から、日本へ航海を するのです 1。』 


『さうだ。シンガボールなどはすでにほろびて無い。かがやく昭南島が行手にあるばかり 
だ。』 

『昭南島にもそのうちに航空學校が出來るでせうか。』 

『いづれは出來るにちがひない。』 

『その時には、僕を入學させて下さいね。』 

『よしよし、それは正夫のながい間の希望だから，しつ かりとやる がよい。』 

『ィンド人、マラィ人、支那人の生徒たちにまじつて，僕は日本人としてりつぱな、飛行 
士になつてみせる'そ。』 

『うむ、やれ、やれ。この大東亞戰爭は何十年つづくかわがらないし、米英も死物狂ひだ。 
たとへ敵機が，雨の如く爆彈を投げ落とさうとも、その下で、お父さんは、七十歲になつ 
ても，八十歳になつても戰ふぞ。擊ちてし止 t む。擊ちてし止まむだ。』 

『僕だつて、敵をた / c きのめして、尙その上、手足をもぎとつて、二度とは立ちあがれな 


i 

いやうにしなければ、戰ひをやめないぞ〇』 

『正夫。その心—の—限り持て。あいつらは、文明人！ —ひながら、じつは人間 

の1つた1だ。野15、少しでも情—11、この戰ひは負 
けるぞ。いいか。』 

『はい。僕は，今こそ敵國人と—*たとへあの親友スミスであらうが.一人のこら 
ずたたきのめしてやるつもりです0』 

『その 言葉 こそ、全日本の少國 I 、天？ til げて叫ぶべき1 だ。 敵米英は 
百年 も二：—から、 東洋人 fe して，その If と？ 來たの だ。 今こそ、敵 
國人は一人のこらず、たた1 めす時が來 たのだ。正夫、お父さんとともに、お母さんと 
ともに、力一ぱい戰は うな 〇』 

『はい戰ひます。』 

正夫がに？りと1支那—波の色は、 f — 美しくか f た？ゐます 


が、海上監視 M は敵水潜艦に目をくばりながら、船は刻一刻、昭南島めざして波をけたて 
てゐるの''てありました。 

(をはり) 


i 



あと が 


き 


,—少國民諸君へ- 

この 「昭南 島」 は、 ぁる少國民雜誌 へ「シン •ガ 1」といふ題で、十五ケ月間連載した 
のてす 

私がこれを書きはじめたのは•大東亞攀が起る半年以上も前のことで、そ1私」、 
全身の血をたきらせて、にくい米英と心の中で戰ひながら、この物語—書いてゐましと。 
そして、いま日本が世界のどんな立場—、—、日本に對して、米英どもがどんな 
1 くらんでゐるかを、この中にわかりやすく書き人れて，一刻も早く，—が私と 
ともに形乂の中て、まづ米英と戰/つて くれる やぅにと力—そいだのでぁります。 

ところ力我が國は、それまで押さへに押さへてゐた ® 詹の—、つひに斷ち切？ 
その米英ども I 戰布吿すると同時に、いきなり眞珠灣の敵—たき伏せて•、皇軍をマラ 








ィ半島に上陸させるが早いか、ィギリスが誇るシンガボ ール などは、豫定のとほり占領し 
てしまつたのであります。ですから、その時雜誌に連載中の九ヶ月目からは、「シンガボ？ 
ル」といふ題も「昭南島」と輝しく改めて、今またこの本の題ともしたわけです。 

私は戰ふ日本の童話作家の一人として，兵隊さんだけに手柄をたてさせておくわけには 
いきません。やはり諸君と同じやぅに、種々なことに力をつくして，敵に二度とは立ち上 
れないほどの打擊を與へるまで、これからもカーぱいペンをとつて戰つて行く覺悟です。 

諸君も、兵隊さんや僕などに，決して負けないでぐわん張つて下さい。物すごい戰ひは 
さあこれからです。 

昭和十八 年初夏 
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